


心の糧

私 た ちは救 い主 、イ エ ス ・キ リス

トの完 き模 範 の中 に、忍耐 、親切 、

愛、赦 しの ひな型 を見 るこ とが で き

る。主 は私 た ちにこの模 範 に従 うよ

う命 じてお られ る。陰 険 な悪 の手 は、

主 を、 この世 にお られ る間 中常 につ 、

け回 してい た。生 まれ たばか りの赤

ん坊の ときには、夢 に現 われ た天 使

のみ告 げに従 ってエ ジプ トに難 を逃

れ、苦難 に満 ちた その生 涯の終 りに

も、悪 人 ど もが吐 きか け る汚 れ切 っ

たっ ばに身 をまかせ なが ら、己 れ を

制 して静か に威厳 を保 ってお られ た。

悪 人 ど もの何 とい う忌 々 しい行為!

そ れ に対 して主の示 され た平 静 さは

また何 とすば らしい こ とで あろ う。

何 とい う自制 であろ うか。

彼 らはイエ ス を乱 暴 に引 き回 し、

小 突 き、殴 打 した。 しか しイエ スの

口か ら一 言の怒 りの言葉 も聞 かれ な

か った。 この 自己支配 力のす ば らし

さ。彼 らはイエ スの顔 や体 に手 をか

けた。何 とい う侮辱 であ ろ う!そ

の苦 しみ た るや いかに……。 それで

も主 は威嚇 に屈せ ず、決然 と してお

られ た。文字 通 り、主 はほか の頬 を

も向 けて御 自分 の訓 戒 に従 わ れたの

であ る。 そ こで彼 らは主 を打つ こ と

がで きなか った。

弟子 た ちは主 を見捨 て て逃 げ去 っ

て しまった。 その ような困難 な立場

に追 い込 まれた イエ スは、群 衆 とそ

の扇動 者 に立 ち向 か った。 そ して た

だ ひ と り、野蛮 で罪深 い攻 撃者 たち、

悪 口 を浴 びせ る者 た ちの なす が ま ま

に、 じっ と耐 えてお られ たので あ る。

イエ スに向 け られ た言葉 もまた耐

え難 い もので あ る。罪 に陥 れ よ うと

権謀 術数 をめ ぐら し、非 難 には非難

をもって対 す る態度 、物 、人、場所 、

状 況 を問わず 、 イエ スが神聖 な もの

とす るもの に対 して浴 びせ られ た不

敬 の言行 は、耐 え難 い もので あ った

に相違 ない。 人々 は、・や さ しく何 の

罪 もな いイエ スの母 を姦 淫 を働 い た

とさげす んだが 、 イエ スは いさ さか

の た じろ ぎ も見せ られ なか った。 そ

イ エ 入 の

偉大な模範
ス ペ ン サ ー ・.W・ キ ン ボ ー ル

こには何 のへつ らい、否定 、反駁 も

見 られ ない。不正 直 で欲 得 ず くの証

人た ちが偽証 を立 てて も、 イエスは

彼 らを責 め るそぶ りす ら示 されなか

った。彼 らは イエ スの言葉 を曲解 し

わざ と誤 って解 釈 した。 しか しイエ

スは あわて て取 り乱 す様 子 もな く、

落 ち着 いてお られ た。「さげすむ者」

の ため に祈 れ、 イエ スは天父 にそ う

教 え られ て い たの で あった。

イエ スはむ ち打 たれ、法 に よる懲

罪 を受 け られ た。 茨 の冠 をかぶせ ら

れ る とい うび どい拷 問 を も受 け られ

た。 またあざ け り笑 われ馬鹿 者呼 ば

わ りされ た。御 自分 の民 か らあ らゆ

る侮辱 を受 け られ たので あ る。 「自

分 の ところ に きたの に、 自分 の民 は

彼 を受 け入れ なかった」(ヨ ハネ1：11， 『

教義 と聖約6：21参 照)と 言わ れた

通 りであ る。 イエ スは十字架 を背 に

カルバ リの丘 まで歩 か され、 そ こで

釘 打 たれ、苛酷 な苦 しみ を受 け られ

た。 そ して最後 に、十字架 の下 に い

るロニマの兵士 た ちや イエ ス を非 難

した者 た ち を見 おろ して この不滅 の

言葉 を残 され たの で あ る。 「父 よ、

彼 らをお ゆ る しくだ さい。彼 らは何

を して い るのか 、わ か らず.に いるの
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「キ リス トも、あ なたが たを神 に近づ けよ うとして、

自らは義 な るかたであ るの に、不義 な る人 々の ため に、

ひ とたび罪のゆ えに死 なれ た。 ……」(1ペ テ ロ3：18)

繋綴 難童鯉;詮1≧論脇 会ヨニ警
ス ミスか らスペ ンサ ー ・W・ キンボール に至 る代 々の 予

言者が 語った、救 い主の犠牲 に関す る教 えを取 り上げ る。

ジ ョセ フ ・ス ミス

人 は罪 を犯 し、 その結果仲保 者 な しには創造 主 との直接

の交わ りを断 たれ て しまったが 、主 の偉 大 な、栄 光 に満 ち

た贈 いの計 画 は、 その以前 よ り備 え られて いたの だ ろ うと

思 う.。犠 牲 は用 意 され、神 のみ こころ と目的 にか な って腰

い は計画 された。文字 通 り神 の御子 を通 して。 こ う、して人

は御 子 を通 して神 を受 け入れ るための道 を待 ち望 む こ とが

で きるよ うにな った。 す なわ ち、 人が瞭い を見出 し得 るの

は、
.イ エ スの功 徳 をおいて ほか にない とい うこ とを教 え ら

れ たので あ る。 なぜ な ら、「あ なたは…… ち りに帰 る」と言

われて い るか らで ある。悔 改 め は毎 日 もて あそぶ よ うな事

柄 では ない。毎 日罪 を犯 し、毎 日悔 い改 め るこ とは、神 の

目に よ しとされ な い。… …正 当 な執 り成 しが ない限 り、聖

書の 中 に何 ら救 い はない。 そ こでイエ スは正 当 な執 り成 し

者 とな られ たの であ る。… …

Tεαc痂88・ μ んθP仰 んθ孟」・8θPん8繍 ん

「予言者 ジョセブ ・ス ミスの教 え」P
.57，58，148，319

ブ リガム ・ヤ ン グ

私 たちの始 祖 は園 にお いて与 え られ た律 法 に違 背 し、 そ

の 目は開 かれ た。 これが負債 とな った。 その 負債 は どんな

もの だろ うか 。 それ を償 うの は何 だ ろ うか。質 問 した い。

この 負債 を償 うの に、神 の犠 牲 で不 足 す る ところがあ るだ

ろうか6な い。不 足す る ところはな い。、……

98

子 らは神 に負債 を負 い、御 父 は償 い を要 求 される。御 父

は罪 とがの中 にあ る地 上 の子 らに言 われ る。 あ なたがた に

は この負債 を償 うこ とはで きない。私 が犠牲 を用 意 した。

私 は この 負債 を償 うべ く、私 の生 み し独 り子 を遣 わ そ うと。

私 た ちは、 なぜ独 り子 が命 を犠牲 に しなければ な らないか

を理解 して いるだ ろ うか。 ……神 が この負債 を償 う御 子 を

備 え られ な い限 り、 負債 は弁 済 され ない。私 たちが貝費われ

て御 父 と長 兄 のみ前 に帰 り、聖 な る天使 や 日の栄 えの住人

と共 に住 む手段 を、世 の あ らゆ る知 恵 を もって発 明 で きる

だ ろうか。 いや、 で きない。 この神聖 な負債 を償 う犠牲 を

用意 し、 その犠 牲 を払 うこ とは、現在 、過去 、将来 の地 の ℃

住 民の知 恵 と能 力 を越 えた もので あ る。 しか し神 にはそれ

がで きた。 その御子 が犠 牲 を払 った。 そ して私 た ちは今 や

それ ぞれ に真理 を受 け入れ 、神 の王 国 に救 われ るこ とが で

きるの で ある。

Jo%7加 ♂oブ1)♂8co%78θ8「 説教集」第14巻P。71，72

ジ ョン ・テ イ ラ ー

腰罪 は限 りない もの で なけれ ばな らない(IIニ ー フ ァイ

9章 の中 で)と 言 わ れて い る。 なぜ 限 りな い贈 罪が必要 だ

ったのだ ろ うか。 川 は源 よりも高 い所 へ は流 れて いか ない

とい った簡単 な理 由 か らであ る。 人は肉体 を受 けて地 に属

す る もの とな り、律法 を破 るこ とで御 父 との交 わ りを断 た

れ 、死 にさ らされ る こ ととな った。 この状 態 にあ って、 こ

の世 の人生 は短 く、 自分の 力 では 自分 を益 す る望 み も御 父

の み前 に帰 る望 み も何 ら持 つ こ とが で きないため 、 その堕

ちた低 い状 態 か ら己れ を引 き上 げ るには、何 か よ りまさっ

た力が必要 とされ た。 その よ りす ぐれた力 が神 の御子 で あ

った。彼 は人 の よ うに御 父の律法 を犯 す こ とな く、御 父 の

栄光 と力 と権威 と支 配 を所 有 して 、御 父 とひ とつ です らあ

った。

Tんe.Meゐ αhoη απd、4εoηe窺e撹

「とりな しと願罪」P .142，143



ウ イ ル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フ ジ ョセ フ ・F・ ス ミス

己れの罪 を悔 い改めよと呼 ばわる とき、その叫 びは個 人の

罪をさすのであって、アダムの智 ではない。原 罪 と言われ る も

のは、入の行動 にいっさいかかわ りな くキ リス トの死 によって

蹟 われ 、人個 人の 罪 もまた、神 の救 いの計画 を耳 に した と

きの従 順 を条件 に、 その 同 じ腰 罪に よって贈 われた。

M乙"θπη`α♂鋭αγ 「ミレニアル ・スター」第51巻P.659

ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー

こう して人生 を送 る とき、私 た ちは、 その幸福 な地へ た

ど りつ いた暁 に は神 の息子 、娘 と称 され、 日の栄 えの王 国

の富 と栄光 を所有 で きる と確 信 し、か の霊 界 をは るかに待

ち設 けるの であ る。

使徒 パ ウロはか の時代 に、神 のか た ちであ りなが ら神 と

等 しくあ ろ うと思 われ なか ったキ リス ト・イエ ス と同 じ思

い を、あ なたが たの間 で も持 ちな さい と、聖 徒 た ちに教 え

た。使徒 ヨハ ネ は同 じ事柄 につ いて 、 「彼 が現 れ る時 、わ

た した ちは 、 自分 た ちが彼 に似 る もの とな るこ とを知 って

い る」， 「彼 にっ いて こめ望 み をいだい てい る者 は皆 、彼 が

きよ くあ らわれ る ように、 自 らを きよ くす る」 と言っている。

人 が今 ある ご と く、神 もかつ て あ った。 ベ ツ レヘ ムの み

どり子 も幼 児か ら少年 、青 年 と成長 して神 とな り、そ して

それ こそは 「キ リス ト ・イエ スにおい て上 に召 して下 さ る

神 の恩典」 なの であ る。

私 た ちは霊 界 で神 よ り生 まれ た神 の子供 であ る。 そ こで

私 た ちは子供 として神 の性質 に あずか り， 今 は その両 親 に

似るところを持つ.試 編 灘 も私 たちに経験 を与 え、神＼

に似 るこ との本 質 を私 た ちの中 に確 立 して くれ る。

Jo卿 ηα`of伍8co解8e8「 説 教集」第26巻P.368

自然 の死 、す なわ ち肉体 の死 よ り、 また 「霊 の死 」で あ

る第一 の死 ・よ りの贈 いが存在 す る。 そ して それ を可能 な ら

しめ るため には、 「生 み し独 り子 」め み名 を信 じる信仰 と、

聖 な る天 使 が宣言 した福 音 の儀 式 に対 す る悔改 め と従順 が

必須 となる。 とい うの は人 は 「信 じれ ば」従 わ なけれ ばな

らないか らで あ る。

もし人 が悔 い改 め ず、 また福 音 の儀試 によ って キ リス ト

の み もとに来 る こ とを しない な らば、 それの霊 的堕落 か ら

瞭 われ るこ とがで きず、永遠 にサ タ ンの意 志 に縛 られて し

ま う。 それ こそ全 人類 を もその運 命 に置 い た私 たちの始祖

の堕落 であ り、人 は 「生 み し独 り子 」 のみ名 を信 じて神 の

律 法 に従 わ ない限 り、だれ も蹟 われ る ことの ない霊 の暗闇 、

霊 の死 に支 配 され た ままでい なけれ ばな らない。 キ リス ト

は全 人類 に とって偉 大 な模範 であ る。 キ リス トが人類 の腰

い主 とな るよ う予任 され てい た ように、人 もキ リス トに似

た者 とな るよ う予 定 され てい る と私 は信 じてい る。

Jo%7ηα`oブD`8co%78θ8「 説教集」第23巻P.16駄170，172
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ヒ 」 バ ー ・J・ グ ラ ン ト

私 た ちは、臨終 の瀬 戸際 に ただ信仰 を告 白す るこ とで人

が救 われ る とは信 じてい ない。銀行 で働 いて いた青年 時代

に、 その ような信仰 の愚か しさ を突 ㌣・た風刺 漫画 を見 た こ

とが ある。 ある娯楽雑 誌 に書 い てあ った ものだ った。悪党

らしき風体 の男 が部 屋 に入 って きて、金勘 定 を してい た男

を刺 して金 を奪 った。次 の絵 は牢獄 の 中で 、牧 師 が 「イエ

ス ・キ リス トを信ぜ よ。 さ らば救 われ ん」 と言 い、罪人 は

「こりゃ
、おやす い こった。信 じるぜ 」 と考 えた。 その あ

との絵 で は裁 判で有 罪 を宣告 され 、次の絵 は絞首 台へ行 く

ところで女 た ちが涙 に暮 れなが ら 「魂 はイエ スのみ もとへ」

と、足 も とに花 を まいて いた。次 は首 に縄 をか け られ てぶ

ら下 が って い る絵 で、その次 は天使 た ちに守 られ昇 天 して

い る絵 だ った。 そ して最 後 の絵 では 、刺 されて金 を奪 わ れ

た優iし い善 良 な男が、地 獄 の底 で次 から次へ炎め中を転々 と

して いた。彼 は信仰 を告 白す る時間 が なか ったの だ と叫 ん

でい た。刺殺 されたか らで あ る。

「われ は
、福音 の第一 原則 と儀 式 とは第1、 主 イエ ス

・キ リス トを信 ず る信 仰… … な るこ とを信 ずd「 主 イエ ス

・キ リス トを信 ず る信 仰」 と言 う とき
、私 たちが イエス ・

キ リ、ス トを絶対 的 に信 じ、彼 が神 の御子 であ って、人類 の

瞭 い主 と して十字架 で死ぬ とい う神 よ り与 えられ た使 命 を

帯 びて この地上 に来 られ た御 方 で あ ると信 じて い るこ とを、

は っ きりと理 解 して もらいた い。私 た ちはイエ ス ・キ リス

トが単 に 「偉 大 な道徳教 師」 だ ったの で はな く、私 たちの

賄い主 であ る と信 じてい るの で あ る。

Cん解cん1Vθω8「 チャーチニュー ズ」1938年9月3日P .ワ

ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス

私 た ちはア ダムの罪 に対 して責 任 は な く、 自分 自身 の罪

に対 して責任 を負 うり だ と知 らされ て い る。 イエ ス ・キ リ

ス トの蹟 罪 は私 たちか ら父祖 アダ ムの罪 を瞭 う責 任 をぬ ぐ

い去 り、私 た ちが地上 で生 活 を し、 やが て 自分 に与 え られ

た機会 を有効 に利用 したな らば、 しか るべ き ときが来 て死

よ り復 活す るため の用 意 が備 わ るよ うに したの であ 乙。

「大会報告」1926年10月P
.102
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デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ ケ イ

時の絶頂 に人類の救 い主が来 られた。来臨以前の人類が

降臨 を待 ち望み、来臨以降の人類がその生涯に思いをはせ

る御方が。地上の歴史の絶頂に人の子 は来て、世の交わす

約束 とは異な り、自分の命を救 う者 はその命を失 うと、永

遠の真理 を宣言された。

主 はその束の間の地上での生活に、この真理 を何 と完壁

に例証 されたことか。土地 を持たず、家 を持 たず、まくら

す る所さえなかったというのに。……(マ タイ8：20参 照)

の諜麟驚蹴 簾 補晶嬬臨、
そのたあ不 自由 な生活 を してい る者 が 自由 な生 活 がで きる

よ うに と常 に助 け られ た。 その使 命 は庄 に彼 らに命 を与 え

るこ とで あ った。

さて、… … それ をさ らに延長 して、救 い主 の犠牲 に、流

血 の死 に、思 い をはせ るこ とは で きな いだ ろ うか。 人の命

レ

は この地 が与 え るもの 、単 な る人 の住 む宿 にす ぎない肉体

に は依存 しな い。霊 に依 存 ず るの であ る。 ま こ との 人は、

.利 己心 と肉欲 を超越 し、命 と幸 福 に、永遠 であ る信仰 、徳

行 、知 識 、節制 、敬 神 、友 愛 、仁愛 を求め る。

ゆ えに キ リス トは、 その生 涯 と死 にお いて犠牲 の律 法 を

成就 された ばか りか、地上 の生 活か ら永遠 の生 命 に進 歩 し

高め られ るため に人が知 らね ばな らない あ らゆる状 態 を、

すべ て達 せ られ たの で あ る。 「そ して、わ た しが この地 か

ら上 げ られ る時 には、すべ ての 人 をわ た しの とこ ろに引 き

よせ るであ ろ うd(ヨ ハ ネ12：32)

私 は この中 に、 人類 の堕落 の贈 い とい う一般 に言 われて

い る理 由 に加 えて、全 くおぼ ろ げなが ら、 キ リス トが血 を

流 され たこ との もうひ とつの理 由 を見 るように思 う。 キ リ

ス トが隣 人 の ため に生 き、死 ん では他 のあ らゆ る もの に打

ち勝 ち、死 と地獄 と悪 魔 の力 に勝 ち、墓 か ら よみ が えって

永遠 の存 在 、私 た ちの導 き手 、救 い主 、神 とな られたこ と

を知 る と、実 は先 に あげた後者 の理 由 よ りも私 の胸 は感 激

に躍 るので あ る。

T7θα8%7ε8げLヴe「 人生 の宝」P .277，278



ジ ョセ フ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミス

救 いの計画 、す なわ ちイエ ス ・キ リス トの福音 として知

.ち れ てい る諸 律法 は、地 の礎 が据 え られ る以前 に天 で採 択

され た。 ……(ア ダム が)禁 断の実 を食べ て堕 ち、結局 は

子 孫 に よかれ と地 に苦難 と死 とをもだ ら した こ とも、 この

偉大 な計画 の一部 で あ った。 ……

堕落 は死 を生 じた。 しか しそれ は、願 わ しい状 態 で はな

い。私 たち は神 のみ前 か ら追放 され るの を望 まず 、永遠 に

死ぬべ き状 態 に服す るの を望 まず 、 また、死 ん で体 をち り

に帰 し、 その体 内 に宿 る霊 がサ タンの支 配下 に置 かれ、 そ

の下 に従属 す るの を望 まない。

イエ ス ・キ リス トの 瞭罪 に はふ たつ の面 が ある。賄 罪 の

ゆえに、全 人類 は肉体 の死 と墓 とか ら願 われ 、不死不 滅 の

体 に復 活 す る。 そ して また、福音 の律 法 と儀 式 に従順 で あ

れ ば、人 はキ リス トの血 に よ って 己れの罪 の赦 しを受 け、

永遠 の生 命 であ る神 の王 国の昇栄 を受 け継 ぐの で ある。

私 た ちは腰 い(atonement)と い う言葉 が神 と 「ひ とつ

になる」(at-one-ment)と い う意 味 で ある こ とをよ く

耳 にす る。 しか しそれ は ご く一部 で しか な い。実 際1人 類

は照い を受 けて い るに もかか わ らず、 その大半 は神 とひ と

っになっていない。 「命 に いた る門は狭 く、 その道 は細 い。

そ して、それ を見 いだす者 が少 ない」 ので あ る。(マ タイ

7：14)＼ 尋 しもそれが、再 び もとに たち返 り、神 の戒 め

を守 って神 の息子 、娘 とな る人 々 に約束 され た完全 な命 を

受 け ることだ とすれ ば、私 た ちは完全 に神 と 「ひ とつ」 に

な ってい るわけで はない。

Doc捌 πθ8げSα 」"α孟`oπ「救 いの教義」第1巻P.121-23，125

ハ ロ ル ド ・B・ リ ー

死すべ き人間の理解 を越 えて、神はこのように述べつつ
ぐ

人 に絶 大 の価値 を置 かれ た。 「汝 ら、人 の値 は神 の前 に大

いなる こ とと憶 え よ。見 よ、 そ は汝 らの蹟 い主 なる主 は肉

体 にて死 を受 けたれば な り。 これ を以 て彼 はすべて の人 々

の悔 い改め て彼 に来 らんため に、す べ ての人 々の苦 を受 け

た り。 彼 はすべ ての人 々に悔 い改 む るな らば彼 に連 れ行 か

んために、死 人の 中 よ り再 び よみ が えれ り。 而 して、悔 い「

改 む る人 を見て彼 の悦 びは如何 に大 い なるかd(教 義 と聖

糸勺18：10-13)

「神 はその ひ とり子 を賜わ ったほ どに、 この世(老 若男

女)を 愛 して下 さ」(ヨハ ネ3：16)り ， 全 人類 が天 の王 国 に

たち返 るため の道 を開いて下 さった。人類 の蹟 罪 の計 画 は地

が造 られる以前 に天上 で立て られ、「ほふ られた小羊 」(黙 示

13： 呂)と な って願 罪 をなすべ き御 方のこ とも知 らされた。

救 い主 が苦 しみ の見返 りに私 たち に期待 してお られるた

だひ とつの ことは、 自分 の罪 を悔 い改 めて主 の戒 め を守 る

こ どであ る。 その苦 しみ は非 常 に大 き く、神 の子 であ る救

い主 が 「痛苦 の ため に身 をふ るわせ 、あ らゆ る毛 の孔 よ り

血 を湧かせ 、身 と霊 と両つ なが らを苦 しめ 、す なわち この

苦 きさかず きよ り呑 まず して しりごみす る も可 な らん こ と

を欲 し」(教 義 と聖 約19：18)た ほ どで あ ったが、…… し

か し主 は… …地上 での生涯 の終 りに際 して、入 類 が永建 の

生命 を得 、人 を救 う神 の計 画 、主の福 音 を受 け入 れて永運

に主 の息子 、娘 となるため な らば、 人類 の ため に命 を捧 げ、

甘 ん じて死 を受 け たこ とを よし とされて い るの であ る。

yo励 んαηd置加C勧7cん 「若人 と教会」(1945)P.120，121

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

キ リス トの十字架 の死 より、.私 た ちの大 概 の罪 は永遠 の

罪 を免 除 され るこ ととなった。 キ リス トは、悔 い改 めてみ

も とに行 く者 が罪 を赦 され、罰 か ら解放 され る と知 って、

全 人類 の罪 に対 す る罰 を一 身 に負わ れた。… …主 イ土 ス ・

キ リス トの大 いな る犠 牲 と、私 た ちの ため に耐 え忍 んだ そ

の痛苦 を思 う と、能 力 の限 りを尽 くして感謝 しなけれ ば私

た ちは恩 知 らず に なるであ ろ う。 キ リス トは私 た ちの ため

に苦 しみ 、死 なれ た。 も しも私 たちが悔 い改めないならば、

私 た ちの ための主 の苦痛 も苦悩 も無 駄 にな る。… …罪の赦

しは、神 が与 え られ た うちで最 も栄 えあ る原則 の ひ とつ で

あ る。 また、悔改 め が神聖 な原則 で あるの と全 く同 じに、

赦 しも神聖 であ る。 も しこの原則 が なか ったな らば、悔改

め を呼 ばわ る根拠 はな いであ ろ う。 だが この 原則の ゆえに、

万 人 を神 は招 くの であ る。 来 たれ、罪 を悔 い改 め 、赦 しを

得 よと。

Tんε雌7αc`θoプFoグgあeπe88「 赦 しの奇跡」P.132，145，338
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ミスー リ州 イ ンテペ ンテ ンスて迫害

か始 まったの は、 メア リー ・エ リサ ヘ

ス ・ロ リンスか15、 その妹 の キ ャロラ

イ ンか13の ときた った。 しか しその年

の初 め は平和 その もの て、街 もそこか

新 しい ンオ ンにな るた ろ う とい う こと

を信 した改宗 者 た ちてふ くれ は しめ て

いた。彼女 た ちか インテペ ンテ ンス に

着 いた頃 、 多 くの人 々は窮 乏 して い た

か 、伯 父の ア ル ノヤ ノ ン ・キ・ルハー ト

の店 は景気 か よか った。!ヤ クソ ン郡

一帯 に次 々 と家 か建 て られ
、農 地 か切

り開 かれ てい た。 それ ところか、聖徒

たちは新 聞 さえ発行 して いた。新 聞発

行 に尽 力 した当の 人物 は ウィ リア ム ・

W・ フ ェルプ スてあ った。彼 は 自分 の

家 の二 階 に編 集 室 と印 刷 所 を設 け 、

「イフニ ンク ・ア ン ト・モーニ ンク ・ス

ター」 とい う新 聞 を定期的 に ミスー リ

お よひ全教 会の聖 徒 たち に向 けて発行

したのて あ った。 そ してある日の こと、

新 たな騒 きか もち上 か った。 その騒 き

の も とは、 フェルプ ス兄弟 の事務 所 か

ら世 界 に向 け て発行 され るこ とにな っ

ていた ショセブ ・ス ミスの啓示てあった。

メア リー ・エ リサヘ ス は新 しい 「戒

めの書」 につ いて聞 いて いた し、 す て

に印刷 され た ものか束 に なって積 まれ

てk・るの も見 ていた。残 りを印刷 すれ

は、 あ とは裁断 され 、製本 され るた け

にな ってい たの て あ る。 彼女 は 、オ リ

ハー ・カ ウ トリを始 め幾 人 かの兄弟 た

ちか、書 き下 され た諸 々の啓示 につ い
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て話 すの を聞 いた こ とかあ った。彼 ら

か互 い に言葉 を交 わす その部 屋 は何 と

敬 慶 な空気 に満 ちてい た こ とか。 そ こ

は、 まるてみ たまに溢れ て いるかの よ

うてあった。彼 らはその聖 な る書物 につ

いて、異言て語 り合 っていたのてあった。

しか し、1833年7月 の ことてあった。

モルモ ンたちに混 しって住 んていた 「旧

開拓 民」か、 町の モル モ ン人 口の増 す

の に腹 を立 て始 め たの てあ る。

モルモ ンの改宗者 の団結 と、その新

しい奇妙 な宗教 に業 をにや した ミスー

リの入々 は、 その年 の初 めか ら聖 徒 た

ちを ンヤク ソン郡 か ら追 い出 そ う と画

策 してい た。 そ して7月 、 フェル プス

兄弟 か スター紙 に、あ る社 説 を載せ る

と、旧開拓民 らはその意 味 を と り違 え

て激 怒 したのて あった。

メア リー ・エ リサヘ ス とキャ ロライ

ンはモル モ ンて ない旧市民 か裁 判所 て

集 会 を開 いたの を知 ってい たこ とたろ

う。 そ して、 それ か ら程 な くして彼女

たちは、 モル モ ンは、殺 され た くなけ

れ は家 を立 ち退 くように とい う命令 か

出 たの を知 るの て ある。 モル モ ンの指

導者 てあ るフェル プス兄 弟 と伯 父 の ア

ル シャノ ン ・キルハ ー トか 召 換 され 、

彼 らの最 後通告 を聞か され た。 ふ た り

は、当時 カー トラ ン トにい た予 言者 ノ

ヨセブ ・ス ミス と相 談 して 、移動 を開

始 す るまて3ヵ 月猶予 して くれ る よう

に頼 んた。 しか し彼 らは それ を拒否 し

た。 それ ては10日 間 とふ た りは嘆願 し

＼
た。 しか し、旧市民 らはそれ も聞 き入

れ なか った。結 局 、聖 徒 た ちに猶予 さ

れ た時 間 は15分 てあ った。か15分 経 た

ぬ うちに、暴徒 らは聖 徒 た ちか相談 し

て いる所 へ押 しか け、 フ ェルプ ス兄弟

の印刷所 へ集 中攻撃 を加 えたのてある。

暴徒 に家 を囲 まれた とき、 フ ェル プ

ス家 には男手 か な く、 フ ェル プス姉妹

と子供 た ちたけ た った。彼 女 は病気 の

赤 ん坊 を抱 き上 け る と、急 いてほかの

子供 た ちを近 くの森 へ避 難 させ た。 メ

ア リー ・エ リサヘ ス とキ ャロライ ンは

近 くの塀 の すみ に隠 れ 、恐怖 に縮 み あ

か って、怒 っ た男 た ちか家 へ なたれ込

み、家財 道具 を通 りへ放 り出す様 を見

つめ て い た。 二階へ上 か った暴徒 とも

は高価 な印刷機 と活字 の箱 を見つけた。

これ こそ彼 らか打 ち こわ そ う と願 って

い た ものて あ った。 彼 らは その機械 を

下 の通 りへ放 り出 し、活字 を地 面へ は

らまいて気勢 をあけ た。

そ して 「モル モ ンの戒律 もお さ らは

た」 と叫 ふ と、 その中の ひ と りか通 り

の砂 利 の上 に印刷 され たペー!の 山を、

と しん と投 け落 とした。 メア リー ・エ

リサヘ ス はその啓示 の書 を救 わなけれ

は、 と思 った。 「殺 され ち ゃうわ!」 キ

ャ ロライ ンは言 った。 しか しメア リー

・エ リサヘ スの決意 の堅 さに心 動 か さ

れす には い られ なか った。

暴徒 た ちは通 りに背 を向 け、家 の裏

の破 風 をて こて こ しあけ始 め た。 と少

女 たちは隠 れて いた所 か ら跳 ひ出 し、



國灘 灘翻
腕 いっぱいに印 刷 され たペ ー ノをかか

えると、一 目さんに駆 け出 した。何 人

かの暴徒 かふ た りを見つ けて叫 んた。

「待 て!」 しか しふた りは脚 の力 の続

く限 り走 った。心臓 は恐怖 て凍 りつ い

て しまって いた。 ふた りの暴徒 か彼女

た ちの後 を追 って きた。彼女 たちはや

っとの こ とて塀 のす き間 を通 って向 こ

う側 へ 出た。前 は トヴモ ロコ/畑 た っ

た。畑の 中 に入 って しまうと、5、6フ

ィー トに繁 った トウモ ロ コンて うまい

具合 に暴徒 たちの 目を逃 れ るこ とか て

きた。 暴徒 たちは捜索 を続 けた。 しか

し、少女 たちは貴 い印刷 され たペー ン

を地畝 上 に置 くと、その上におおい

かふ さって体 てそれ を隠 し、 その まま

息 を殺 して いた。 足音 か近つ いて きた。

しか し、高 く茂 った トウモ ロコ ンは、

うま くふ た りを隠 して くれ た。

男 たちの足音 か遠の くと、 メア リー

・エ リサヘ ス とキ ャロラ インは胸 をな

ておろしなか ら、冷 たい地面 の上 に起 き

直 った 。そ して再 ひ印刷 され たペー!

を か き集め、畑 の外へ 出 た。 しか し、

とっ ちへ行 けは よいの た ろ う。今度 は

トウモ ロコ ノか災い して何 も見 えす 、

おまけに とっ ちか ら未 たのか もわか ら

な くな って しまった。 うかつに動けは、

暴徒 た ちの手 の中 に飛 ひ込 んて しまう

か もしれ ない。 そ う考 え る と、ふ た り

は肝 の冷 える思 いか して、 しは し立 ち

す くんて しま った。 しか し、 ふ と上 を

見 る と、高 い木 か数 本 その頂 きを トウ

モ ロコン畑 の上 に見せ ていた。 メア リ

ー ・エ リサヘ スはその木 に よ し登 って

あた りを見 回 し、暴徒 たちの いない方

は とっちか を見定 め た。

ふ た りは、 しは ら くして古 い馬小 屋

にた と り着 い た。 人影 はな く、 あ ちこ

ち腐 っていた。 と、何 か物 音か す る。

ふた りはひ くひ くしなか ら、 そ っと小

屋 に近 つ い た。果 して、 そ こにいた の

はフ ェル プ ス姉妹 と年 か さの子供 た ち

てあ った。彼 らは木 の枝 を集 め て一 晩

の床 を しつ らえてい たの てあ った。 目

の前 に親せ きの 人々 を見 て、体 の力 か

ぬけて い くような安 堵 感 を覚 えなから、

ふ た りはあの大変 な危険 をお か して守

った 「戒 めの書」 のペ ー!を フ ェル プ

ス姉 妹 に差 し出 した。 フ ェル プ ス兄弟

か帰 って来 て、事 の次 第 を知 っ た らと

ん なに喜 ふ こ とた ろ う。

しか し、ふ た りは、特 にメア リー ・

エ リサヘ スは少 し残念 な気 もした。彼

女 は、その啓示 か読 みた くて しか たか

なか ったの てあ る。彼女 は、 自分 の腕

か ら一枚 残 らすペー ンか取 り上 け られ

て しまう と、何 か腹立 た しくさえ感 し

た。彼女 は待 ち きれ なか った。 自分 か

持 って逃 けたペー!も 、 それか ら他 の

啓示 も。や かて、 それは共 に ま とめ ら

れ て、不 完全 なか ら 「戒 め の書」 と し

て出版 され た。 そ して彼女 は、 オ リハ

ー ・カ ウ トリか らその 「戒 めの書」 を

1冊 もらったのて あ る。 しか しその2

年 後 、 「戒め の書」 か残 りの啓示 もす

へて含 めて再 出版 され た。 そ して書名

も 「教義 と聖 約 」 と改 まってい た。聖

な る啓示 は失 われ なか った。そ して少

女 の勇気 は、その聖 な る啓示 と共 に語

り伝 え られ てい るのて ある。

庄 この 物 語 の 出 典 は 以 下 の 通 り て あ

る。 ユ タ州 ソ ル トレー クノ テ ィー 教 会

歴 史記 録 部 図 書 館 蔵 「メ ア リー ・E・

ラ イ トナ ー 自伝 」B・H・ ロハ ー ソ著

「ミ ス ー リに お け る迫 害 」P .82-94、

ピー タ ー ・ク ラ ウ リー 著 「ニ ュ ー ヨー

ク 、 オハ イ オ 、 ミ スー リに お け る末 日

聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教 会 関 係 書 誌 」、

BYU紀 要 第12巻(1972年 発 行P.480-

486以 上 す へ て 英 文)。

歴史記録部の地下室 に圧意深 く保存

されていた資料 は、掌 に入るほ との小

さな冊子 てあった。表紙には、いみ し

くも 「戒めの書一 キ リス トの教会の

統冶の ために」 と書かれていた。 しか

しその本は160ペ ー ノて突然途切れて

おり、その後かなか った。それか現在

の教義 と聖約の前身、すなわち、メア

リー ・エ リサヘス とその妹 キャロライ

ンの勇気かなけれはこの世 から失われ

ていたてあろう聖 なる啓示の書たった

のてある。その書にはウィルフォー ト・

ウ ノトラフの名か記 されていた。1854

年7月19日 、彼か教会歴史事務局に寄

贈 した ものてある。
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キ リス トを

知 る こととは

ジ ョ ー ジ ・W・ へ.イ ス

私は19歳 の頃モルモン経 に非常な興味をおぼえた。そこ

でズボ ンの後ろのボケツ トにいつも1冊 入れておいて、事

あるごとに読んだもので ある。

「キ リス トを知 る ご ととは」 とい うテーマ は、 それ を取

り上 げて書 こ う と考 えただけ で畏 れ を憶 え る もので あ る。

事実 、私 が キ リス トが生 きて ま します こ とを知 らなくとも、

キ リス トは無限の能 力 を持 ちた も う神 であ り驚嘆 すべ き方

法 を用 いて私 た ちの生活 を変 える こ との で きる御 方 であ る

とい う ことには、噛疑問 の余地 が ない。

教会←は、様々なプ・グ弘 があ り、私たちを善一 と向

かわせ る ように導 くす ば らしい道 が備 え られている。私 は、

現在 の私 を形造 って くれ た経 験 と訓練 に深 く感謝 す る。 そ

の おか げで私 は、教会 の 目的 の何 た るか が次第 に理 解 で き

るよ うにな った。 あ らゆ る儀 式 や原則 の 中 に存在 す るた っ

たひ とつの 目的 、それ は、 あなたが た を、 そ して私 をイエ

ス ・キ リス トに紹 介 し、あ る深遠 な方 法 で結 びつ けて くれ

る とい うこ とで あ る。

教会 には足 しげ く通 った私 だが 、少年 の頃 は、み た まに

か かわ る事柄 を経験 す るほ ど強 い信仰 は持 ち合 わせ てい な

か った。 にもか かわ らず、教 会 は真実 に違 いな い とい った

気持 は持 つ こ とがで きた。 そ して、 そ うあ って欲 しい とど

んな に望 んだ ことで あ ろうか。だが そうした望 みにもかかわ

らず、教 会 が真実 であることを心か ら理 解 してはいなか った。

19歳 の頃の こ とであ る。私 はモル モ ン経 をどう.して も読

み たい心 境 にか られ た。真実 だ とい う確証 を得 たか ったの

で あ る。 その年 の夏 、私 は ズボ ンの後 ろの ポケ ッ トにモル

モ ン経 を しのばせ 、か んがい水路 の水分 けの あい間 あい間

に夢 中に なって読 んだ。 その結果 、祈 りは熱 意の込 もった

もの とな り、私 は 日々、 と もす る とそれ こそ一 日中、・モル

モ ン経 につ いて明確 な証 が得 られ るよ うに と願 っていた。

熱 心 な読 書がそれ か ら数週 間続 い た。 そ して私 は、 まる

で今 まで とは違 った新 しい世 界 にい る 自分 を見出 したので

あ る。 みた まの導 き を感 じた私 は狂 喜 した。 そ して、'人生

には偉大 な目的 が あ り、 その ため には備 えなけれ ばな らな

いこ とが ある ことを感得 したの であ った。

私 はあの 日の こ とが，忘れ られ ない。 かん がい水路 にか け

られ た小 さな橋 の上 に腰 をお ろ し、 ゴム長 靴 をはいた足 を

ぶ らぶ らさせ なが ら川の水 につ けて涼 を取 って いた ときの

こ とだ った。今 まで読 ん だ ところが真実 で あ る とい う穏 や

か な確 信 が私 の体 を貫 いたの であ る。 ふ と空 を見上 げ た私

は、 モル モ ン経の 中の言葉 の奥 に あ る真 意 を感 じたのだ。

みた まは私 に、予言者 の記録 が、す なわ ち私 が読 んだ もの

が真実 で あ ると証 して くれ た。 ニー フ ァイは確 かに主 と会

い、主 と言葉 を交 わ した。 そ して主 の慈 悲 と愛 を味わ った

の であ る。 そ してニー フ ァイの人生 は、救 い主の 力 を受 け

て 、変化 を遂 げたの であ った。私 はそ う感 じた。 しか し真

の喜 び は、私 の体 全体 か らわ き上 が って くる燃 え るような

確 信 か ら来 る ものだ った。私 も主 の存在 を、偉 大 な福 音の真

理 を知 る ご とがで きるのだ 、そ してニー フ ァイ と同 じよう

に、救 い主 の 力 を得 て霊 的 に強め られ るのだ 、私 にはそ う

思 えた。

何 と感動 的 な思 いで あろ うか。 み た まを通 じて過 去 に神

を知 って いた人々 がい たこ とを確 信 で き、 また その 同 じみ

た まに よって確 か に主 を知 るこ とが で きるの だ。

しか し もち ろん、私 たちの心 をさ らに変 えて くれ るのは、

あ なたが た も私 も同 じよ うに 、 自分 自身の 力で はっ き りと

神 の存 在 を確信 で きる とい う事実 で あ る。

それか ら数 ヵ月 して 、私 は伝道 本部 で主 の選 ばれた僕 た

ちか らす ば ら しい話 を聞 く機会 を得 た。 中で もあ るひ とり
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の人 は、主 につ いて どの ように理 解 し、 また どの よ うな思

い を抱 いて い るか を率 直 に話 して くれ たが、 それ を聞 い た

私 は、主 の貝費い とい うこ とに関 して正 に 目か らうろこが落

ちる思 いで あった。 その 日再 びみ た まが 火の よ うに私 の心

を打 ち、私 もまた主 を知 る ことがで きるの だ と証 して くれ

たので あ る。私 が前 か ら切望 してい た主 とのか の結 びつ き

を再 び得 た い と願 う ようにな ったの は、 その ときであった。

結婚 初年 の春 のあ る 日、私 は総大 会 の土 曜 日の午 前 の部

の実 況 をラ ジオで聞 こ う と、畑 か ら戻 った。 私の家 の居 間

は狭 く、妻 と一緒 に放送 を聞 くの に、私 はア イロ ン台 のそ

ばに小 さ くな って腰 をお ろさね ばな らなか った。J・ ルー

ベ ン ・クラー ク ・ジュニア副管 長 の話 だ った。 そ して彼 が

救 い主 につ いて証 を した と き、私 は再 び、 クラー ク副 管長

が救 いにつ いて、完 全 にそ して直接 に知 って い るという力

強 い確信 を得 たので ある。

これ らの経験 は、あ る意 味 で、私 が学 ん だ もうひ とつ の

大 切 な概 念 を示 す もの であ る。 す なわ ち、'神権 や儀 式 、福

音 の原 則が実 在の御 方 であ る生 け る贈 い主 に表 わ され、体

現 されかつ表 象 され るの を見 る こ とが で きる とき、私 に と

って それ らは さらに意味 の深 い もの に な るとい うこ とで あ

る。.

神 権 、福 音 、 そ して教会 の最 も大切 な 目的 は、 あなたが

たや私 を救 い主 に紹介 す る こ とで ある。 キ リス トに対 して

力強 い信仰 を持 つ ため には、 キ リス トとは どの ような御 方

か を知 り、 キ リス トとの結 びつ きを よ り密接 な もの としな

けれ ばな らない。 も し私 た ちが救 い主 を もっ とよ く知 り、

救 い主 との結 びつ き を強め るよ う望 みなが ら、教 会の活動

や聖典 の研 究 、祈 りに焦 点 をあてて い くな らば、主 か らの

日々の導 きをさ らによ く受 け るこ とがで き るように な るだ

ろ う。

教 会 として あ るい は会員 と しての私 た ちの使 命 の中 に、

世 の光 にな る とい うこ とが あ る。 それ は具 体的 には どうい

う意 味 なのだ ろ うか。救 い主 は こ う語 って お られ る。 「さ

れ ば、汝 らの光 が輝 きて世 の 中 を照 らす ため に、汝 らの光

を高 くか かげ よ。汝 らが高 くかか ぐる光 とは、す なわ ちわ

れ な りd(IIIニ ー フ ァイ18：24)青 少 年 プ ロ グラムやす ば

らしい福祉 プ ロ グラム、神殿 事 業 、 また宣 教師 の働 きとい

った ものが映 し出 す光 が 、すべ て私 た ちの主 であ り救 い主

で あ る。 イエ ス ・キ リス トの もとに集 約 され る とは、何 と

す ばらしいチャレンジで あろ うか 。私 た ちは この チ ャ レン ジ

を全 う して初 めて 、 「神 のか た ちに男 と女 とを創造 す る」

とい うプ ロ グラム を実 際 に進 行 させ るこ とが で きるの であ

る。

これ こそ次 の如 く語 ったパ ウ ロの真 意 では なか ったか。

「なぜ な ら
、わ た しは イエス ・キ リス ト、 しか も十 字架 に

っ け られ たキ リス ト以 外の こ とは、 あな たが たの 間で は何

も知 るまい と決心 したか らで あ るd(1コ リン ト2：2)

キ リス トが 中心 の存在 で あ る とす る ジョセ ブ ・ス ミスの証
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は常 に私 の心 を感動 で満 た して くれ た。特 に次 にあ げ る証

は意 味 深長 で ある。 「さて 、この子 羊 に就 きて為 され た る

様 々の証 の挙 句 、われ らの為 す最 後 の証 はす なわ ち 『主 は

実 に生 きた もう』 こ と是 な り。 わ れ らは、彼 がすなわ ち神

の右 に座 した も うを見 た りd(教 義 と聖 約76：22，23)

私 は救 い主 にっ いての予 言者 の証 に接 す る と胸 の高鳴 り

を覚 える。 そ して彼 らの証 の 中に、私 たち に課せ られ たひ

とつ の チャ レン ジを見 るので あ る。 それ は人が私 たちの生

活 を通 して キ リス トの明確 で力 強 い メッセー ジに接 し、そ

の教 え、儀 式の執 行 、 また福 音 の実 生 活へ の応用 につ いて

全身全 霊 を もって主 に従 いた い と望 む よ うに なる とい うこ

とであ る。

この救 い主 を知 る とい う こ とにっ いて、 ブ リガム ・ヤ ン

グは次 の よ うに美 し く述べ て い る。

・天 父 とその御 子 イエス ・キ リス トが私 たち に孝 め てお

られ るあ らゆ る事柄 の 中で最 も重要 なの は、キ リス トを信

じ、 キ リス トへ の信 仰 を告 白 し、キ リス トを研 究 し、キ リ

ス トか ら決 して離 れず 、 キ リス トを友 とす るこ とであ る。

長子 であ り隊 長 で ある救 い主 と意思 を通 じ合 え る ような生

活 を しようで はな いかd(Jo塀 παZOブDゴ8CO解8θ8「 説教

集 」第8巻 、P.339).

教 会 は、私 たち をキ リス トに向 かわせ るため に神が お作

りに な った組 織 であ る。私 たち は教 会の助 け を得 て、救 い

主 との間 に密接 なつ なが りを保 つ よ うにな る。救 い主が実

在 す る とい う証 だ けで は不 十分 で あ る。私 た ちは、救 い主

につ いて知 らなけ れば な らな い。 「永遠 の命 とは、唯一の、

まこ との神 でい ますあ なた と、 また、 あな たがつ かわ され

たイエ ス ・キ リス トとを知 るこ とであ りますd(ヨ ハネ17：

3)

次 に6つ の ポイ ン トを挙 げ たい。私 は、 この6つ のポイ

ン トこそ、救 い主 を知 る上 で最 も大切 な要 素 であ る と信 じ

て い る。

1.主 を知 るとい うこ とは 、文字通 り主が 天父 の御 子で

あ るこ とを知 るこ とで あ る。 イエ ス ・キ リス トが聖典 にあ

るよ うに 「神 の生 み た まい し独 り子」 で あ る とい う真理 を

受 け入 れ ない人 が多 い。

「… …私 た ちは まず 第一 に
、全 能 の父 な る神 が御子 イエ

ス ・キ リス トの父 で ある とい う平 易 な事 実 に到達 しなけれ

ば な らな い。 そ して母 親 が、死 すべ き人間 を知 る こ との な

か った処女 マ リヤ であ る とい うこ とを。神 はマ リヤ を通 し

て御 子 イエ ス ・キ リス トをもうけ られ た。 そ して御子 は御

父 ゆず りの能 力 と知性 を もってこの世 に生 まれ た もうた。」

(ジ ョセブ.・F・ ス ミス、」Mθ88αge80/腕 θF〃 舘Pγ 一

θ寓鹿 ηcッ 「大管 長会 メ ッセー ジ」 第4巻 、P.29，30)

永 遠 の御 父で あ る神 は、文字通 りイエ ス ・キ りス トの父 な

の であ る.。

大学 でイ ンステ ィテ ユー トの指導 者 を してい た ときに、

私 は イエ ス ・キ リス トを神の御 子 と して受 け入れ る ことが



いか に大 切 か ということにつ いて、 お もしろい経験 を した。

キリス ト教 界 には救 い主 を神 の御 子 と認 め、誠実 にその真

理 に従 って い るすば ら しい指導 者 も大勢 い るが 、御 子 と認

め ない 人 もいる。

大 学 の宗教強調週 間 の とき、 ひ と りの全 国 で も指 折 りの

牧 師 が講師 として招 かれ た。 講演 は実 にす ば ら しい もの で

あった。聖 典 の知 識 は豊 富 で、救 い主 につ いて もよ く理 解

してい るように思 わ れ た。彼 の最 後の説教 が終 わ る と、興

味 あ る者が集 まって質疑応答 の会 が開 かれ た。1週 間通 し

て行 なわれ たい ろい ろな講演 に対 して異議 を述 べ る会で あ

る。招 待 され たその牧 師 も含 め 、地元 の牧師数 人、それ に

私 が キ リス ト教 を擁護 す る側 として質 問 を受 ける こ ととな

った。

「ジョー ジ
、きょうはす ご い会 にな るぞd階 段 を降 りて、

自分 と主張 を異 にす る グルー プの代表 者 が タバ コの煙 の も

うもう と立 ち込め る中 で声 高 に話 して い るの を 目の あた り

に した とき、私 は 自分 自身 にそ う言 い きかせ てい た。会 が

始 まる と間 もな く、私 は妙 な こ とに気が い た。 当の牧 師 た

ちが キ リス ト教 を擁護 す る ことには さ して関心 を払 わず、

聖 書の解 釈上争 点 とな ってい るこ とに対 して 自分 が どれ だ

け知識 を持 ってい るか をひけ らか し、 また人に対 して ど う

振 舞 うべ きか とい った、言 わ ゆる 「社交 の ための福音 」 を

説 くこ とに終始 してい るの で あ る。事実 彼 らの 多 くは キ リ

ス ト教 に対 して、 その中 で も特 に イエ スが文字 通 り神 の御

子 で あ る とい う概念 に対 して批判 的 で、 その点 では キ リス

ト教 を攻撃 す る学生 た ち と大 して変 わ りなか った。 幾分恐

れの気持 もあ ったの だ ろ う。私 の頭 の中 に 「沈黙 は批 判 を

受 けず」 とい う金言 が ち らつ き始 め た。

しか し、事 態 は それ以上 に深刻 だ った。私 は意 を決 して

＼立 ち上 が る と
、マ イク ロホ ンを右 に左 に持 ち替 えなが ら、

私 の主 に対 す る思 い を学 生 た ちに向か って とうとう と述 べ

た。 その 間10分 ない し15分 程 だ った ろ うか。 この世 には絶

対 的 な真理 が あ るこ と、男女 を問 わず道 徳的 に清 くなけれ

ばな らな いこ と、 そ して私 た ちが信 頼 を寄 せ るこ との で き

る神 の実 在 を認識 す ることがいかに大切 か につ いて話 した。

そして イエ ス ・キ リス トが生 きてお られ、文字 通 り神 の御

子 であ り、再 び この地上 に来 られ るこ と、 その ときに私 た

ちは 自らの生活 につ いて 申 し開 きを しな けれ ばな らな い こ

とを証 した。

す ば らしい経験 だ った。 その ときほ ど主 のみ た まの ほ と

ば し りを感 じた こ とは、 かつ てなか った。 と言 うの も、彼

らはその ような強 い証 を述 べ るに は全 くうってつ けの グル

ー プだ ったか らであ る
。私 は背教 につい て話 し、彼 らが話

題 に して い るキ リス ト教 は、 キ リス トが この地上 に置 かれ

た もので は看い こ とを説明 した。 み た まの力 があ ま りに も

強烈 で 、話 す言葉 もか な り大 胆 だ ったので 、私 はかの 「ア

ビナ ダイ」 の ように、今 に も足 も とか ら私 を火刑 に処 す る

火の手 が立 ち昇 って来 るので は ないか と思 えたほどだったb

そ して最後 に、神 が実 に生 きて ま しま し1ンイエスが キ，リス

トであ り、文 字通 り神 の御 子 で ある こ とを証 して話 を終 え
ψた
。

私 は一瞬 目 を疑 った。学生 た ちの中か ら、せ きを切 った

よ うに拍 手か っさいが起 こ ったの で あ る。2時 間 もの間 キ

リス ト教 を口 ぎたな くのの しってい た連 中 が、今 あたか も

「神 よ感謝 します
。 あ なたが生 きて ま します こ とを知 って

い る人が い ます」 とで も言 わ んばか りに賞 賛 の態度 を示 し

て くれたの で ある。

私 が証 を述 べ 、救 い主 の神 性 につ いて強調 す る と、あ る

ひ とりの学生 が例 の牧師 に向 か って こう尋 ねた。 「あ なた

は イエ ス ・キ リス トが神 で ある こ とを信 じます か。」

一瞬 あた りが水 を打 った よ うに静 か にな った。 この著 名

な牧 師 は しば ら く考 え込 ん でい たが 、薄 笑 い を浮 かべ なが

ら顔 を上 げ る とこう言 っ た。 「どち らか と言 えば神 だ とは

信 じた くな いですね。信 じる とな る と、彼(作 者)に 優 位

を占め られ るこ とに な ります か らねd彼 は'さ らに続 けた。

「これ か ら20年 の内 にキ リス トよ りも立 派 な人生 を送 る人

が出現 しない とは だれに も言 えないで し ょう。 も し出現 し

た ら私 は その 人 を私 の瞭 い主 として あがめ ます よd

復 活 され たキ リス トが ジ ョセ ブに語 られ た言葉 に、 もは

や 異論 をさ しは さむ余 地 はな い。世 の教 会 は 「唇 もてわれ

に近づ け ど、その心 はわ れに遠 ざか れ り。彼 らは人の誠命

を教 え と して教 え神 を敬 う様 をすれ ども神 の力 を否 む」の

で あ る。(ジ ョセブ ・ス ミス2：19)

2.主 を知 るとい うこ とは、主 を通 して祈 ることができ、

また祈 りの 中で人が互 いに言葉 を交 わすよ うに天父 と話が

で き るとい うことを知 るこ とで あ る。 私 はあ る特別 な討論

会 を前 に して準備 を してい た とき、主 を確 か に知 るとい う

こ とに どうい う意 味が あ るの か知 ろ う と して祈 った ことが

あ った。 その ときに私 の心 に浮か んだ思 い に私 は強烈 な衝

撃 をお ぼえ た。 それ はひ とつ の質 問で あ った。 「この世 の

中で あなたが本 当 に知 って い る人 はだれ だ ろ うか，」

私 は父 の こ とな ら よ く知 って い る と思 った。 そこで、父

の こ とをよ く知 るよ うに な ったの は どうい う ことか らだろ

うか と、い ろい ろ考 えてみ た。 そ う、子供 の頃 農家 で育 っ

た私 は、四六時 中父 のそばにいていろい ろ話 を した ものだ。

中 には まるで子供 じみ た話題 もあ ったか も知 れ ない。 で も

父 はいつ もよ く話 を聞 いて くれた し、 もっ ともっ と話 す よ

うに と励 ま して く、れ た りもした。時 が経 つ につれ て私 た ち

の話 の内容 は次 第に よ り深 い大切 な事柄 へ と発展 してい っ

た。 父 と話 すの が毎 日の生 活 で大 きな喜 び とな り、 この ま

まず っ と話 してい られ た らよいの に、 と何 度考 えたか知 れ

ない。事実 、父 と話 が で きる となれ ば、 た とえ数分 で もほ

か の こ とをやめ て そ う したほ どで あ る。

プ ロボで開 かれ たイ ンステ ィテ ユ7ト の大会 の後で、私

はア イダ ホに住 む両 親 を訪 ねた。 そ して帰 る間際 に父 と一

緒 に家畜飼 育場 へ行 き、 いろい ろ心 配事 を打 ち明 けた。 そ
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ん な私 に、父 は実 にす ば ら しい霊 的 な経 験 を話 して くれ た。

おか げで私 は大 いに安 ら ぎを得 た。別 れの抱擁iを交 わ した

後、私 は車 を コロラ ドへ 向 けて走 らせ た。 そ して父が その

ようなす ば らしい尊 い経 験 を私 に話 して くれたの は、 とに

もか くに も私 と父 との関係 、す なわ ち長年 の 間親 しい語 ら

い を続 けて きた とい う基礎 があ ったか らだ とい うこ とを知

った とき、私 は大 きな感動 をおぼ えた。

それか らち ょうど1週 間後 、 ワイオ ミングの田舎 町へ ひ

とりで車 を走 らせ てい た ときの こ とだ った。私 は声 を上 げ

て天 父 に祈 った。 その とき， わずか な時間 ではあ ったが、

私 の心 はみた まに満 た され、父 との過 ぎし日のなつか しい

経験 の数 々が、 あたか も今現 実 に その場 に いるが如 く、一

つ一 つ思 い出 され て くるのだ った。私 は父 の愛 を感 じた。

実 際 に父が 、私 の傍 ら に寄 り添 ってい る ようだった。喜 び

の あ ま り、止 め ど もな くあふ れ出 る涙 を どうす る こ ともで

きなか った。 父 と私 、何 とい う尊 い絆 で結 ばれ て いる こ と

だろう。

次の朝 、 あ る親切 な聖徒 の家 で朝食 の準備 を してい た と

き、電話 のベ ルが鳴 った。前 の晩 、父 が息 を引 き取 った と

いうことだった。 前の晩 の あの祈 りの こ と を思 い起 こす と、

父 と私 との間 にその よ うな強 い絆 が生 まれ たの は、 と りも

なお さず 父 との す ばら しい経験 や語 らいが あっ たか らだ と

思 えて な らない。この原則 は、主 と私 た ち との間 に もあて は

ま るので はな いだ ろうか。私 た ちは天 父 に祈 りを捧 げれ ば

捧 げ るほ ど、福音 の原則 を生活 の 中に取 り入れ 、天 父 との

関係 をよ り密接 に保 つ こ とが で きるの であ る。恐 ら く私 た

ち と父 との関係 は、私 たち と天 父 との関係 を象徴 的 に示 す

ものなの だろ う。

3.主 を知 るとい うことは、主が 私 たち一 人一人 の ため

に苦 しまれ た とい うこ とを知 るこ とで あ る。予 言者 が なぜ

へ りくだ りた る心 と悔 い る精 神 とい うこ とにつ いて繰 返 し

語 るの か、不 思議 に思 ったこ とは ないだ ろ うか。 ニー フ ァ

イは、救 い主 が 「真 にへ り くだ った心 と悔 い る精神」 を持

つ者 にのみ律法 の要 求 す る所 に応 じられ る(正 義 を満 たさ

れ る)こ とを証 した。(IIニ ー フ ァイ2：7)人 は いか に

して罪の故 に 「へ りくだ った心 」 を持 つ ようにな るの だ ろ

うか。 その罪か ら解放 す るため に救 い主 が して下 さった何

を知 れ ばその心 が持 てるの だろ うか 。

第一の原 則が 「主 イエ ス ・キ リス トを信 ず る信仰 」 と言

うとき、 その中の ひ とつ の要 素 と して主 の瞭 いの犠 牲 に対

して確 固 た る信仰 を抱 くとい うこ とが あげ られ る こ とは確

か であ る。(教 義 と聖 約76：41参 照)私 た ちが主 の教会 の

会員 であ る ことの本 当の意 味 を悟 るのは、ほ とん どの場合 、

ゲ ッ池 マ ネ とゴル ゴ タで どの よ うな ことが起 きたのか、 ま

た私 た ちの ため に苦難 にあわれ た ときの救 い主の苦 悶 と悲

しみ がいか な るもの であ ったか とい うこ とを、聖 霊 の力 を

通 して知 る ときで あろ う。私 たちは この経験 を通 して こそ

不 完全 で罪深 い 自己 に気づ いて心 がへ り くだ り、主 のあふ
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れ ん ばか りの愛 を感 じるので は ないだ ろ うか。'

キ リス トの腰 いは、 この地 上 の歴 史の核心 をなす もの で

あ る。 この偉業 をな し遂 げた もうた主 を理 解 す るこ と以外

に、罪 を悔 い改め 、神 の 力 を得 て、 シオ ン建 設の ため に全

身全霊 を捧 げ るこ とを可 能 な らしめ るものはないのであ る。

あ る時期 、私 は贈 罪 につ いて 、 またへ りくだ りた る心 と

悔いる精神の意味す るところについて理解 したいと思 い、/

断 食 し、祈 り、猛 烈 に勉 強 した こ とが あ った。 そ してその

出来事 が私個 人 と どの ような関係 が あるか につ い て次 第に

理 解 で きるようになって きた。ア ルマ と彼 の時代 の人 々 は、

すべ て救 い主 と個 人的 な交 わ りがあったことを証 して い る。

私 はこの同 じ交 わ りが メル ビン ・J・ バ ラー ドの夜の夢 の

中の経験 に(ブ ラ イア ン ト・S・ ヒンク レー、Meあ 碗 」'・

Bα 〃α7d-C卿8αdθ ヅ∫07伍8勧 θoπ8ηε88「 義 の戦 士、

メル ビン ・J・ バ ラー ド」P .66)、 オ ル ソン ・F・ ホイ ッ

トニ ーの見 た ゲ ッセマ ネの園 のキ リス トの示現 の 中 に(ブ

ラ イア ン ト ・S・ ヒンク レー 、Tん θFα`疏o∫0π ヅP♂o

初e7.F碗 んθγ8「 開拓 者 の信 仰」P.212-13)、 そ して次の

ハ ロル ド ・B・ リー大管長 の話 の中 にあ った と感 ず るの で

あ る。 リー大管 長 は こ う語 った。

「大 会の1週 間 後の ことだ った
。私 は救 い主 の生 涯 と

い う題 の話 をラ ジオ で放送 す るため にその準 備 を してい

た。 そ こで救 い主 の地上 での生 活 、十字架 にお かか りに

な った こ と、 そ して復 活 につ いて再 び読 んでみ たが、 そ

の私の心 に去 来 した もの は、 これ らの物 語 が全 くの真 実

であ る とい うこ とだ った。正 に書 き記 され た以上 の もの

だ った。事 実私 には、 まるで その場 に居 合 わせ たかの よ

うに、 その光景 が は っき りと見 え たの で あ る。私 は これ

らの こ とが生 け る神 か ら啓示 を通 して もた らされ た もの



戸

である こ とを知 って い るd(ハ ロル ド・B・ リー 『神 の

啓示』8pθec舵8∫07孟 舵yε αγ 「年 度 講話 」P.10)

で は 、次の ような情景 を頭 の 中で描 いてみ ていただ けな

いだ ろ うか。聖典 を一生 懸命研 究 してい た ところ、 自分 が

その あ るべ き姿 また自分 で そ うな りた い と思 って いる姿 と

比 較 して、現在犯 してい る罪 が 多過 ぎるので はないか 、 ま

たあ ま り啓示 を受 け られず 、生 活 にお いて も自 らの管理 人

の職 を果 たす上 にお いて も幸福 感 が得 られ ないの は、聖霊

の力 を十分受 けて いないか らで はないか とい うこ とに気 づ

いた とす る。

そこで あな たはイ ノスの ように、完全 な罪 の赦 しを得 る

ことをそ れ までになか った程 強 く渇望 す る。確 か にあな た

はバ プ テスマ を受 けた。 しか し頭 に手 を按 かれ、約束 の言

葉 が宣言 され るの を耳 に して も、それ はみ た まによ りバ プ

テスマ を受 けた こ とには な らない。絶 えずへ りくだ り祈 る

こ とに よ り主 のみ もとを訪 れ、 罪の赦 しを受 け る ことが で

きるよ う願 い求 め なけれ ばな らないの で あ る。

ここで主 の貝費い を心 に思 い浮 かべ る方 法 につ いて ご紹介

したい。 これ を用 いれ ばあ なたに とって賄 い は より現 実 味

を帯 び て くるに違 いな い。 まず あ なたが救 い主 と共 にあな

たの生 涯 を振 り返 って い る情景 を想像 して欲 しい。戒め を

破 った と きの こ とが話 題 にの ぼ った とき、あ なたは どうい

う気持 にな るだろ うか。私 は考 えただ けで もいた たまれな

くなって くる。 自分 の犯 した罪が恥 ずか し くて な らないか

らであ る。 あ なたの犯 した罪 の数 々が、救 い主 の前 で どの

ように浮彫 りされて くるか想像 して欲 しい。 何 とい う 苦

痛 で あろ うか。 なぜ な ら主 は私 たちの弱 さ と不従順 をすべ

て知 りた もうか らで あ る。何 と身 を引 き裂 かれ る思 いがす

る こ とであ ろ うか。特 にその罪 を償 う方 法が全 くない こ と

を知 った ときは。

それ か ら恐 ら く、 あ なたの思 い はゲ ッセマ ネでの主 の様

子 に返 って い く。毛 穴 か ら血 が したた り落 ちるほ どの悲 し

み と苦 悶 にさいな まれ た主 の姿 に。 そ して、、あなた はその

苦 しみ の一部 があ なたの罪 の ため に払 わ れ たこ とに気づ く

ので あ る。

私が悔 い改 め た後 にこの ことを考 え る と、何 かが起 きる。

何 か新 しい喜 び、平安 を感 じ心 が清 くな り身 を変 え られた

ような気持 にな る。 そ して全 く別世 界 にい る よう な気持 に

な るの である。(ア ルマ36：20，21参 照)こ の変 化 は、私

が不従順 な結果 もた ら され る苦痛 を進 んで その身 に受 けて

下 さ る、救 い主の大 い な る愛 の現 われ であ る。(モ ーサヤ

5：2参 照)あ あ、 そg)祝 福 は何 という喜 びである こ とか。

4.主 を知 る とい うこ とは、 主の よ うに なれ るとい うこ

とを知 る ことで あ る。福 音の メ ッセー ジの 中で最 も根 本的

な もの は、 イエ ス ・キ リス トに よ り人 は生 まれ変 わ り、主

の息子 、娘 になれ る とい うこ とであ る。

私 は福音 を研究 す ればす るほ ど、再 び生 串れ変 わ る とい

う過程 が 自 らの 身 に神 の性質 を取 り入 れ る過程 と何 ら変 わ

りない こ とをさ らに強 く確 信 す るの であ る。(IIペ テ 旦 ゴ

：4参 照)す なわ ち主 の性質 、属性 が聖霊 を仲 立 ち として

私 た ちの中 に注 がれ 、聖霊 が徐 々 にその力 を強 め てい くと

き、私 た ち も次 第次 第に キ リス トと似 た者 とな る。私 た ち

は再 び主 のか た ちに造 られ、主 の御 姿 を自分 の身 に受 け る

ので あ る。(ア ルマ5：14参 照)そ して心 も人 を愛 す る能

力 も、 また親切心 や 忍耐 力 、 さらに接 す るすべ ての人 を大

切 に しよう とす る気持 も、今 まで とは異 な って全 く新 しい

もの となる。

私 た ちが 自覚 しなけれ ば ならない こ とは、 自 らの弱 さ、

個 性 にか かわ りな く、 また私 たちの過去 が どうで あれ、福

音 の メ ッセー ジはあ なたや私 をすべ て、完全 に変 えて くれ

る とい うことであ る。今 日多 くの人 々が、人 間の本性 は人

間 の意志 で変 え るこ とがで き ると確 信 して い る。全 く変 え

られて しまう とすれ ば恐 ろ しい こ とであ る。私 たちはキ リ

ス トに対 して生 きた力強 い信仰 を持つ こ とに よ り、 キ リス

トの よ うにな る力 を受 け る。 イエ ス ・キ リス トを知 るこ と

とは、 イエ スの ように なれ る とい うこ とを知 ることである。

5.主 を知 ること とは、主 に よ り生 活上 の問題が すべ て

解 決で きるこ とを知 ることであ る。 ニー フ ァイの力強 い証

を読 んでみ よう。 「私 は主 が命 じた もうた こ とを行 って行

う。私 は、主 が命 じた もうこ とには、 人が それ を為 しとげ

るため に前 以て あ る方法 が備 えてあ り、 それで な くては、

主 は何 の命 令 も人 に下 した まわない ことを承知 してい るか

らであ るd(1ニ ー フ ァイ3：7)

私 た ちの世 代 に あって福 音 を守 って生 活 す る とい うこ と

は大 きなチ ャ レンジであ る。 人間的 な考 えが生活 の中 に深

く浸透 し、 多 くの人 々は、他 の方法 を もって しては解 決で

きない こ とで も福 音 をもってすれ ば解 決 で き るというこ と

を信 じよう としない。主 は、主 に よらなけれ ば不可 能 なこ

とを、私 たちに なす ように命 じられ るであ ろ う。 だが主 が

その よ うに不可能 に思 わ れ る事 柄 をお命 じにな る とき、主

を心 か ら信頼 して、主 が命 じた もうこ とをなせ るか どうか

あ りの ま まに見 てみ ようでは ないか6そ れ こそ私 た ちが こ

の地上「にい る目的 なの だか ら。私 たちが その よ うに して主

によ りいろい ろな事 柄 をな し遂 げ る ようにな ると、主 が偉

大 な力 を持 ちた もう神 であ る ことがおの ず とわか って くる。

そ して全 く日常 の生 活 を通 してで あれ、奇 跡 に よって であ

れ 、主 は私 た ちが信頼 す る限 りに、主 の業 を行 な う私 たち

を助 け て下 さ るの であ る。私 た ちは皆 、祈 りが答 え られ る

とい う ことを経験 を通 して知 ってい る。 また主 が私 たちの

ため に 日々恵 み を与 えて下 さ るこ とを証 で きる。今私 の こ

とを話 すの は よそ う。あ なた にはあ なた 自身 の証 があ るの

だか ら。

6.主 を知 ること とは、主 が慈 愛 にあふれ た父 として私

たち を愛 して下 さってい ることを知 う ことであ る。私 は人

生 にお いて最 も本質 的 な こ と、それ は イエス ・キ リス トが

慈 愛 に あふれ た父 と して私 たち を愛 して下 さる こと、 それ
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ゆ えに私 たち と交 わ りたい と切 望 して お られ るこ どを知 る

こ とであ る。主 は聖 典 を通 して、私 たち との交 わ りにつ い

てや さ しく、 また身 をもって教 えて下 さ る。 オ リブ山 で主

は この ように言われ た。 「ああ、 エルサ レム、エルサ レム、

予言者 た ち を……殺す者 よ。 ち ょうど、 めん どりが翼 の下

にその ひな を集 め る ように、わた しは お まえの子 らを幾 た

び集め よう とした こ とで あろ う。 それだ の に、 お まえたち

は応 じよう としなか ったd(マ タイ23：37)私 に は主が私

た ちす べて に腕 をまわ し、慰 め と励 ま しを与 えよ う之 して

お られ るように思 える。私 たちの心 に手 を伸 べ 、悩 みや憂

い、不安 を取 り除 き、代 わ りに大 いな る平安 と喜 び を もた

ら し、私 た ちが主 の 目か ら見 て永遠 に貴重 な存在 であ るこ

とを気づ かせ て くれ るの であ る。

私 は父 との間 に これ と同 じ経験 を した。私 が まだ幼 な い

頃 、父 は よ く私 を腕 に抱 き しめ て くれた もので ある。 そ し

て年 が過 ぎるにつ れて感 じるよ うにな ったの は、 いつ どの

ような ときで も外 か ら帰 って来 る と、父 と私 は抱擁 を交 わ

したのだが 、それ が私 に とって大 きな慰 め とな り励 ま しと

なってい る とい うこ とだ った。互 い に無 言の ときも しば し

ばあった。 だが この経験 は、私 たちふ た りの愛 の絆 を ます

ます強 め て くれ た。

妻や子供 たち との関係 にっ いて気づ くこ とだが、私 に と

って彼 らが どん なに大切 な存在 で あ るか を告 げる ことほ ど

重要 な ことはないの ではあ る まいか。

ある朝 、 日曜学校 に出か け る前 に、わ が家 で子供 たちの

間 にち ょっ とした もめ 事 が あっ た。私 たちは車の 中で14歳

にな る娘 が来 るの を待 ってい た。 私 が 「何 して るの か な」

と尋 ね る とほかの子 たちが こ う答 えた。 「ち ょっ と口げ ん

か しちゃってね 、ふ くれて るんだ。家 の 中にい る よd

私 は車 を降 りて家 に入 った。 傷 つ きやす い年 頃の娘 は、

だいぶ感情 を害 してい た。 この ような状 況 の下 で私 がで き

ることと言 えば胸 に しっか りと娘 を抱 きしめ 、 どれ だけ彼

女 を理解 してい るか を知 らせ 、何 も心配 はい らな いこ とを

わか らせ るこ とで ある。

父親 の愛 はかけが えの ない力 とな る。 ハ ロル ド ・B・ リ

ー大管長 はこ う語 った
。 「父 親の息 子 に対 す る愛 情が強 い

もので あ り、幼 ない頃 か らその暖 か い心 で息子 に接 してい

れ ばふ た りの間 に結 ばれ た愛情 の絆 は次第 に強 くな り、や

がて理 解 あ る父親 の しっか り した導 き手 が必要 とな る少年

期 にあって＼ 父親 と息子 とを固 く結 びつ ける もの とな るで

あろ う。」(Cん 解cん1Veω8「 チ ャーチ ニュー ズ」1971年7

月17日 、P2)

先 日あ る婦 人が私の もとを訪 れ た。身 な りもよ くきちん

としていて 、清潔 そ うに見 え るが 、何 とな く自信 のな さそ

うな素振 りであ る。一見 して孤独 で不 幸 な生 活 を送 って い

るの ではな いか と思 えた。事 務所 に入 った彼女 は壁 にか け

てあ る私② 子供 の大 きな写 真 を見 て こう尋 ね た。 「ペ イス

兄 弟、 あな たの お子 さんです かd「 そ うです よd「 愛 して
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い ら っ しゃ るん で しょうねd「 え え、 それ は もうd'

そ して彼女 は しみ じみ とこう言 った。 「ペ イス兄弟 、お

子 さんた ちは兄 弟の愛 に気づ い てい らっ しゃいますかd

「はい
、そ う思 い ます。私 は毎 日子供 た ち を抱 きしめ、 ど

んな にかわ いいか を話 す んです よ，」

す る と彼女 は思 いつ め た ようにこ う語 った。 「ペ イス兄

弟 、 .もしだれ かが私 を胸 に抱 いて心 か ら愛 している と言 っ

て くれ た ら、 それが私 に とって どんな こ となの かおわか り

にな りますかdだ れか らもやさしいいたわ りの言葉 をかけ

て もらった こ との ない女性 が悲 しむ様 は 、見 るに忍 び ない

もので あった。

私 は彼女 を椅子 に座 らせ 、言 った。 「お嬢 さん、救 い主

が あな た を永遠 の愛 を もって見守 り続 けて い らっ しゃるこ

と を知 ってい ただ きたいですね。私 が どの ように して それ

を知 ったかおわか りです か。主 が私 たち に関 して語 られ た

こ とや、 して くだ さったこ とか らそれ がわか ります し、 あ

なたへの限 りない愛 はすべ て主 か ら出 た もの なの ですd

み た まの賜 の 中で永遠 の生 命 を除 いて最 も偉大な ものは、'

愛 す なわ ちキ リス トの純粋 な愛 であ る。 主 を知 る とい うこ

とは、主が私 た ちすべ て を永遠 に愛 してお られ る とい うこ

とを知 るこ とで あ る。 そ して その愛 が どの よ うな ものか を

知 るため には、私 た ち も主 が愛 され る と同 じように人 を愛

さね ばな らない。 ブ リガ ム ・'ヤングはかつ て こう語 った。

「どんな に小 さなつ まらない人間 で も
、 この地上 に来 た限

り世 の 人 々 と同 じ価値 が あるd(Jo%7η αZO!D`8CO%7-

8θ8「 説 教集」 第9巻 、P.124)

私 の 考 えでは、主 を知 る とい うこ とは、 自 らの人生 が、

また他 のあ らゆ る人 々の人生 がい かに貴重 で あ るか を知 る

こ と、 すなわ ち愛 す る御子 を通 して一 人一 人 を天 父 の もと

へ連 れ戻 す よ う全 力 を尽 くす とい うことであ る。
'
私 は回復 され た教会 と神 よ り与 え られ た原則、儀 式 に感

謝 す る。 また人 の堕落へ と向 か う性癖 を克服 し、や が ては

キ リス トと似 た者 に なれ る力 が私 たちに付 与 されて いるこ

とを感謝 す る。私 は現 在 お よび過 去の予 言者 に感謝 す る。

彼 らの キ リス トに対 す る雄弁 かつ 力強 い証 は、私 に次 の救

い主 の言葉 の何 た るか を教 えて くれ る。 「永遠 の命 とは、

唯 一 の、 ま ことの神 で い ます あなた と、 また、あ なたがつ

かわ され たイエ ス ・キ リス トと を知 る ことであ りますd

(ヨ ハ ネ17：3)

，私 た ち と天 父 を結 ぶの はイエ ス ・キ リス トであ る。天 父

は、私 た ちが主 を知 り、生活 をす べて主 に捧 げ よ うとす る

な らば、私 た ちを主 につ け る者 と して結 び固 めて くださ』る

であ ろ う。

「わ た しは確信 す る
。死 も生 も、天 使 も支配者 も、現 在

の もの も将 来 の もの も、力 あ るもの も、高 い もの も深 い も

の も、 その他 どん な被造 物 も、わ た した ちの主 キ リス ト・

イエ スにお け る神 の愛 か ら、，わ た した ち を引 き離 す ことは

で きないの であ るq」(ロ ーマ8：38，39)
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女性 の生 活 に くまな く貢献 す る

扶 助 協 A瓜

中央 管理 会会長 ヘ ル ・S・ スパ ノフ ォー ト

姉 妹 との対 話

今 を去 る133年 前 の1842年3月17日 、末 日聖徒 イエス キ リ

ス ト教会の扶助協会か、予言者ノ ヨセブ ・ス ミスの手により世

界中の女性 とその家庭 を祝福す るへ く組織 され た。

質問 扶助協会はよく年配女 件のための組織の ように見 られて

いますか、実の ところとんな人たちか会員なのてすか。

スパ ノフオー ト姉妹 現在ては、扶助協会は18歳 以上の全女1生

か会員てす。18歳 未満て も、結婚 していて、特 に子供て

もあれは、その人たちも扶助協会の会員にな ります。教

育やホームメーキンクや音楽 、社交活動 、 レクリェー!

ヨン盾動かあって、扶助協会は女1生たちの生盾に くまな

く役立 っています。

質問 扶助協会は一般の婦 人団体 ととこか違 うのて しょうか。

スパ ノフォー ト姉妹 いろいろな占て違 っていますか、ますそ

の機構てす。一般 の婦人団体は役員 を選出 しますか、扶

助協会ては神権 によって指名 され ます。ほかては規約や

内規て連宮 され ますか、扶助協会 は予言者の指示 を仰 き

ます。扶助協会か初めて組織 されたとき、姉妹たちか/

ヨセフ ス ミスに規約 を提 出 したのてすか、/ヨ セフ

ス ミスはその労 をね きらいなから、主か 「それよりも良

い もの」 を用 壱して下 さると言 いました。 それか ら扶助

協会か神権の下 に組縁 され ると、予言者はこう言いまし

た。 「この大管長 会を規約 として下 さい。大管 長会の決

定 はすへて規制 とみなし、そのように行動 して下 さい。



聖

……あなたがたの集会の議事録が前例 となるで しょう。

それがあなたがたの規約 です，」(伍8加 鰐0プ 疏eRe`乙ef

80c乙e吻 「扶助協会史」1842-1966年P.18)

この ことは大半の婦人団体 と非常に違 った点です。ほ

かの団体では聡明な人々が知 恵 をしぼって運営 しますが

私 たちは真理 を啓示 され ます。その結果 としてひ とつ違

っていることは、私 たちには、婦 人団体の当面する問題

にはっきりした解答があることです。ほかの団体 ではよ

く役員改選の ときに熾烈な競争があった りしますが、扶

助協会ではそういうことが皆無です。良い姉妹 なら、 ワ

ー ド部の扶助協会会長 にな りたい と思いこそすれ
、その

仕事 をもらおうな どとは思いません。召 しはそんな形で

は与 えられないのです。役員は神権 によって指名されま

すから。

質問=長 年扶助協会の責任 をつ とめてこられたわけですか、こ

れ までの扶助協会が置かれて きた位置 、またこれか ら先

の見通 しなどを伺 いたいのですが。

スパ ッフォー ド姉妹 ：扶助協会創立以来 目だっ ことといえば、

世 界の大半の国 において社会、経済、産業 、教育面 で著

しい変化 があったことです。そ して何 よ りも意義深い変

化は、女性の地位の向上 だ と思います。扶助協会創立当

時は、女性の世界 というものが、家 と家族 とほんの狭 い

地域内での奉仕 に限 られていました。

ところが現在は、その世 界か まるで無限に広がってい

ます。意志 と備 えさえあれば、女性の入 り込めない領域

などめったにあ りませ ん。

けれ ど、何 もかも変化 している中で、扶助協会の機構

や創立 当初の 目的 はその まま変わっていません。目的に

従 って動 き続けた教会の このプログラムは、 どの時代 に

も女性 の要求 に応 えて きました。

何年 もの間、扶助協会の 目的はち ょうど真理か不変で

あるように変わ りませんでした。ノーブーのほんのひと

握 りの女性 にとって大切 だった目的 は、世 界中の女性に

とって今 も大切です。それは扶助協会の驚異です。私は

輔 謄 糊 窃 て'その偉大さをようミく知

質問 ：現代の末 日聖徒の女性の役割 は何だ とお思 いですか。

スパ ッフォー ド姉妹 ：教会の見地か ら言えば、女性の役割は今

も昔 も同 じです。女性は自分の家庭 、つ まり夫や子供や

育 児の責任 を最優先 させるべ きです。 それは神聖 な使命

なのですから。全部の女性か子供 を持つわけではありま

せん し、この世で子供 を育て る特権 にあすか らない人は

い ますか、で もそのような人たちも、主か期待 しておら

れるような成長 を遂 げる大 きな可能性 を持 っていると思

うんですよ。

質問 ：家庭内で女性 にできる一番の貢献は何 で しょうか。

スパ ッフォー ド姉妹 ：母親 には、家庭 に霊的雰囲気 をつ くると

い う大事 なすばらしい機会かあ ります。言葉 によって、

またそれよ りも大切 なのは態度：によって、主 を愛す ると

か、神権 を敬 うとか、充実 した生活、家庭 その ものに反

映 して くる平安 で秩序正 しい生活 をするということかい

ったいどういうものなのか、子供 たちに教 えることがで

きます。母親がいつ も聖霊 と共にいた ら、 どんな家庭に

なるか、想像かできますか。

質問 ：女性 はどんなふ うにして、ワー ド部や支部に貢献できる

で しょうか。

スパ ッフォー ド姉妹 ：扶助協会やMIAや 初 等協会の役員にな

ったり、書記 になったり、いろいろな補助組織 で教師 とし

て教 えたり、女性 はこれまでも教会の役職 を受 けてすば ら

しい働 きをしてきました。'でも私は、ワー ド部の女性 にでき

る最 も大切で最 も立派な仕事は、愛の奉仕だと思 うのです。

私 はバ ンコクの絹織物工場 に行 って、織工 が鮮やかな

色の大 きな糸巻で生地 を織 るの を見学 したことかあ りま

す。一番上 に別の絹糸を巻 きつけた小さな糸巻かあって、

ひと機織 るごとにそれが下 りて きて くるりとひ と巻 まわ

っていました。 「あれは何 で しょうか。同 じ糸 ではあり

ませんね」 と伺 うと、 「ええ、違 います。特別 な糸で、

生地 に光択 と強度 をつ けるためです。だか らタイシルク
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に価値 が出 るんですよ」 というお返事 で した。教会の女

性 、若い人 も年配の人 も、女性 たちに とって、愛の奉仕

がそれ と同 じです。愛の奉仕は、ほかでは決 して得 られ

ない光択 と強さを、女性 たちの生活に与えているのです。

質問 ：若 い女性 には特別な仕事 といったものがあるとお考 えで

すか。

スパ ッフォー ド姉妹 ：はい、ある と思 います。奉仕の中で も、

特 にお年寄や外出できない人たちへの奉仕 といった若 い

人たちにこそで きる奉仕 とい うものがあ ります。若い人

の訪問 を受けて、 「買物に行 きますか ら、何 かついでに

買って きてさ しあげましょう」 と言われたら1お 年寄は

どんなにうれ しいことでしょう。 ただ立 ち寄 るだけでも

寂 しさが まぎれ ます。衣類 を少 し洗濯 してあげて も、 と

ても大 きな奉仕になります。私 たちは老人や病 人の世話

については、若い女性 たちが教会の大 きな力になれ ると

考 えています。

質問 ：片親 の家庭に対 してこ何 か助言を伺 いたいのですが。

スパ ッフ牙一 ド姉妹 ：私 の母 が未亡 人でした。父が若 いときに

死 んで、母 は7人 の子供 を育 てあげました。息子 たちを伝

道 に出 し、ふたりの娘には教育 を受 けさせ、自分 は外に出

て働 きこそしませんでしたが、家でどんなに働 いたことか。

ひとり残 された母親には大 きなチャ レンジが待 ち受 け

ています。でも同時 にすばらしい機会 もあ ります。ひと

りで子供 を育 てている未亡人や離婚 した女性 は、よく重

荷 を感 じたりひとりで悲 しん だりしますが、ぜ ひこんな

ふうに考 えて下 さい。 「この子供 たちの必要 を満 たして

立派に育 てあげる大事な仕事が 自分 にあ る。手伝 って下

さる監督 がいつ もそばにいるし、 ホームテ ィーチャーも

助 けて下 さる。扶助協会の会長 からは子供服の作 り方 を

教 えて もらえる。一生懸命働けば、自立で きる強い家庭

にきっとなれるわ」 と。

質問 ：堕胎や産児制限や女性解放運動 や外で働 くべきか どうか

な どの問題に悩む女性 たちに、何かア ドバイスを。

スパ ッフォー ド姉妹 ：女性 には、教会かち必要 な指導があ りま

す。問題 は、女性たちがそれ らの指示 の正 しさを知 って

従 うことがで きるように導 くことです。外で働 くことに

関 しては、 自分の しているこ とと、家 や家族や子供 たち

のため とを、いつ もはか りにかけて考えていなければな

りません。 ただ自分 の気持 を満足させるために子供 たち

に犠牲 を強いてまで働 くべ きではあ りませ ん。愛や安心

感な どの価値 は、お金 ではかることができないのです。

質問 ：来年度の扶助協会で何か特に強調 したいことはありますか。

スパ ッフォー ド姉妹 ：主 な目標 が3つ あ ります。最初 あ餅 剰ま

証 を強め ることです。教会の女性 に望みだいことは、各

自が どんな試 しにあって もそれを切 り抜け られ るだけの

強い証 を持っ ことです。 だれで も試 しにあうのですか ら。

試 しを受 けないことはみこころではあ りませ ん。愛の奉

仕が扶助協会の土台だ とよ く言われ ますが、私は愛の奉

仕 はその人の証 のあらわれだと思 います。

2番 目の 目標は、姉妹 たちの間 に愛 と理解 を深め るこ

とです。福 音に対す る強い証 を持 って教会の指導 に従 い

ゆ

国境を越えた姉妹愛 を育てている90万 から100・万 あ女性

たちの ことを考 えてみて下 さい。今年度の教養 の'レッス

ンは、その ような姉妹愛 を培 うことが目的です。

3番 目の 目標は、女性 たちが実生活の問題 を上手に処

理 できるように手伝 うことです。インフ レはどのように

して乗 り切 るか、生活費の高騰には どのように対処す る

か、病気予防のプログラムで兄弟たちをどんなふ うに助

けたらよいの々な ど、いわゆるホ=ム メーキングの技術を教

えなぐてはいけないと考 えているので、そのため に、栄養

に関するレッスンや小さな裁縫教室 を計画 しています。

質問 ：母親教育 レッスンの成果 はいかがですか。

スパ ッフォー ド姉妹 ：女性 の皆 さんはこの レッスンを楽 しみに

しています。母親教育 レッスンによって、扶助協会の託

児活動が強化 されたのは うれ しいことです。母親 たちが

育児の原則 を学ぶ と、実際に子供 を世 話 しなが ら、実習

のように してその知識 を生か したい と思 うわけです。成

果 は立派 に広が りつつあ ります よ。

質問 ：スパッフ ォー ド姉妹、あなたは扶助協会 を管理 してこら

れた間に、教会の女性 が自分の家庭や召 しを果 たす上で

役立つ ような指導の原則 を何か学 ばれたで しょうか。

スパ ッフォー ド姉妹 ：学 んだことのひとつですが、教会に は私

たちを現在の 自分以上の者にす る機会があるということ

です。私 たちが教会の召 しを果たそうと意識 して努力す

れば、主は霊感 を与えて下 さい ます し、教会は私 たちが

召 しにふさわ しくなるための経験 を与 えて くれ ると思い

ます。従順が とても大切 なことだと思 うんです よ。その

ように頑張 って勤勉、忠実であったら、きっと助 けがや

って くるはずです。

質問 ：教会の女性は神権 に助けられて働 くということにっいて、

ひ と言 どうぞ。

スパ ッフォー ド姉妹 ：それ は一番の祝福 だ と思 うんです よ。 ジ

ョン.テ イラー大管長は抹助協会創立の席上で・扶助協

会が天の律法、つ ま り神権によって動 く神の律法に従 っ

て組織 されたのは、喜ば しいことだ とお話 をされました。

神権組織は神の律法によって運営 され ます。私 は神権の

指示の下で働けることを本当にうれ しく思 っています。

主 は娘たちのために神聖 な使命を備 えてお られ ます。

主は娘たちを愛 して、才能や能力や知 力を尊重 してお られ

・ るので、マ 人一人の性質 に従 って仕事 を分担させるのです。

家庭 とい う組織 には長 として男性を置かれましたが それ

はきっと主の御計画だ と思います。はっきりしていますね。

質問 ：福音や扶助協 会につ いて感 じておられることをお聞かせ

下 さい。

スパ ッフォー ド姉妹 ：扶助協会への出席は、特権 ばか りではな

く責任で もあると考 えていただきたいと思 います。主は

私 たちに何 かを与えてお られるのですか ら、私 たちには

そのすばらしい賜 を利用す る責任があ ります。教会貴だ

ということは大 きな特権 です6扶 助協会の会員だ という

こともすばらしい特権 です。女性が 自分 を伸 ば し、同胞に

奉仕し、自己を表現で きるようになり、賢明に良い生活 を

築 いてい くことは、かけがえのない大切なことだと思います。
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両親及 び若者 の指導者 として、

あな たは今 日の音 楽 につ いて

何 を知 るべ きか ，

ラ リー ・バ ス チ ャ ン

1970年12月 、大管 長会 は次 の よ うな声明 を発表 した。

「音楽 に よ り自己 を表現 す る能 力 は
、 こ まや か さと力強

さにお いて言語の域 を越 え る もので あ る。音 楽 は人 に霊感

を与 え、人 を高め る一 方 、人 を堕 落 させ 、破壊 に導 くこ と

もあ る。 それゆ え、我 々末 日聖 徒 はいつ も身 の まわ りの音

楽 を選択 す る際 に福音 の原則 を適用 し、み た まの導 きを求

め る ことが大切 で あ るd(「 神 権 会報」1970年12月P .9)

ほ とん どの人は ポ ピュラー音 楽 が若 人の人生 に 多大 な影

響 を与 えるこ と、 そ して この分 野 にお いて彼 らに適 切 な判

断 を下 す ように教 えるのが神権指 導 者の責任 であ るこ とに

異論 はな いであろ う。

しか し教 えるにあ たって は、 まず相互 に関心 と理 解 がな

くて はな らない。 とい うの は指導 者 の中 には ポ ピュラー音

楽 につ いてほ とん ど知 識 が な く、表面 的 な議論 しか しよ う

と しない人 もいるか らであ る。

では、 どの ように した らポ ピュラー音 楽 に関 して若 人 と

効果 的 に意志 を通 じさせ る こ とがで きるだ ろ うか?

まず最 初 に私 たちは ポ ピュラー音 楽 その もの に関 して あ

る程度理 解 し、 なぜ若 者が それ に ひきつ け られ るの か を知

らなけれ ばな らない。 も し、あ る音 楽的 な表現 を福音 と相

反す るもの として非難 す る とすれ ば、私 た ちはなぜ それが

相反 す る もの なのか をきちん と説明 で きな ければ な らない

し、さ らに言 えば、選択 す る若 人 が適 切 な判断 を下 す上 で

助 け とな る原則 も教 え るこ とがで きな ければ な らないので

ある。私 たちが ポ ピュラー音楽 を よ く知 る よ うに努 力 しな

くてはな らないの はこのため であ る。

その ため には、 まず根 気 よ くポ ピュラー音 楽 を聞 き、評

価 す るこ とで あ る。 この点 で若 人か らの助 け を得 ることが

で きる。若 人 との話 を通 して彼 らが どの よ うな もの を好 む

か、 またなぜ好 むかが わか る し、 ポ ピュラー音楽 が どうい

う響 きを持 ってい るの か、歌 詞 は何 を言 お うと してい るの

か を知 るこ とが で きる。 この こ とは先 入観 を持 たず 、心 を
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広 く して進 め てみ て欲 しい。 そ うすれ ば驚 く・sき成果 を目

のあ た りにす るこ とがで き るで あ ろう。 なぜ な ら、今 日の

ポ ピュラー音 楽の多 くは十分評価 に値す るものだか らである。

現 代 の若 人に とって彼 らの音 楽 は まさに若 さにあふ れ、

都会 的 に洗練 され、何 か興 奮 させ るもの を持 ってい る。若

人 に とって ポ ピュラー音楽 は、仲 間 で あ るこ との しる しで

あ り、 コ ミュニケー ションの手段 なので あ る。 また共通の

体 験 も与 えて くれ る。従 って彼 らは、仲 間 が ポ ピュラー音

楽 につ いて良 く知 ってい るこ とを期待 す る。 彼 らは どこに

行 って も音楽 を聞 ぐ。，以上 の こ とか らもわか るよ うに教 会

の若 人 と話 す ときには、 ポピュラー音楽 が若 人 に とって非

常 に重要 な意 味 を持 つ こ とを忘 れて はな らないので ある。

で はなぜ私 たちは、2，30年 前 の音楽 と比較 して現代 の

ポ ピュラー音楽 の方 に関心 を抱 か なけれ ば な らないの だろ

うか。 ひ とつ に は、社 会 はわずか ずつ では あるが強力 な変

化を受 けて来ているということで ある。 社会 は映画 をは じめ

テ レビ、本、雑誌 、演劇 、 そ して もち ろん音楽 に関 して、

大衆受 けのす る もの は何 で も受 け入 れ る とい う方向 に急速

に傾 い て来 た し、世 間 の物 の考 え方 も以 前 には考 え られ な

か った ほ ど中身の な い、煽動 的 な もの に なって きている。

例 えば世 俗一一般 の若人の大 勢 を占め る道徳規 準 は、次の処

世 訓 によ って言 い表 わ されて いるように思 える。「他 人 を傷

つ けない限 り何 をや って も全 くか まわ ないdこ の考 え方

は現 代 の娯 楽 のすべ て に明 白に現 われ てい る。私 た ちはポ

ピュラー音楽 を通 して幻覚 剤 への逃避 、道徳 規準 の放棄 、

権威 へ の反逆 、そ して情欲 や利 己的欲求 を制 止 で きない姿

を目の あ た りに して きた。恐 ら くほ とん どの若者 は この よ

うな標準 に従 って生活 して いるわ けで はないだ ろ うが、 こ

こ数年 来 の動 向 を見 る と、 この考 えが どん どん受 け入れ ら

れ てい る ことがわか る。

しか しなが ら、すべ ての ポ ピュ ラー音 楽 が、 いわゆ るロ

ック といわれ る もので さえ、 この何 で も認、め て しまうよう



な考 え方 を助長 す るわ けで はない とい うこ とに注 目す るこ

とは重要 であ り、 また慰 め で もあ る。

「私 たちの指導 者 としての 目的 は、若 人に良 い もの を選

び悪 い もの を捨 て る とい うこ とを教 えるこ とであ る。彼 ら「

が 自らその よ うに選 択 す る どき、私 たちは成功 したこ とを

知 るであ ろ う，」

で は どう した ら最高 の ポ ピュラー音楽 を選 べ るよ うに な

るの だ ろ うか。歌詞 の意味 や演奏 の仕方 、 そ して どん な反

応 が引 き出され るか とい うこ との中 にその答 えが あ る。 よ

く歌詞 を聞 け ば、 その歌 の持 つ メ ッセー ジは簡 単 に評 価 で

きる。 もし非道徳 的 な行 な い、幻覚 剤 の使用 、悪魔崇 拝 、

権威 へ の反抗 、 も しくは福 音 に反す る行 為 な どが歌 わ れて

い る と したな ら、 その歌 は用 い られ るべ きではな い。例 え

ば 「イエ ス ・キ リス ト、 スーパー ス ター 」 は、教義 的 な面

で正 し くない ところが あるの で受 け入 れ られないのである。

良 い音楽 を選 ぶ 第二段 階 は 、その演奏 の暗示 す る ところ

を評価 す るこ とであ る。残 念 な こ とに、何 の変 哲 のな い曲

で も演奏 に よっては悪 らつ な もの に変化 しかねない。 もし、

演奏 の仕方 が聞 く者 を消極 的 な気持 へ と駆 り立 てた り、 も

し くは欲 望 を伝 えた りす るよ うな もの な らば、 た とえ歌詞

の中 に明確 にその よ うな メ ッセー ジが無 か った と して も、

明 らか に その音楽 は使 われ るべ きで はないの であ る。演奏

家 の中 に は、演 奏の仕方 が不適 切 だ とい うこ とで拒否 され

るべ き人 々 もい る。

演奏家 の服装 、身 だ しなみ、 お よび動 作 は間違 った もの

を伝 える可能性 があ る し、歌 手 の しぐさ も、歌 詞 の意 味す

る ところ とは異 な った もの、す なわ ち抑制 の きかない動物

的 な もの に な りかね ない。

残 りは演奏の音 の大 きさ、 リズム、 テ ンポ、演 奏家 の熱

情 、 お よび その他 の要 因の組合 わせ に関連 したことである。

この組合 わせ を「イ ンテ ン シテ ィー(緊 張)」 と呼 ぶ。演奏 に

おけるイ ンテ ンシテ ィーは、他 の要 因 よ りも演 奏 を聞 く人 々

にとって大 きな影 響 を与 えるものである。演奏 が非常 にイ ン

テンシテ ィーにあふれたもので あ るな らば聴衆 は感情 的 に圧

倒 され、音楽 によって 自制心 を失 って しまうだろ う。 この結

果 は、それがハ レルヤ コーラスを聞 いて の経 験 であ るな らば

肯定 されるべ きものではあるが、間違 つた考 えや 感情 が引 き

起 こされ た ときは、否定 され るべ き もの とな るで あろ う。

このインテ ンシティー はダ ンスの ときに特 に問題 であ る。

ダ シス音楽 が熱狂的 で抑 制 の きかな い もの な らば、踊 る人

人 は感 情的 に過 度 に刺 激 され て しま うで あろ う。 この よ う

な ときに人々 は自分 の意志 で はな くて音楽 に よって体 を動

かす よ うに なる。 そ して と どのつ ま りは、熱狂的 で挑発 的

な踊 りをも引 きお こす こ とにな るので あ る。 この よ うな状

況 の 中で は.人 の心 を不 健全 な方 向 に向 かわせ て しまう誘

惑 を立 ち切 る こ とはで きな くなって しまう。

この様 な事 態が生 じた とき、音楽 の イ ンテ ンシテ ィーは

ボ リュー ム を下 げ るこ とや ビー ト、 テ ンポ、演奏家 の熱情

に変化 を与 える ことに よって減 ず るこ とが で きる。 ボ リュ

ー ム を下 げ るこ とによって ほ とん どの問題 は解 決 す る。

ダ ンスの音楽 は、会話 が不 可能 な程 の ボ リュー ムで演奏

す べ きでは ない。 しか しなが ら時 として音 の大 きさそれ 自

体 は問題 で ない こ とがあ る。 その場合 は ビー トや テ ンポを

修正 す る こと、 また感 情的 な演奏 を しない よ うにす るこ と

で ある。必要 なの は、 この ようない くつ かの要素 を組 み合

わせ で実 行 す るこ とで あろ う。 ボ リューム を どの よ うに変

えてみて も強烈 であ るため に良 くな い感 情的 反応 しか引 き

起 こ さない音 楽 は避 け るべ きであ ろ う。

多くの若 者 は、ロック音楽 に より引 き起 こされ る感情 によっ

て圧倒 されてしまうが、そ うした結果 を期待 す るように し向け

られて来 ているとも言える。そ して、それこそが 多 くの若 人の

ダンスや ロックコンサートの 目的 のように思 われる。チャレンジは、

どう した ら若 人に抑制 ということを教 えられるかということである。

教会 の若 人 と話す とき、私 たちは彼 らの観点 か ら理解 を

もって問題 を見つ めな くては な らな い。 しか し、同時 に大

切 な こ とは、率 直 で あ り、正義 の原則 に妥協 しない ことで

あ る。 ボイ ド ・K・ パ ッカー長老 は次 の よ うに言っている。

「教 会 を、 まるで荷 車 で運 ぶ かの よ うに、すで に大 人や若

人が 入 り込 んでい る道へ と引 き入れ よう とす る ことは、指

導者 に召 され た人の特権 ではな いd

こ れは簡単 な こ とで はない。努 力 と忍耐 を続 け るこ とが

要求 され る。 そ してそれ ぞれ新 しい世 代 の若者 たちが同様

の導 きを必要 とす るで あろ う。

「他 の 人が知 り得 ない こ とを知 った ときに ど う行動 す る

か に よってその 人の性 格 がわ か る」 と言 った人 がい る。若

人 とポ ピュ ラー音 楽 につ いて も同 じこ とが言 え る。私 たち

は教 会 が主 催 して行 な うダ ンスを監 督 し改 良 して い くこと

もで き る し、ふ さわ し くない音楽 を家庭 か ら追放 す ること

もで きるであ ろう。.しか し、教会 の若 人が 自 ら進 んで最 高

の もの を選択 した ときにのみ＼ 私 たちの この仕 事 は本当 に

成功 した ことにな るの であ る。

何 を行 な えば よいか は明 らかで あ る。天 父 は私 たちが こ

の責任 を果 たすの を助 け て下 さるであろう。教会 の若 人は、

自分 で理解 で きる助言 は受 け入れ るはずで あ る。教 え よう

と思 えば教 え るこ とはで きる。 いや 、そ う しな ければな ら

な いので あ る。
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両親への提案

「お 父 さん
、 お話 して くれ る?」

ゲ リ ー ・J・ コ ー ル マ ン

私 たちの家庭 にお いて、月曜 日の夜 は特別 で あ る。 それ

は寒親 と母親 が そろ って家 にい るだ けで な く、 その 日が家

族全体 に とって神聖 な もので あ り、家族 の緊密 な関係 を深

め る上 で また とない機 会 とな って い るか らで ある。

家庭 の 夕べの レッス ンや活動 が終 わ り、祈 りが終わ ると、

4人 の子供 た ちは床 につ く。 それ か ら、私 た ちの特 別な時

間が始 ま る。 それ は神権 者の 言葉 で言 えば、個 人面接 と呼

ばれ る ものか もしれ ない。

しか し、子供 の世 界 では、次 の ような言葉 で表現 されて

い る。 「お父 さん、 お話 して くれ る?」

まぶ たが重 くな り、安 らか な眠 りが訪 れ る前の静 か なひ

と とき を、私 は子供 たち との心 暖 ま る対 話 の時 として過 ご

す こ とに して い る。 それ はお互 い の心 の 中に、愛 と信 頼 と

心 か らの関心 を呼 び起 こす もの とな ってい る。子供 たちが

今 晩1よ自分 が一番先 だ と競 い合 うの を見 るにつ け、私 は今

晩 もす ば ら しい対話 がで きる と期待 に胸 をふ くらませ る。

最初 、一 番下の赤 ん坊 と しば ら く遊 び 、赤 ん坊の幸 福 な笑

い を後 に し、男 の子 たちの部屋 にそ っ と入 ってい く。私 が

4歳 の 男の子の側 にす わ る と、彼 はそ れ までベ ッ ドの上 で

揺 す ってい た体 を休 め て言 う。 「き ょうはぼ くの こ と話 し

て くれる?」 「そ うだね、今晩 はお前 の ことに し ようd

4歳 の男の子 はお もしろい話 をす るが 、 ひ とつ の話 題 を

長 く話 すわ けでは ない。5分 か10分 位 ゆっくり話 し合 うと、

も うお兄 さんの所 に行 く時間 だ よ と自分 で言 う。私 はそ っ

とベ ッ ドを離れ て、 お兄 さんの側 に横 たわ る。

6歳 の男の子 は伝 道 に出 る こ と、母 親 を助 け るこ と、学

校 での出来事や フ ッ トボー ルの試合 の こ と、 そ して 自分 も

その ようなフ ッ トボールの英雄 にな りたいことな どを話す。

時 々、4歳 の男 の子 が横 か らこっそ りの ぞ いて見 て いるが

す ぐに静 か にな る。 この一番上 の 男の子 に は、人生 経験 へ

の準備 をさせ る意 味 で、子供 の頃の経 験 をよ く話 す。 こ こ

に も親 と子 の親密 な対話 が あ る。思慮 深 いや さ しい父親 と
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い うもの は、 いつ で も子供 に対 して対話 の扉 を開け てい る

もので あ る。 しか し、子供 たちに その 日の あ ったこ とを話

して も らいた い と思 ってい る父親 が こ こにい る。確 かに こ

の ような人生 につ い て語 り合 う静 か な ひ とときこそ、父親

は祝 福 を与 える ことが で きるの で ある。 その間私の7つ に

な る娘 は、 じっ と自分の 番 を待 ってい るわ けだが 、我慢 で

きな くな って 自分 の部 屋 か ら、 「お父 さん、私 の番 は まだ

?」 と声 をか け る。 そこで私 は息子 に愛 と激励 の言葉 を与

えて、ベ ッ ドを離 れ る。 そ ばで安 らか な眠 りにつ いてい る

一 番下 の息子 に 目をや りなが ら部 屋 を出 る
。 この 日は長 男

が早 く眠 りにつ く唯 一 の晩 で もある。 父親 とのわ ずかな特

別 な時 間が彼の心 配事 をすべ て拭 い去 って しま うのであ ろ

う。

一番上 の娘 のベ ッ ドに腰か け る と
、娘 は声 をはず ませて

しゃべ りま くる。学 校 や友達 や教会 の こ と、 そ して 日頃抱

いて い るいろい ろな疑 問 につ い て。 それ か ら長 い話 を最 低

2つ か3つ 、 自分 の好 きな本 か ら取 って話 すの であ る。

私 は娘 に上 品 な服装 につ いて優 し く注意 し、福音 の原則

を守 って生活 す るよ う励 ます。 それか ら、娘 に母親 の言 い

つ け をよ く守 って 、母 親 をいつ も愛 す るように悟 し、 自分

が生 け る予言 者 に対 して抱 いて い る証 を娘 に伝 え る。最後

.に 、 もう数 ヵ月後 に迫 ったバ プテ スマ に備 えて、監督 が尋

ね そ うな問題 をふ た りで復 習 してみ る。

この 「個 人面 接」 は家庭 の対話 を増 す絆 とな って いる。

それは私 に とって も偉 大 な教 育 の場 であ り、 また とない学

びの場 でもあ る。 こう して私 が模 範的 な生活 態度 に愛 と感

謝 の言葉 を述 べ る と、娘 は安 らか な寝 息 をたて、 もう夢 の

国 を散 歩 して いる。

こう して、子供 た ちが寝 静 まる と、私 たちの家 に も静寂

が訪 れ る。家 族 はお互 い に愛 し、理解 し合 い、 また一歩 前

進 したの で ある。

それ か ら静 かな居間 に戻 り、4人 の子供 のす ば ら しい母

であ り、 そ して私 の妻 で ある人 と静 か に語 り合 う。 この よ

うに して私 たちは、子供 たち と、 また私 た ち も互 い に、 い

つ も心 を通 じ合 える状態 にあ るよ うに と願 うの であ る。

私 た ちの家庭 の囲 いの 中では 、 この神権 を基 とした対話

が確 か にお互 い を高 め合 い、慈 しみ合 うす ば らしい ひ とと

き とな ってい るの であ る。

(コ ールマ ン兄弟 は現 在 、 ワシ ン トン州 の スポー ケー ンで

イ ンステ ィテ ユー トの教師 を し、 スポーケー ン東 ステー キ

部 の高等評議 員 に召 されて い る。)
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タ じ デ とゴ リ ア テ

1974年10月5日(土)・ 神 権 部 会

兄欝i嚇 鴇 高雛歎
るのはすば らしいこ とで あ る。私 た ち

はあなたが た に賛辞 を呈 し、愛 を送 る。

ず っ と前 、私 が ア リゾナ州 セ ン トジ

ョセフ ステー キ部 の ステー キ部 長会 に

属 して いた とき、あ る安 息 日に責任 の

ため エデ ンワー ド部 を訪 れ た。建 物 は

小 さ く、大勢 の会衆 は、床 か ら50セ ン

チほ ど高 くな ってい る前 の壇 の私 た ち

と鼻 突 き合 わせ て腰か け た。

集 会の途 中 で、礼 拝堂 の最 前列 にい

る7人 の少年 が私 の 目に と まった。 ワ

ー ド部 大会 に7人 の少年 が 出席 して い

るこ とをうれ し く思 いな が らそれ を胸

に と どめ て、 また別 の こ とに心 を移 し

てい くと、や がて また も7人 の少年 た

ちが気 にな った。

7人 の少年 がい っ『せ いに右 足 をあげ

て足 を組 み 、それ か らす ぐに また そろ

って足 を組 みか えた ときには妙 だ と思

い、 おか しい と感 じたが 、それ は それ

で黙殺 した。

す る とす ぐに、全員 そろ って右 手 で

髪 の毛 をなでつ け、 また もい っせ いに

体 をや や傾 けて手 をほ おにや り、 それ

か ら同時 に また初め の足組み に戻 った。

す るこ と全部 が非常 に奇妙 に思 われ、

集会 で何 を話 そ うか考 え よう と努 め な

が らも、 その こ とが不 思議 で な らなか

った。す る とその とき、頭 に一瞬 ひ ら

め いた ものが あった。 あの少年 たちは

私 の真 似 をして いたの だ!

そ の 日私 は人生 の教 訓 を得 た。権威

あ る立場 の者 は細心 の注意 を払 わ なけ

ればな らない。他 人 は自分 を観 察 し、

それ にな らお う とす るのだか ら、 とい

うこ とを。

模範 は少年 の 人生 に とって重要 であ

る。一般 に、従 う人 は多 くともひ きい

る人 はご く少数 で ある。 あなたが た若

人全 貝 が指 導力 を伸 ば して良 い模 範 者
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大管長

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

となる こ とが大事 なの は、 その ためで

あ る。

それは あなたが たの生 活 に もあて は

まる。 も しあな たに弟 がい るな ら、彼

らが あ なた を観察 し、 あな たの言 うこ

とを聞 い て、言 う ことや す るこ とを

真 似 るであ ろ うことを忘 れ な いで いた

だ きたいら

十代 になった ら、 この こ とを胸 にた

た んで いただ きたい。 あ なたが出 るべ

き集会 に出 、果 たすべ き義 務 を果 た し

て いれば 、た いてい弟 はあ なたの や り

方 につ いて くる もの であ る。 しか しそ

の反対 もあ りうる。

それ は また伝 道 につ いて もあ ては ま

る。 あ なたがセ ミナ リーや イ ンステ ィ

テ ユー トに熱心 で、正 しい態度 を示 し、

伝 道 に出 る準備 をしてい るの を見 れ ば、

弟 も同 じ道 に沿 うで あろ う。

「鏡 をのぞ くように人の生 活 を見
、

人 か らは自分 の範 を得 よ と、彼 に命 じ

た」 と言 うの はテ レン シウスで あ る。

イ ソップ寓話の 中 に も、 「た だ手 本

を示 して下 さい。 そ う した らそれ に従

い ま しょう」 とい う言葉 が あ る。

模範 は最 良の教訓 であ る。 サ ミュエ

ル ・ジ ョンソンは 「模 範 は説教 よ りも

効 験 が ある」 と語 った。

あな たが た若 人 は、年齢 にかかわ り

な く、今 自分 の 人生 を築 いて い るこ と

を承知 してい ただ きた い。 見 かけ倒 し

の安 っぽ い生活 か うるわ し く有益 な生

活か 、建 設 的 な充 実 した生 活 か破 滅 に

進 む生 活 か、 それ は喜 び と幸せ に満 ち

た もの に も、悲惨 に満 ちた ものに もな

りうる。 それ はすべ て あな た自身 に、

あな たの態 度 にか か ってい る。 あ なた

が どこまで昇 り得 るか は、 あなたの態

度 と状 況 への対 応 の姿 勢 で決 まるの で

あ る。

ス イスの山 、 カナ ダの山、 ユ タの 山

・に登 る と.き、大 勢 の人 が共 に山 に挑 む

こ とを考 え てみ た まえ。 その 人 々 もあ

なた と同 じ難所 を乗 り越 えて きたの で

あ る。

高 い所 に登 りつ く人 も、 その道 は常

に平 坦 では なか った こ とを見逃 さない

で ほ しい。ア ブ ラハ ム ・リンカー ンは

青年 時代 に、 イ リノ イ州議 会 設置の運

動 に奔 走 して、痛烈 な敗北 を喫 した。

次 に事業 に乗 り出 したが失敗 し、17

年 の年 月 を無能 な仲 間の借 金返 済 に追

わ れ た。 やが て美 しい女性 に恋 を し、

婚 約 じたが、彼女 は死 んで しまった。

政 界 に入 ってか らは合衆 国議会 をめ ざ

したが さん ざん な結 果 で、国有 土地管

理局 の ポス トを得 よう と したが失 敗 し

た。上 院議 員候補 にな って も大 敗 をな

め 、の ちに1856年 に は副大統 領候 補 に

な りなが らダ グラス候 補 に負 けた。 し

か し彼 はそれ らの重 なる敗北にめげず、

っ い に極 め うる最 高 の成功 を収 め、不

朽 の名声 をか ち えた。 それが合衆 国大

統領 ア ブラハ ム ・リンカー ンであ る。

それが数 々の本 に書 かれ 、困難 の山か

ら自分 の成功 を彫 り上 げ た あの アブ ラ

ハ ム ・リンカー ンなので あ る
。

再 び繰 り返 そう。あなたがたは自分の

望 む通 りに 自分 の人生 を築 くのである。



作 者不詳 の言葉 が あ る。 「人生 に大

障害 の あ るこ とを喜べ。 おおか たの人

間 が克服 しよ うとす る以上 に障害 の高

い こ とを、 また喜 べ。 その数 の 多い こ

とを喜べ 。群衆 をか きわ け、抜 きん出

るため のチ ャ ンス を くれ るのが 、 その

障害 なのだ。障 害 は君 の友 だ。 も しも

高 い障害 が なか った ら、君 は大勢 に追

い越 され るはず なのだか ら。」

昔 の話 をお話 したい と思 う。 ひ とり

の少年 が人生 を どの ように形造 ってい

ったか を。

お よそ3千 年 の昔 、イ スラエルの王、

サウルが自らの高い位 に不相応 な こ とを

露呈 したため 、主 は後継者捜 しに予言

者 サ ムエル を遣 わ され た。予 言者 は8

人 の息子 を持つ エ ッサ イの家へ行 き、

息子 た ちを 目の前 に呼 んで会見 した。

誇 り高 い父 が長 子 エ リアブ を連 れて き

た とき、サ ムエ ルは 「この 人 こそ、主

が油 をそそがれ る人だ」 と思 った。

「しか し主 はサ ムエル に言 われ た、

『顔 かた ちや 身の たけ を見 て はな らな

い。わた しはすで にその 人 を捨 て た。わ

た しが見 る ところは人 とは異 な る。 人

は外 の顔か た ちを見、主 は心 を見 る』d

(サ ムエ ル上16：7)

誇 り高 い父親 は次ρ子 を呼 ん だが、

彼 も退 け られ た。 顔 かた ちの美 しい7

人 の立派 な息子 た ちが次 々 と予言 者サ

ムエル の前 を通 り過 ぎて しまってか ら、

サム エル は父 エ ッサ イに、 「むす ごた

ちは これ で全 部 です か」 と尋 ね た。す

る とエ ッサ イは 「まだ末の子 が残 って

い ます が野 で羊 を飼 って い ます」 と答

えた。サ ムエ ルはエ ッサ イに言 った。

「彼 を連 れてきなさいd(サ ムエル上

16：11参 照)

や がて末の 息子 がや って来 たが 、彼

は血色 が良 く、姿 が美 し く、 人柄 は明

るか った。羊 飼 いで、1日 の大半 を野

で羊 と過 ご して いた ため 、恐 ら く日焼

け を して いたの だろ う。 主 はサ ムエル

に霊感 を与 え、サ ムエ ル は 「これ がそ

の 人で ある」と言 った。(サ ムエ ル16：

12)そ して父親 と息子 た ちが まわ りを

囲 む中 で、サ ムエル は油の角 を取 り、

油 をそそいで 末の 息子ダ ビデ をイ スラ

エ ルの王 に召 した。

その同 じ頃 、 イスラエ ルの宿敵 ペ リ

シテ人 がイ スラエ ル征 服 の ため に軍 を

集 め、 あ る山 の上 に陣 取 った。 イスラ

エル は小 さな谷 をは さんで反対側 の 山

に陣 を しいた。

戦闘 を前 に両 軍 が向 か いあ う と、 ゴ

リアテ とい う名の 巨人 が出 て きて、 イ

スラエル に戦 い を挑 んだ。

「なぜ われわ れ と戦 い に出て きたの

か。 わ た しはペ リシテび と、お まえた

ちはサ ウルの家 来で は ないか。 お まえ

たちか ら、 ひ と りを選 んで、 わた しの

ところへ下 って こさせ よ。 も しその 人

がわ た しを殺 す こ とが で きた ら、 われ

われ はお まえた ちの家 来 とな る。 しか

しわ た しが勝 って その 人 を殺 した ら、

お まえたちは、 われ われの家来 にな っ

て仕 えなけれ ば な らな い司(1サ ムエ

ル17：8，9参 照)そ して さ らに言 っ

た。 「わ た しは、 き ょうイスラエルの

戦 列 にい どむ。 ひ と りを出 して、わ た

しと戦 わせ よd(1サ ム エ ル17：10)

こ の 男 は巨人 で、 いか に も恐 ろ しげ

で あ った。3メ ー トルほ どの背 丈が あ

ってだれ よ りも高 く、青 銅 のかぶ とを

かぶ り、 うろこ と じの重 い よろいを身

につ け、 足に は青 銅 のすね 当、肩 には

青銅 の投 げや りを背 負 ってい た。着 て

い るよろい は実 に重 く、手 に持 つや り

は機 の巻棒 の ように長 く、剣 はかみそ

りの よ うに鋭 か った。 その前 を、盾 を

運 ぶ者 が進 んだ。

ゴ リアテ は恐 るべ き敵 で あったに違

い ない。 イス ラエルの 勇士 たちが彼 を

恐 れ た こ とは無 論 で あ る。 イス ラエル

軍 の だれ もが縮 み上 が って退却 す るの

は 目に見 えてお り、 その挑戦 を受 けて

立 つ 勇気や無 鉄砲 さ を持 つ者 は ひ とり

もいな い様子 であ った。

この重大 な時 に、 父エ ッサ イはサ ウ

ル の軍 に送 り出 した上 の3人 の息子 の

こ とを心配 して いた。 その息子 たちが

イ スラエル防衛 の戦 いに出ているとき、

末の子 ダ ビデは羊 を飼 う仕 事 をあてが

われ ていた。

優 しい父親 は羊 の番 を していた ダ ビ

デ を呼 び、 い り麦 とパ ンを陣営 の兄 た

ちに、10の チー ズは4人 の長 に届 ける

よ うに と命 じた。

ダ ビデは朝早 く起 きて 、エ ラの谷へ

出発 した。羊 が獣 に追 い散 らされた り

殺 され た り食 べ られ たりしないように、

父の羊の世話 は番人によ く頼んでおいた。

ダ ビデが陣地 に着 くと、軍勢 はとき

の声 をあ げて戦 い に出ようとしていた。

ダ ビデは荷 物 を預 り人に託 し、戦列 の

方 へ 走って行 って兄 たちの安 否 を尋ね た。

す る と40日 間毎 日の よ うに挑 戦 し続

けたあの ペ リシテ 人が、 また出 て きて

大音 声 をあ げた。

ダ ビデが戦列 に行 き着 い た とき、人

々は言 っ た。 「あな たが た は、あの イ

ス ラエ ル にい どむ巨人 を見 たか。彼 を

殺 す 人に は、王 が大 いな る富 を与 えら

れ るこ とを知 ってい るか。 巨人 ゴ リア

テ を殺 す こ とのできる人 には、その父の

家 が税 を免 除 され るであろ う。」(1サ ム

エ ル17：25参 照)

一 番上 の兄 はダ ビデ を快 く迎 えず、

怒 って言 った。 「なんの ため に下 って

きたのか。 野 にい るわずかの羊 はだ れ
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に託 したの か。 あな たの物 見高 さ とわ

が ままと悪 い心 はわか ってい る。戦 い

を見 るため に下 って きたのだd(1サ

ム エル17：28参 照)

ダ ビデ は兄 の非難 に気持 を害 した ら

しく、 「わ た しが今 、何 を した とい う

の ですか。理 由 な くここへ 来 た と言 う

の ですか」(1サ ムエル17：29参 照)

と言 った。彼 は 自分 が イスラエ ル を救

うため に、霊感 に うなが され て ここへ

や って きたの を知 って いた。

サ ウル王 が この少年 を呼 び寄せ た と

き、 ダ ビデ は受 け た霊感 を、 その啓示

を繰 り返 し述 べた。.「だ れ も彼 の ため

に心配 し、恐 れて はな りませ ん。 わ た

しが行 って あのペ リシテ び と と戦 い ま

しょうd(1サ ム エ ル17：32参 照)し

か しサ ウル は驚 き、 ダ ビデに言 った。

「行 って、 あのペ リシテび と と戦 う

ことはで きない。 あなた は年 少 だが 、

彼 は若 い時 か らの軍人 だか らですdし

か しダ ビデ はサ ウル に言 った。 「し も

べは父の羊 を飼 って いたの ですが 、 し

し、あ るい は くまが きて、群 れの小 羊

を取 った時 、 わた しはその あ とを追 っ

て 、.これ を撃 ち、小 羊 をその 口か ら救

い だ しま した。 その獣 がわ た しに とび

かか って きた時 は、 ひげ をつか まえて、

それ を撃 ち殺 しま した。 しもべ はすで

に 、 し しと、 くま を殺 しま した。 この

割 礼 な きペ リシテび と も、生 け る神 の

軍 をい どんだの ですか ら、 あの獣 の一

頭 の ようにな るで し ょうd(1サ ム エ

ノレ17：33-36)

そ して また こう言 った。 「し しのつ

め、 くまのつ めか らわ た しを救 い出 さ

れ た主 は、 またわ た しを、 この ペ リシ

テ人の手 か ら救 い出 され るで しょうd

サ ウルは ダ ビデ に言 った。 「行 きなさ

い。 どうぞ主 があ なた と共 に お られ る

ようにd(1サ ム エル17：37参 照)

サ ウル は自分 の よろ い をダ ビデ に着

せ たが 、重 す ぎるため、 ダ ビデは よろ

い を脱 いだ。

そ してサ ウル王 に、 「わ た しは これ

らの もの を着 けて い くこ とは で きませ

ん。慣れ て いないか らです 」と言 った。

(1サ ムエル17：39参 照)

少年 ダ ビデ は小 川 を渡 る ときにか が

み込 んで5個 の石 を拾 い、 それ を羊 飼

いの袋 に入れ 、手 に は石投 げ を持 って

ペ リシテ人の 巨人 に近 づ い てい った。

巨人 はみ るか らにあ きれ、侮辱 に憤

った。血 色が良 く、若 くて姿 の美 しい

少年 を見 て、怒 りと不快 を感 じたペ リ

シテ人 は言 った。

「っ え を持 って
、向 かって くるが、わ

た しは犬 なのか司 ペ リシテび とはダ ビ

デ をの ろ った。ペ リシテ び とはダビデ

に言 った。 「さあ、向か って こい。お ま

えの肉 を、空 の鳥 、野の獣 の え じきに

して くれよう。」(1サ ムェ ル17：43-44)

ダ ビデ は堂 々 と立 ってペ リシテ人 に

言 った。 「お まえ はつ るぎと、や りと、

投 げや りを持 ってぐ わた しに向 か って

くるが、わ た しは万 軍 の主 の名 、す な

わ ち、お まえが い どんだ、 イスラエル

の軍の神 の名 に よって、 おま えに立 ち

向か う。 き ょう、主 は、 お まえ をわ た

しの手 にわ た され るであ ろ う。 わた し

は、 お まえ を撃 って 、首 をはね 、ペ リ

シテ ぴ との軍 勢 の死 かばねを、きょう、

空 の鳥 、地 の野獣 の え じきに し、イ ス

ラェ ル に、神 が お られ るこ とを全地 に

知 らせ よ う。 また この全 会衆 も、主 は
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救 を施 すの に、つ る ぎ とや りを用 い ら

れ ない こ とを知 るであ ろ う。 この戦 い

は主の戦 い であ って、主 がわ れわれ の

手にお まえたちを渡 され るからである。」

(1サ ムエ ル17：45二47)

ぺ り シテ人 と羊飼 いの 少年 は、 どち

らも自信 満 々近 づ い た。

「ダ ビデは手 を袋 に入 れ て、 その中

か ら一 つの石 を取 り、石投 げにはめて、

ね らい を定 め、 ものす ごい勢 い でペ リ

シテ人の額 を撃 った。 お そ ら くは唯 一

の す きあ る場 所 だ ったの であ ろ う。石

は巨人の額 に深 く刺 さ り、大 ほ らふ き

の大 漢 は うつ む きに地 に倒 れた。」(1

サ ムエ ル17：49参 照)

あ なたが た若 人の 中 に、石 投 げ を し

た こ との ある人が何 人 いるか わか らな

いが 、私 は少年 の ときに 自分 で石 投 げ

を作 り、石 をみつ けて きて的 を捜 し、

石 投 げ にはずいぶ ん と上達 した もの で

あ る。 ち ょうど水 か きに使 う ような5

セ ンチほ どの長 さの だ円に皮 を切 り取

り、両端 に小 さな穴 をあけ、長 い皮 ひ

も を両 方 に結 びつ けて、片端 に は指 が

入 る結 び 目を作 る。 それか らその石 投

げに石 をのせ 、頭上 で くる くるまわ し

てはず み を充分つ け、ひ もの片方 を離

して石 を的め がけ て飛 ばす ので ある。

私 たちは石投 げや呼 び子 や ばちん こ

や ボー ルな ど、 お もち ゃは何 で も自分

で作 り、使 い方 も手慣 れ た ものであ っ

た。

「こう して ダ ビデ は石投 げ と石 をも

ってペ リシテ び とに勝 ち、ペ リシテび

とを撃 って、 これ を殺 した。 ダ ビデの

手 につ る ぎが なか った… …」(1サ ム

エ ル17：50)ダ ビデ は石投 げだ け を持.

っ てい たので ある。

ダ ビデの武器1ヰ小 石 と石投 げ と霊 感

と啓示 であ った。彼 には勇気 と力 と自

信 と、特 に天 父への信仰 が あ り、天 父.

に祈 りを捧 げてい た。

その一 方 、40日 もほ ら と自慢 を吹聴

して挑戦 し続 け たペ リシテ人 は、死 の

最 後 を遂 げた。

ダ ビデ は地面 に うつぶ した敵 の体 に

近 づ き、首 をはね た。敵 軍 の心 中 に恐

れが生 じたの は確 かで あ る。案 の定敵

は退散 し、ひ とりの霊 感 を受 け た少年

が敵 の全軍 を破 る こ ととな った。 イ ス

ラエル軍 は逃 げるペ リシテ人 を追撃 し、

戦 い に勝利 を得 たの であ る。

イス ラエルの王 は、 その よ うに奇 跡

的 な勝利 を収 め た少年 は いっ たいだれ

か と尋 ね 、 ヨナ タ ンは彼 に 自分 の剣 と

弓 と帯 を与 えた。聖 書 に よれ ば、 「ま

たダ ビデは、 すべ てその す る ことに、

てが ら を立 てた。主 が共 にお られ たか

らで あ るd(1サ ム エ ル18：14)

さて 、若 い兄 弟諸 君 、現 代 の ダ ビデ

には必 ず ゴ リア テ とい う敵 が あ り、 ど

のダ ビデ も相 手の ゴ リアテ を倒 す こと

がで きるこ とを覚 えて いて ほ しい。 そ

のゴ リア テは、握 りこぶ しや剣 や銃 で

戦 う悪 漢 ではな いか も しれ ない。血 の

通 う肉体 を持 っては いな いか も しれ な

い。3メ ー トルの背 丈 は な く、武装 し

て いな いか も しれ ない。 しか し、 どの

少年 に もゴ リア テ はい る6そ して どの

少年 も石投 げ を持 ち、なめ らか な石 の

あ る/」・川 に近 づ くこ とが で きる。

あ なたがたは 自分 を脅 か す ゴ リア テ

に出会 うであ ろ う。 その ゴ リア テが な

らず者 であ ろ うと、盗 みや破 壊 の誘 惑

であ ろ うと、強奪 の誘 惑 、気 ま ぐれ な

出 来心 の誘 惑 、肉欲 の罪 の誘 惑 、 あ る

い は教会 活動 をさぼろ う とい う衝動 で

あ ろう と、 あな たの出会 うゴ リア テが

た とえ何 で あろ う ともあな たは彼 を、

殺 す こ とが で きる。 しか しこの こ とを

忘 れ ては な らない。勝 利者 となるには、

ダ ビデの歩 んだ道 を歩 まね ばな らない

こ とを。

「ダ ビデは
、す べ てそのす ることに、

て が らを立 て た。主 が共 にお られ たか

らであ るd(1サ ム エ ル18：14)

ダ ビ デは誠 実 に父の羊 を飼 っ・た。父

か らほか の仕 事 を与 えられた ときに も、

羊 の番 人な しに放 って出 かけ は しなか

った。

ダ ビデは信 頼 され た。父 か ら羊 を託

され て、羊 を守 るため には、 た とえ危

険 を冒 して も熊 を殺 し、ラ イオ ンを殺

した。 野獣 の 口か ら小羊 を救 い出 して

親 に返 してや った。 ゴ リァテ を殺 す た

め に5個 の石 を拾 ったが 、必 要 なの は

た ったひ とっ で あった。彼 は立派 な少

年 で 、天 父 を信 じ主 を信頼 したが 、人

は恐れなかった。あの ペ リシテ人 の巨 人 を'

な じって この よ うに言 ったの で ある。

「お まえはつ る ぎと、や りと、投 げや

りを持 って、 よろい をつ け 、盾 を とる

者 を連 れ て、わ た しに向かって くるが、

わ た しは万 軍の主 の名 、す なわ ち、お

ま えが い どん だ、 イスラエ ルの軍 の神

の名 によ って、 お まえに立 ち向 か うd

(・1サ ムエル17：45参 照)

しば ら く前 、私 は雑 誌か らあ る広 告

を切 り抜 いた。 それ に はこ う・書 いてあ

った。

「あ る 日いつ か
、私 たちはだ れで も

逆 境 の冷 たい風 に さ らされ る。 ある者

は そ こか ら逃 げ、糸 の切 れ た タコの よ

うに地面 に落 ち、 あ る者 は一 歩 も譲 ら

ず、襲 いかか る風 は彼 を楽 々 と高 く揚

げ る。私たちは出会 う試 みではな く、打

ち勝つ ものに よって測 り見 られ るのだd

そ のパ イプ ラ イ ンの広告 に は、 「川

も山 も海 もこの パ イプ ライ ンの作業 の

手 を阻め な い。 川や 山や海 の入 り込 め

ない所 を、.パイプ ライ ンは越 え、 も ぐ

り、 またいで行 く」 と書 かれ ていた。

この教 会の 、 そ して全教 会員 の心 に

いつ もあ る思 い は、今 タ タ トル兄 弟が

話 され た伝 道活動 の こ とで ある。 主 は.

使 徒 たちに、教 会事務 局 の美 しい絵 に

あ る通 り、行 って すべ ての造 られた も

の に福音 を宣べ伝 えよと言われた。(マ

タ イ28：19，20参 照)あ な たがた若人

に再 び言 いたい。 あ なたが たの責 任 は

その召 しに応 える こ とで ある。 も し監

督 や ステー キ部 長 会か ら主 の召 しを受

け たな らば、その 召 しを立派 に果 たす

の はあな たの特 権 で あ り、義務 で もあ

る。 またい ったん伝 道 を目標 に掲 げた

か らに は、世 界各 地 に串 て行 って福音

を宣 べ伝 え るの にお金 の かか るこ とを

忘 れな いでい ただ きた い。今 か らその

ため の お金 を貯 め始 め るのは、 あなた

の特権 であ るこ とも心 に留めてほ しい。

プ レゼ ン トをも らった りア ルバイ ト

を した りしてお金 が入 る ご とに、伝道

の ための貯 蓄 に幾 らか を まわす ことで

あ る。少年 た ちは両親 に頼 らず に、 自

分 で伝道 資金 を貯 め たいで あろ う。バ

プテ スマ を受 け て聖霊 を授 け られ た世

界各国 の少年 は 、福 音 を世 の 人々 に証

す る責任 が あ る。 またそれ はあ なたが

た に とって良 い機 会 であ り、 あ なたが

た を大 き く成 長 させ るで あろ う。

私 はエ ドガー ・A・ ゲ ス トの.「装 備
む

(Equipment)」 と い う 詩 が 好 き で あ る 。

君 よ、 自分 で未 来 を定 め よ

偉人の持 て るものは すべて君にある

2本 の腕 、2本 の手 、2本 の足 、2

つ の 目 ㌦

賢 明 に使 うな らば その頭 脳 も。

彼 らはみ な その装備 をもって始 め

たの だ ，

さあ、頂上 め ざ して行 け 、 「ぼ くに

はで きる」
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と 言 う の だ 。

賢人 、偉 人 、彼 らを見 よ

あ りふれ た皿 で食事 を とり

同 じようなナイ フ とフ ォー ク を使 い

似 た ような靴 の ひ もを結 ぶ

世 は彼 らを雄.々 しく賢 い と思 う

だが君 は、彼 らが初 め に持 った もの

をすべ て

持 ってい るの だ。

君 は勝利 し、熟練 で きる。

その気 に なれ ば 偉 大 になれ る。

君 が闘 お う とす る もの に 君 の装備

は充 分 なのだ

君 に は足 が あ り、手 があ り、頭 悩 が

あ る

偉業 を遂 げ た人 も

君 と同 じに 人生 を始 め たのだ。

君 が出 会 うべ き障 壁 は君 だ

君 の境遇 を選 ぶ のは君 だ

君 が望 む行 き先 を告 げ るの だ

真理 を どれだ け学 ぶか を告 げ るの だ

神 は君 に人生 の装備 を され た。

だが神 は君 に、何 に な りたいか を決

め させ るの だ。

勇気が内か ら湧 き出 なければならない

勝利 の意志 を備 え るの は人

さあ、君 よ、 自分 で未来 を定 め よ

君 は偉 人 の持 てるすべ て を持 うて生

まれたの だ

君 の装備 をもって 彼 らもみ な始 ゆ

㌔たのだ

自分 を追 い越 し、そ して言 うのだ「ぼ

くには で きる」 と。

Co〃 θc言edV'eヅ8εoプEd8α7殴.

G麗8ヵ 「エ ド ガ ー ・A・ ゲ ス ト詩 集 」

シ カ ゴ ， レ イ リ ー ・ ア ン ド ・ リ ー 社

、1934年P.666)

あなたが たの前途 に立 ちふ さが り、

挑 戦す るもうひ とつ の巨人 ゴ リアテの

こ とをお話 したい。 その名 は ポル ノグ

ラフ ィー ，また は汚 れで あ る。別 の詩

を読 んでみ たい。

君が下 品 な話 をす ると き

仲 間.に どんな気持 を与 えたか

しば し考 えは しないだ ろ うか。

仲 間 はそれ を喜 ぶ と思 うのか。

仲間 が笑 うか ら、 それ で得 意 になれ
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る と

君 は思 うの か。

自分 が心 の 中 を

すべ て さらけ出 して いるの を知 らな

いの か

下 品 な話 が君 の 口か ら出 る ときに。

それ は君 の汚辱 を示 し

それ は君 の無学 を表 わ し

まこ との楽 しみ を愛 す る気 高 い少年

た ちを

不快 にす るの だ。

君 は常識 のか け らを

示 して い る と思 うの か、

心 が'どれだ け腐 ってい るか を仲 間 に

見せ て

い る ときに。

父母 と友 とをはずか しめているこ とを

君 は知 って いるのか。

考 えてみ た まえ、少・年 よ、わか るだ

ろ う。

言葉 を少 し選 び

あ と少 し上 品 に、

まわ りの 人 を尊重 すれ ば、君 は勝利

者 にな る。

汚 れ と堕落 と罪 に

人生 を送 ろ うとす る人 々 に

はるか に先 ん じるのだ

こめ詩 を私 は少年 の ときに読 ん で深

い感 銘 を受 けた。 これが あ なたが たの

心 を打つ よ うに と願 って い る。

少年時代 ア リゾナ州 に住 んでいた頃、

ほ とん どの農家 が メ ロン畑 を持 って い

て、 で きた メロ ンを売 りに出す家 もあ

っ た。時 々少年 た ちが仲 間 を誘 い、夜

の闇 に乗 じて メ ロン畑 に忍 び込 み、 ジ

ャ ックナイフ で手 あた りしだ いメ ロ ン

をもぎ取 った ものだ。 彼 らは メロ ンを

食べ たいわけ では な く、 ただ何 か をめ

ち ゃ くちゃ に した い とい う醜悪 な衝 動

に駆 られ たの であ る。 それ を、私 は ど

う して も理解 で きなか った。 もの に火

をつ けた り、窓 ガ ラス を割 っ た り、敷

物 を引 き裂 い た り、荒 々 しい卑 劣 な い

たず らを、私 は どう して も理解 で きな

か った。

ダ ビデは、 その ような こ とを しなか

ったの であろ う・。彼 はラ イオ ンを素 手

で殺 したが、そ れは羊 を守 るため であ

った。 ゴ リア テ を殺 したが 、それ はイ

スラエル を救 うため であ った。素 手 で

熊 を殺 したが、 これ も父 の羊 を救 うた

め で あ った。

も しあ なたが たが、卑 劣 ないたず ら

を企 て る仲 間 の前 に いあわせ たな らば、

彼 らが それ を思 い とど まるよ うに、特

に何 の価値 もな く、人格 に傷跡 を残す

だけの行為 をやめ るよ うに勧め てほ し

い と思 う。

モル モ ンの言 葉 を覚 えてお いでで あ

ろ う。
'「この試 しの生涯 の間 賢 くせ よ

。 自

分 の身か らあ らゆ る汚 れ を払 い去 れ。

情欲 を満 そ う と して願 い求 め ては なら

ない。 む しろ何 の誘惑 に も負 けず に生

け る真の神 に仕 える と言 う固 い決心 を

もって願 い求 め よd(モ ルモン9：'28)

ヘ ン リー ・バ ン ・ダ イ クの この詩 は

あなたが たの心 に残 るこ とで あろ う。

人は己 が 目を罪で かす ませ

天 の光 明 を疑惑 で くもらせ

宮 に壁 を築 いて あな た を閉 じ込 め

鉄 の教条 を立 て てあ なた を入 れな い

「外 なる神 にむ けて」

あな たがたす ば らしい教 会の若人は、

単 に月並 み で あ って は な らな い。 あな

たが たの生活 は清 く、あ らゆ る罪 の思

いや行 な いか ら離 れ てい なけれ ばな ら

な い。 うそや盗 みや怒 りや不信仰 があ

ってはな らず、正 しい ことは必 ず行 な

い、性的 な罪 は どん な ときに もどんな

ことで も犯 して はな らな い。

あ なたが たは善悪 を知 ってい る。 あ

な たがたは みな、 バプ テ スマ のあ とで

聖霊 を受 け た。思 いや行 ないの良 し悪

しを人 に判断 して もら う必要 はな い。

みた まに よって それ を知 るか らである。

今 、 あなたが た は自分 の絵 を描 き、 自

分 の彫 像 を彫 って い る。 それ を立 派 に

仕上 げるの は、 まさに あな た自身 なの

であ る。

神 が 、愛 す る若 人 を祝 福 されん こ と

を。私 は天 父 が あなたが たの まこ との

友 で ある こ とを知 って いる。天 父があ

なたが たに為 せ と言 われ る こ とはすべ

て正 しく、あ なたが た を祝福 し、雄 々

しく強 くす るであ ろ う。 「またダ ビデ

は、 すべ てその す る こ とに、 てが らを

立 てた。主 が共 にお られた.からであるd

(1サ ム エル18：14)

神 が あなたが た を祝 福 されんことを、

イ手 ス ・キ リス トのみ 名 に よ りお祈 り

申 し上 げ る。 アー メ ン。
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罪 を犯 した人 に対 す る私 た ちの責任

1974年10月5日(土)総 大 会 の神 権 部 会 にお け る説教

愛搬 簾 甑響 簡覇二
た まに祝 福 され 、 これ まで と同様 に恵

みが私 たちの上 に と どまるよ う願 って

いる。神 の権能 を授 か る とい うことは、

何 と光栄 あ る特権 だ ろ うか。 これ は、

教会 の 中で も最 もへん ぴな地域 で 、 し

か も小 さな支部 の一 番新 しい執事 に聖

任 され た少年 であろ う と、 教会 の最高

の地位 につ い てい る大祭 司 であろうと、

等 し く言 え るこ とで あ る。 この よ うな

神権 を帯 びて い る私 たち は、主 と誓約

を交 わ して お り、 その誓約 を守 り主 の

前 に正 し く歩 むか ぎ り、数 多 くの祝福

を受 け る こ とがで きる。

先 日私 は ある熱 意 にあふれ た帰還 宣

教師 と話 を した。この人は教 会 員 にな っ

てか らまだ5年 しか たっていなか った。彼

は次 の ような興 味あ る話 をして くれた。

この青年 は高 い理 想 を持 った立 派 な

両親 に育 て られた。 しか し、 この教 会

が教 える数 々の こ と、例 えば、今 日地

上 に神 の予 言者 が存在 す る こ と、死 後

体 と霊 が再 び結合 して文字 通 り復 活 し、

永遠 に生 きる こと、 さ らに人が文字 通

り神 の霊 の子供 で あ るとい う美 しい、

重要 な概 念 な どは、考 えて もみ なか っ

た し、 まただれ も教 えて くれなかった。

福 音 が回復 され たこ と、 人格 を持 った

神 が生 きてお られ る こと、そ して世 の

救 い主 イエス ・キ リス トが生 きて お ら

れ、文字 通 り肉 におい て神 の御子 であ

るな どの教 え を、一度 も耳 に した こ と

が なか ったので ある。

あ る避 暑地 で ほかの若者数 人 と働 い

て いた ときの こ とで あった。 そ こでは

皆 が思 い思 い に楽 しんでい る ように見

受 け られ た。 その ような中 で この少年

は、他 の仲 間 とは違 った生 活 を してい

る3人 の若 者 に気 がつ いた。3入 は タ

バ コや アル コー ル、睡眠薬 な どを飲 ん

でい ない ようであ った。 あ らゆ る角 度

か ら見 て非 常 に高 い標準 に従 ってお り、

道徳 的 に も清 い ようであ った。

第 一 副 管 長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

彼 は次 の ように語 った。 「私 は彼 ら

にひかれ るよ うに な り、彼 ら と話 を し

てなぜ ほかの 人々 と違 うの か知 ろ う と

しま した。3人 は 自分 たちが モルモ ン

教徒 であ る と告 げ、知 恵 の言葉 を守 っ

て い.ることを紹 介 し、 この戒 め につ い

て説明 して くれ ま した。 また主 が 『あ

な たは姦淫 して はな らない』(出 エ ジ

プ ト20：14)と 命 じられ た こ とと、性

的 な罪 は教会 で最 も重 い罪 と考 えられ

て い るこ とを話 して くれ ま したd

彼 はこうも言 っ.た。 「私は この青 年 た

ち と非常 に親 しくな り、彼 らが教えて く

れたこと、すなわち彼 らの生 き方 が好 き

にな りました。3人 は教会 につ いて何 で

も話 して くれ ま した。彼 らは教 会 を誇

りに思 っているように見 え ま した し、他

の若 い人 々 と生 き方 が異 ってい るこ と

を恥 ずか しい と思 ってい る様子 はあ り

ませんで した。しか し、このキャンプ場 に、

福音 の原則 を守 って いな い教 会員 が一

部 い るこ とも教 えて くれ ま したd

私 はこれ を聞 いて 、 この一部 の会 員

が あ るべ き姿 を保 たず、誘 惑 に負 け、

正 しい と知 ってい なが らそれ を守 るだ

けの力 がなか った こ とを悲 しんだ。 も

し彼 らが十 分変 えられて いて、 キ リス

トの福音 とその 教 え を恥 としてい なか

った ら、彼 らもさらにだれ か他 の人 に

良 い影 響 を及ぼ し、 その生活 を変 えさ

せ て、忠実 な者 に約束 され た究 極の祝

福 に備 え させ てい たであ ろ う。

この友は続けて言 った。 「3人 の内 ひ

とりは、帰還 宣教 師 で した。私 が ます ま

す興味を抱 くようになるのを見てとると、

伝道 地で していたように、私に福音 を教

えて くれ ました。私 は両 親 に手紙 を書 い

て、私 が発見 したこ とを知 らせ ました。

両 親 は これ を歓迎 せ ず、大変 気分 を害

して しまいました。しか し家 に帰 って一

部始 終 を話 した ところ、私 の生活 態度

や習慣 の変化 な どに現 われ た良 い影響

を認 めた こ ともあ って、バ プテスマ を

受 け るこ とを許 可 して くれ ま した。私

はこの こ とを本 当に感謝 してい ますd

こ の青年 が教会 に加 入 したのは弱冠

19歳 の ときで あ った。彼 は続 けて、 ア

ロ ン神 権 を与 え られ た ときの喜 び と、

主 の十字架上 の死 を記 念す る聖 餐 を祝

福 し、配布 す る特 権 に浴 した ときの感

激 を述べ た。同時 に この儀 式 の神聖 な

こ とに思 い を馳 せ て非常 に謙遜 になっ

た こ と、従 って常 にふ さわ しい者 にな

る よ うに努 め 、身 な りを きち ん とし、

主 が そばに お られ る ようなつ もりで振

る舞 うよ うに した、 と言吾った。

彼 は祭 司 であ った とき、新 しく会 貝

に なる人 にバプ テスマ を施 す機会 があ

った。 これ は救 い主 にバプテ スマ を施

したバ プ テスマの ヨハ ネの特 権 と権能

に等 しい もので あ るこ とを知 って、彼

は大 きな祝 福 を感 じた。 彼が語 るの を

聞 きなが ら、私 は、す べての若 人が こ

の儀 式 を執行 で きるこ とが どれほ ど重

要 な ことであ り、 また大 きな特権 で あ

るか を感 じ取 り、理 解 して くれれ ば ど

んなに よいだ ろ うか 、 さ らに主 が私 た

ち を神権 者 と してふ さわ しい生 活 を送

り、神権 の義 務 を全力 を尽 くして遂 行

で きる者 と して信 頼 して お られ るこ と

を知 るこ とが で きれ ば、 どん なによい

だろ うか と考 え た。
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それ か らこの青年 は、1年 後 監督 と

ステー キ部長 か ら伝 道 に出 る面接 を受

けて、 その備 えがで きてい るこ とを示

す ことがで き、本 当 に うれ しい と思 っ

た。彼 は知 恵の言葉 を よ く守 り、安 息

日を聖 く過 ご してい た し、.あ らゆ る意

味 で身 を清 く保 ち、女 性 を尊 んでいて、

女性 の友 だ ち と接 す る ときは 、決 して

自分 の妹 に して もらいた くない ような

こ とは してい なか ったの であ る。 それ

で彼 は非'常に快 活 で喜 びにあふ れて い

た。 こう して主 の承認 を背 に感 じなが

ら、主 の使者 と して伝道 地 に行 くこ と

が で きたの であ った。 彼 は最 初 の改宗

者 にバプ テスマ を施 し、確 認 した と き

の感激 を語 って くれ た。

またあ る男の人 にメル ケゼ デク神 権

を授 け、長 老 に聖 任す るよ うに言 われ

た ときも、非 常 に謙遜 な気持になった、

と述懐 した。彼 は、主 のみ名 によ って

行 な うこの よ うな特権 にあずかるには、

どれ ほ どふ さわ し くなけれ ば な らな い

か、 また彼 が聖任 す る人 も大管 長 が聖

任 す る長老 と寸分 変わ らぬ神権 者 であ

るこ とを知 った。彼 は非常 に謙 輝 にな

り、主 に感謝 したので あ った。

最 後 に、私 たちは もうす ぐ結婚 しま

す、 と言 っ却。 そ して顔 を輝 かせ なが

ら、私 も婚約 者 も清い状態 で神殿 に入

る資格 が あ り、永遠 に結 び固 め られ る

こ とを感謝 して い ます 、 と結 ん だ。

そ こで私 は この青年 に言 った、 「神

の権能 を、言 い換 えれ ば神 の み名 によ

って行 動す る権 威 を与 え られ た青 年以

上 に、大 きな特権 あ るいは責 任 を与 え

られた人 はい ませ ん。 あな たがた は、

これか ら神殿 で聖 な る神権 に よって結

ばれ ます。 そ して、約 束 され たすべ て

の祝 福 と特権 を享受 す ることで しょうd

.今 日教会 の中で育 った青 年の中には、

神権 が与 え られ るこ とを当 た り前 の こ

とと考 え、特権 で ある と考 えるよりは、

単 な るひ とつ の権 利で あ る と考 える人

が あ ま りに も多 い。知 恵の言葉 を破 っ

た り、道徳 の規準 を下 げ た りす る こと

が気 の きい た生 き方 であ る と考 える人

が 多い ようであ る。私 は、主 が この こ

とを喜 んで お られ ないこ とを強調 した

い。神権 を受 けて いる若 い男性 は神権

者 と してふ さわ し く生活 しなけれ ばな

らない し、ふ さわ しくない者 は、ふ さ

わ しくなる まで昇進 を受 けて はな らな

い。』これ は きわめ て大切 なことである。

また備 えので きた、ふ さわ しい者 で

なけれ ば、伝 道 に出 るよ うに召 して は
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な ら ない。大 企業 の幹部 で 、知 識 、能

力 、.，責 任感 の面 で信 頼 で きる人物 か ど

うか、言 い換 えれば完全 に任せ られ る

人間 か ど うかわ か らないの に、その 人

に会社 を代表 させ 、他 社 と契約 を交 わ

させ るよ うな こ とが あるだ ろ うか。

主 を代 表 し、主 のみ名 に よって語 る

者が 同様 にふ さわ し くなけれ ばな らな

い こ とは、 当然で あ る。主 は、ふ さわ

しくな るため に は何 で もす る人 、教会

とイエ ス ・キ リス トの福音 を擁護 す る

ため に立 ち上 が って、真 理 の証 を述 べ

不義 ・を非難 す る人 を、非 常 に喜 んで お

られ るに違 いな い。 また主 は、一度 誓

約 を交 わ した者 が その誓約 を守 らなか

った場合 、子供 が道 に迷 った と きの親

の ように悲 しみ、失望 され るだ ろ う。

私 はす べて の若 い男性 には っき り申

しあ げたい。私 た ちは誓約 を守 る とき

に、幸福 に な り、成功 をお さめ、 人々

か ら愛 され、 また私 たち を軽 べつす』る

者 か らさえ も尊敬 を勝 ち取 る ことがで

きるよ うにな る。 彼 らは私 たちが誓約

を守 り、決意 を守 り・通 し、信仰 を擁護

し、人 とは異 なった生活 をす るこ とを

期待 してい る。 この こ とは教会 員 が犯

罪 を犯 した ときに よ く明 らか にな る事

実 であ る。共犯 者 の宗 派 につ いて は何

も触 れ られ ないの に、教会 員 はモル モ

ン教徒 で ある、 あるい はモル モ ン教会

の会員 で ある と報 道 され るか らである。

指 導者 の皆様 に強調 した い。神権 者

や これか ら神権 を持 とう とす る人 と密

接 につ なが ってい るこ とは、私 たちの

責任 であ り、 また特 権 で もあ る。私 た

ちは、教 えるこ とによ って 、 また よい

模範 、証 によって、彼 らが福 音 を理 解 し、

責任 をわきまえるように、また福 音 の教

えに沿 って生 活 す るこ との重要性 を認、

識 す るよ うに、助けなければな らない。

あ なたがたが少年 たち を愛 して い る

こ とを、 また彼 らが成 功 をお さめ 、幸

福 にな るために で きるか ぎ りの こ とを

す る用 意 があ るこ とを、知 らせ なさい。

しか し、現在 ふ さわ しい生 活 を してお

り、 しか もなお今後 も受 け入れ た福 音

の標準 に従 いなが ら神権 の義 務 を全 力

を尽 く して遂行 し、 これ を敬 お うとす

る態度 が なければ、 だれ も神権 の昇 進

を受 け るこ とはで きない し、神 殿 に入

る推薦状 も伝 道 に出 る召 しも受 け られ

な いこ とを、常 に覚 えな ければ な らな

.い。ふ さわ しくないの に神 権 の昇進 を

許 した り、神 殿 に入 るための推 薦状 を

与 えた りす るこ とは、決 して親切 な こ

とでは ない。 変 わ るこ とを期待 して若

い男性 を伝 道 に出 す ことも同 じである。

人 は召 され る前 に必 ず ふ さわ しい こ と

を証 明 しなけれ ばな らない。主 は資格

の あ る代 表者 を求 め てお られ る。.

さ て、若 い男性 の皆 様 に もう一度 申

し上 げた い。 あ らゆ るこ ζにつ いて正

直 で あ るこ とは きわめ て大切 であ る。

一部 の 人 は伝 道 に出 た り
、神 殿 に入 る

ため に、監 督 や ステー キ部長 に うそ を

つ い てい る。 そ うい った入は断 じて伝

道 に出 た り神殿 に入 る特 権 を受 けるに

ふ さわ しい人物 で はな い。主 を欺 くこ

とは決 して で きな い。

指 導者 の皆 様 、伝 道 に出 よう とす る

人 と面 接す る ときは、 その 人が主の代

表者 となるに は主 か ら何 が期待 され て

いる と思 って い るか を聞 き出す よう'努

め なさい。 ちゅ うち ょす るこ とな く微

に入 り細 にわ たった面接 を し、その 人

がふ さわ しいか どうか 、何 か罪 を犯 し

て いないか どうか、 また伝 道 の召 しに

つ いて どう思 ってい るか を知 る ように

すべ きで ある。 そ してふ た りで主 が そ

の こ とを どう感 じてお られるかを考 え、

その結 論 に従 って行動 していただきたい。

資格 の ないふ さわ しくな い青年 を伝

道 に出す こ とは、明 らか に正 しくない。

その よ うな人 は召 しのみ た まを感 じる

ことが で きない。派 遣 された地 で伝道

部長 の重荷 とな り、伝 道活動 を妨 げ る

だけ であ る。伝道部 長 に とって宣教師

を破 門 した り、 罪の ため に送還 した り

す るこ とが どれ ほ ど心 を痛め るこ とで

あるか を私 は知 って い る。

もし罪 を犯 した青 年 が いれば、 その

人 を愛 してい るこ とを感 じさせ1正 し

い道 に戻 れ る よ うどんな援 助 も惜 しま

な い ことを告 げ な さい。 サ タ ンが解 き

放 たれて いる こ とと、 その数 多 くの軍

勢 が若 い男女 を道 か ら踏 み はず させ よ

う として いる こ とを覚 えな さい。 これ

らの若 い人 々が福 音 の原則 に従 って生

きられ る よう、いつ で も彼 らを励 まし、

導 き、道 を示せ るよ うに備 え を してい

ただ きたい。 あな たがたの怠惰 の ため

にひ と りの男子 も、 あ るいは女 子 も失

わ れ るこ との ない よ うに決意 を固め て

いただ きたい。

さて、罪 を犯 した者 に話 題 を移 そう。

すべ ての伝 道部 長 、 ステー キ部長 、 そ

して監督 は、 あ らゆ るケー スにおいて

どの よ うに調査 し、取 り扱 うか、その

方 法 が示 され て.お り、 また指 導 も受 け

て いる。重 い罪 を犯 して い る者 は、'進.



歩す る こ とがで きない。 そ して罪の中

に留 まって い る限 り幸福 では ない。告

白 し、悔 い改 め るまでその 人 は捕 われ

の身 であ る。愛 と しか るべ き処 罰 を も

って正 しい処置 を受 け た人は、後 に あ

なたの配 慮 と理解 に、 また指 導 力に感

謝 す るだ ろ う。正 しい処 置 を受 ければ、

その 人は悔 い改 め て再 び教会 の活動 に

加 わ るこ とが で きる。 しか し何 らかの

措 置 は必 ず講 じられ ねば な らない。

教会 の活動 に活発 に参加 して いな い

人 に気 をつ けなさ い。 も し何 か おか し

い、 あ るい はだれかが 罪 を犯 してい る

ようだ と感 じれ ば、愛 を もって その人

の所 に行 き、何 が あったのか を知 る責

任 が ある。人 はあ なたの処 置 に感謝 す

るだ ろ う。迅速 に行 動 す る ことに よっ

て、 それ以上の罪 を防 ぐことができる。

問題 の あ る人 を救 い 、囲 いの 中 に連 れ

戻 すべ きであ る。

一部 の監 督や ステー キ部 長 は
、 これ

まで に一度 も人 を破 門 した り、処 罰 し

たこ とが ない し、今 後 もす るつ も りは
'ない と言

って い るとい う。 この態度 は

全 く間違 って い る。 イス ラエ ルの判事

は、必要 であれ ば正 しい裁 き を下 す 責

任 があ る。裁 く責任 を帯 び た人 に とっ

て大切 な言葉 が教義 と聖約20章 に出て.

い るので 、読 ませ てい≧だきたい。 「誰

にて もキ りス トの教 会 員に して罪 を犯

し、 または過 ちに陥 りた る者 は聖 典 の

指 図 す る ところに則 りて処 置 すべ しd

(教 義 と聖約20：80)

兄 弟 たちよ、聖典 と手 引 きに精通 し、

そこに書 かれ た通 り実行 し、必 要 な と

きには教会 員 を処罰 していただきたい。

身近 な指導 者が罪 を見 て もそれ を無 視

した り、見逃 した り、 またはお おい隠

そ うと した りす るこ とは、決 して罪 を

犯 した人に とって親切 なことではない。

この こ とにつ い て触 れ た ジ ョン ・テ

イ ラー大管 長 の言葉 を読 んでみ よう。

「さらに、何 人かの監督 は、会 員の罪

.を隠 そ うと している とい うことである。

私 は神 の名 に よって彼 らに言 お う。 あ

なたが た はその入の 罪 を負 わ なけれ ば

な らない。 あな たがたの 中 に人の罪 に

加 担 した い、あ るいは奨 励 したい と思

う者 がいれ ば、 あなたが た はその罪 を

負わ なけれ ばな らな くな るだ ろ う。監

督や支 部 長 の責 任 にあ る人々 は よ くこ

の こ とを心 に とめ てい ただ きたい。神

は罪 人の処置 をあなたが たの手 に委 ね

て お られ るの であ る。 あ なたが たは正

義 の原則 に手 を加 えた り、人々の非 行 、

腐 敗 をおお い隠す ために教会 の高職 に

任 命 されてい るので はな いd(「 大 会

報告 」1880年4月P.78〔 英 文 〕)

兄 弟の皆様 、 これ は非 常 に強 い言葉

であ る。 しか もこれ は大 管長 が 、神 の

予 言者 が語 った言葉 であ る。 また ジ ョ

ー ジ ・Q・ キャ ノン も次の よう.な重要

な声 明 を残 してい る。 「神 のみ た まは

疑 い もな く、非常 に悲 しんでいるので、

この よ うな行 為 を犯 した者 を見捨 て る

ばか りか、私 た ちの周囲 で この よ うな

こ とが行 なわれ るの を止めなか った者 、

行為 者 を責 め なか った者 を も見捨 て ら

れ るだろ う。」

私 たちは この世 の 中で生 きて いか な

けれ ばな らな いが、世 の者 となっては

な らない。私 た ちは世 の流儀 や標準 を

受 け入れ るこ とはで きな い。私 たち は

イエ ス ・キ リス トの福音 を示 されてい

て、私 たちの標準 が どの よ うで なけれ

ばな らないか をは っ き り知 らされて い

る。 また神権 が 回復 され、私 たちは そ

れ を受 けてい る。私 た ちはあ らゆ る点

で模 範 を示 さなけれ ばな らな い。 罪 を

犯 した者 に対 す る処 置 の方法 と神権 者

の責 任 につ い て、教 義 と聖 約 に数 多 く

の聖 句 が掲載 されて い る。 その 中で も

次 の聖 句 に注意 して いた だ きたい。

「この故 に、今 や神権 者皆 各 々 その

義務 を覚 れ。 また己 が任 命せ られ たる

務 め を全 く勤勉 に勤 むべ し。

お よそ、怠惰 な る者 はその他位 に居

る に値せ ず、 また その義 務 を覚 らず信

任 さるるに足る行 いを示 さざる者 は、そ

の地位 にあ る値 なき者 な り。誠 に然 り、

アー メンd(教 義 と聖 約107=99，100)

教 会 に よって処 置 され る事 柄 に次の

ような ものが含 まれ るこ とが 、聖 典 か

ら明 らかで あ る。 もちろん これ がすべ

てで はな い。 す なわ ち、婚前 交 渉、姦

淫 、同性 愛、堕 胎 、その他 の不 道 徳 な

行為く 窃 盗、詐欺 、殺 人 な どの犯 罪 、

背教 、教 会の規 則や規 律 に対 す るあか

らさまな反抗 、故 意 に行 なわれる背反 、

妻 子 に対 す る残 忍 な しうち、 いわ ゆ る

多妻結婚 の擁護 あるい は実施 、その他

教 会 の秩 序 を乱 す キ リス ト教徒.ら しか

らぬ行為 で あ る。

もしあ なたが た指 導者 が主 の勧 め に

従 って働 くな ら、主 はあ なたが た を祝

福 し、力づ け、方 向 を示 され るだろう。

そ して あなたが たは主 に仕 え る ときに

大 きな喜 び を覚 え るだ ろ う。 ただ 、人

が会 員権 を剥奪 され た り、破 門 ざれ た

場合 、 あな たが たは その人 に寛大 な愛

を示 し、深 い関心 を寄 せ て、 その 人が

生 活 を立 て直 し、再 び教 会 に戻 れ るよ

うにあ らゆ る努 力 を払 う用意 が あるこ

とを知 らせ な けれ ばな らない。 これは

きわめて大切 な こ とであ る。.

教 義 と聖約 に次の ように書かれている。
「見 よ
、お よそす で にその罪 を悔 い改

め る者 は赦 され、主 なるわれ もはやこ

れ を忘 るべ し。

人罪 を悔 い改 め しや 否や は、見 よ、

彼 は 自らこれ を告 白 しその罪 を捨 つべ

ければ、 その悔 い改め た る ことはこれ

によ りて知 るを得 べ しd(教 義 と聖 約

58：42，43)8

今 晩 ここ をは じめ 各所 に集 まってい

る人々に強調 したい。私 た ちの責 任 は、

人 を救 うことである。私 たち指 導者 は、

自分 にで きる範囲 の ことをす べ て行 な

い、会員 を正 しい道 に導 き、信 仰 を強

く保 たせ 、次の こ とを知 らせ なければ

な らな い。 す なわ ちそれ は私 たちが彼

ら を愛 してい る こ とであ り、人 はす べ

て神 の 目に大 い なる存 在 であ るこ とで

あ り、私 た ちが天 父 な る神 の霊 の子供

であ るこ とで あ り、神 が いつ も私 た ち

を祝 福 しよ う と待 ってお られ るこ とで

あ る。私 た ちは両 親 とその子供 に よ く

接触 して、彼 らが道徳 的 に清 くあ り、

神 の王国 のふ さわ しい会 員で あって、

天 の王国 に入 る備 え を してい る ように

導 く責任 が あ る。 しか し決 して不必要

に異性 と親 しい間柄 になってはな らない。

あと数 分 もす れば 、私 たちは大 管長

か ら、言 い換 えれ ば神の予 言者 か ら指

導 の言葉 を受 け る。 彼が確 か に神 の予

言 者 であ るこ とを、 また神 が実 際 に生

きてお られ るこ とを、神 の御子 イエス ・

キ リス トが世 の救 い主 で あって、私 た

ちが復 活 し、不 死不 滅 と永遠 の生命 を

得 られ るよ う、 この世 に来 て命 を犠牲

に された こ とを証 す る。私 たち は今 日

神 の予 言者 、す なわ ち スペ ンサー ・W

キ ンボール大 管長 を通 して主 か ら導 か

れて い る。 キ ンボー ル大 管長 と共 にみ

業 に従事 す るこ とは 、大 きな特権 であ

り、栄誉 であ り、祝 福 で ある。彼 に従

い さえすれ ば よい。 そ うす れば私 たち

は道 を踏 み はず す こ とは ない。

私 た ちが神権 をよ く行 使 し、敬 い、

主の祝福 を享受 で きる ように心 か ら祈

ってい る。.ま た ロム ニー副管長 が言 わ

れ た ように、 「私 たちが高潔 で ある」

こ とを立証 で き る，よ う。 イエ ス ・キ リ

ス トのみ名 によ って 、へ り くだ って祈

り願 い求 め る。 アー メン。
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1974年10月5日(土)総 大会の神権会 におけ る説教

山
目
同 潔

神権者 は毅然 とした徳 高い人 になる義務 を負 っている

愛 なる神権者の兄弟たち、私はこ

親
の話 をす る機会 を大 きな栄 誉 で あ

り同時 に大 きな責任 で あ ると考 えて い

る。話 す間主 の祝 福 が あ るこ とを信 じ

てい る。 ア ロン神 権者 に もメル ケゼデ

ク神権 者 に も役 に立 つ ことを話 したい。

私 は高潔 とい うこ とにつ いて話 した

いo

ある定義 によれば、高潔 とは 「正 し

い心 、正 直、誠実 なガ の健 全 な道 徳の

原則 を守 って い る状 態」 で ある。

正 直 、高徳 、廉潔 な どの同義語 と区

別 して あ る辞 書 は、次の ように書 い て

い る。 「高 潔 は不朽 の高徳性 、 中で も

信頼 に答 え るとい う特 質 を指 すd

世 界が現在 高潔 な人 を切実 に必要 と

してい るこ とは、 多 くの言葉 を費 やす

まで もない。 この こ とは、 あ らゆ る出

版物 、放送 、'その他 あ らゆる視聴 覚 メ

デ ィアに明 らかであ る。

A・P・ スタ ンレー は こう言 ってい

る。 「完全 に信頼 で きる高潔 な人 はい

な いの か。 人 が崩れ る ときに も毅 然 と

して立つ 人、忠実 な真実 の友 、公正 に、

恐 れ るこ とな く忠告 を与 え る人。騎 士

道精 神 にあふれ た立派 な相 手 はい ない

のか。 こ ういった人 は、万世 難攻不 落

の要 塞 に も比較 され る存在 で あ るd

現 在私 た ちの文 明 その ものが死 の危

険 に さ らされて いる。 この文 明 を救 い

134

第 二 副 管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

出 す には、高 潔 な人が必要 であ る。

この途方 もない仕 事 を果 たす ため に

主 は神 権者 を召 され た。 これ はほか で

もない あなたが たの こ とであ り、私 の

こ とで ある。 ア ロ ン神 権者 とメル ケゼ

デク神権 者の両 方 を含むす べ ての仲 間

の神権 者が この任 に当 たるの であ る。

主 はかっ て人 に与 え られ た もの の 中

で も最高 の信頼 を私 た ちに託 され た。

私 たちは主の信頼 を裏切 っては な らな

い。私 た ちは高潔 の徳 を持 った青年 男

子 にな らな けれ ば な らな い。私 たちが

昇栄 にあずかれ るか どうか は、 どんな

危険 に出 会 って も、 どんな状況 に おか

れて も、主が託 された信 頼に忠実 に答 え

られ るか どうかにかかっている。(「 末

日聖徒 イエス ・キリス ト教会 歴 史」3：

380参 照)

予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスは、永遠の

生 命 を得 る条件 に は完全 に高潔 で ある

こ とが含 まれ る、 と教 えてい る。彼 は

次 の よ うに言 って いる。

「人が キ リス トに信仰 を抱 き
、罪 を

悔 い改め て、罪 の赦 しのバプ テ スマ を

受 け、聖 霊 を受 けた な ら、……続 いて

神 の前 にへ り くだ り、義 に飢 えかわ く

よ うにその 人 を導 か なければな らない。

そ して神 の 口か ら出 る一 言一言 に よっ

て生 きるよ うに指導 しなけれ ばな らな

い。 も し人 がそ うす るな ら、主 は間 も

な く、子 よ、あ なたは昇栄 を得 るだ ろ

う、 と言 われ るに違 い ないd

しか しこの約 束 が実現 す るのは、 「主

が その人 を徹 底的 に試 し、 どんな危険

を冒 して も主 に仕 え る決意 のあ るこ と

を見届 けた」後 の こ とで あ る。(「 教

会歴 史」3：380)

私 た ちは、執事 か ら使 徒 にいた る ま

で神権 の召 しを受 けた指 導者 の中 に、

上 記 の高潔 の徳 をそ なえ た模範 を見 る

こ とがで き る。

例 えば キ ンボー ル大管長 が い る。長

年 大管長 は高 潔の徳 を示 す模 範 であ っ

た。彼 が生 命 の危険 を賭 して も主 か ら

託 され た神聖 な信 頼 に答 え るこ とは、

だれ も疑 わ ないだ ろ う。

タナー副管 長 も同様 で あ る。事実 、

実業 界 と政 界 で傑 出 した経歴 を持 っ彼
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は、その間 の業績 が実 に周 到 な用意 と

勇気 に基づ くもの なの で、彼の 同僚 は

タナ ー副管長 の こ とを 「高 潔の 人」 と

呼 ん でい る。

ここで この高潔 、 あ るいは同義 語 で

あ る正 直 、誠実 の徳 に関係の ある事例

を2、3あ げ てみ よ う。 まず ア ロ ン神

権者 の皆 様 にあて はま る次の話 を紹 介

しよう。 伊

『
「4人 の末 日聖 徒 の少年 が

、ユ タの

あ る町 か ら遠 出の旅行 に出か け た。4

人 は高 等学校 の最終学 年 の1年 間、 こ

の旅 行 の ため にお金 をためて いた。今

や卒 業 式 も終 わ ったの で、それ ぞれ の

スー ツケー ス を自動車 の トラ ンクに入

れ、心配 す る親 や羨望 の 目で見送 る友

ぐ

だ ちに別 れ を告 げ て出発 した。 ユ タ州

境 を越 え他 の州 に入 った とき、4人 は

お互 いに祝 福 し合 った。彼 らは車 を道

路 わ きに とめ 、初 め て足 を入れ た他 州

が どん な もの か見 ようと外に出てみた。

この若 い旅 行者 た ちは それぞれ一種 の

わ くわ く した興奮 を覚 え、冒険心 か ら

危険 な考 えを持 つ にい たった。

彼 らは1日 お きに両親 に葉 書 を出 し

て居 所 を知 らせ 、何 か困 った こ とが あ

った場 合 、受 取 人払 いで電報 を打 つ こ

とを約 束 していた。4人 の 中の ひ と り

は、 自分 ひ とりで行 動 し、一 々す るこ

とに前 もってだれか の許 可 を得 ない で

もすむの は、本 当 にいい気持 だ 、 と言

った。す る ともうひ と りが 、僕 た ちは

旅 に慣 れた者 の ようにふ る まうべ きで

あ って、田舎 の少年 が初 め て家 を離 れ

た よ うな印象 を与 えて はな らない、 と

主 張 した。 この少年 は続 けて、 その た

め には この 冒険旅行 の間 モ ルモ ンであ

るこ とをす っか り，忘れ ようと提案 した。

『どう して』 と残 りの3人 が理 由 をは

か りかねて たずね る と、今 こそ厳 しい

枠 をゆ るめ て、 モルモ ン教 会外 の他 の

人 々が経験 して いる楽 しい こ とをち ょ

っ と試 してみ る好機 だ、 とい うので あ

っ た。 『とにか く、 どう とい う ことは

ない じゃな いか。 こ こで はだれ も僕 た

ちを知 らない し、僕 たちが教会 員 であ る

こ とをとやか.く言 う人はいないんだ。』

新 しい経験 をしてい るの だ とい う興

奮 が4人 の判断 に影 響 を与 え、全 員 が、

ではや ってみ よう じゃな いか とい うこ

とに なった。彼 らは外に対 して 、 自分

たちは東部 か ら短期 間 ユ タに来 てい る

学生 だ と称 す る ことに した。 自動車 の

プ レー トがユ タにな って い るの で、 こ

の ような説 明が必要 だ ったの で ある。

第1日 目の夜 、彼 らは有名 な行 楽地

に着 い たの で、 その そばに キ ャンプ を

張 る ことに した。 夕食 のあ と、4人 は

夜の楽 しみ に大 きな ホテル に入 って行

った。 そこに入 る とす ぐに少年 たちの

リー ダー格 が、今 こそ長 い間厳 しい両

親 や教 師 に禁 じられて いた こ とを試 し

てみ るときだ、 と提案 した。最初 に少

年 だちの 目に とま った もの は、 ラウ ン

ジの は しにかか って いる大 きな ネオ ン

サ イ ンで あった。 そ こには、 『バー。

ビー ル、 カクテル あ ります』 と書 か れ

て いた。 これ こそ 『ち ょっとばか り罪

を犯す』格 好 の第一 歩 である と考 えて、

4人 はバー に入 りビー ル を1杯 ずつ注

文 することにした。 しか し、け ばけ ば し

い照明 に照 らされ たバー に入 り、魅 惑

的 なアル コール飲料 の びんが ず らっ と

並 んでい るの を見 た とき、彼 らは緊張

した。4人 を代 表 して注文 しようと し

た少年 は最 初声 が 出 な くて、つ ば をの

み込 んで よ うや く聞 き取 れ るよ うな声

で 『ビール4杯 下 さい』 と言 ったのだ

った。

ビー ルその もの は大 して心 地 の よい

気分 を作 り出 しは しなか ったが 、雰 囲

気 と興奮 がそれ を補 って余 りあった。

だんだ ん大 胆 にな り、次の 冒険 の こと

を話 し始 めた。話 は どん どん調 子づ い

てい ったが、 その と き急 に きちん とし

た身 な りの人がバ ー に入 って きて、4

人 がすわ って い るテー ブル に向 か って

歩 いて きた。 この 見知 らぬ 人の表 情 と

一定 した歩調 で歩 いて くる様子 に
、4

人 はす っか り色 を失 って しまった。

この男の 人 は、少年 た ちのすわ って

い るテー ブルの所 に来 る と、4人 の 中

の ひ と りに手 を伸 ば して、 『失礼 です

が、 あな たはユ タ州 の ジ ョー ジ ・レッ

ドフ ォー ドさん の息子 さん では あ りま

せ ん か。』 少年 は恐 ろ しさの あ ま り口

が きけなか っ た。 ビー ルの入 った グラ

ス を持つ指 は凍 った よ うに な り、ふ る

え る ような声 で答 えた。 『はい、そ う

です。』 す る と見知 らぬ紳士は言 った。

『君 たちが ホテル の ロ ビーに入 って き

た ときか ら、君 だ とわか ったよ。私 は

ヘ ン リー ・ポール セ ン と言 って、君 の

お父 さんが働 いて い る会社 の副社長 で

す。私 は去年 の冬 ホテル ・ユ タで会社

の 夕食の ときに、・君 とお母 さん に会 っ

てい ます。私 は、君 が モルモ ンの少年

であ るこ とを どう思 うか と別 の幹部社
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員 か ら聞か れて、 モル モ ンの神 権 につ

いて説 明 してい た様子 を一度 も忘 れた

こ とがあ りません。正 直言 って、君 が

バー の方 へ歩 い てい くの を見 て少 し驚

き ました。や は りモルモ ン教徒 で あ っ

て もそ うで な くて も、少年 た ちは家 を

離れ るとや は り同 じようにふ るま うも

の なんですね 。』

この少年 たち は説教壇 か らは決 して

聞かれ な い説教 に接 したの であ った。

彼 らはす っか り意気 そそ う し、恥 ず か

しさの あ ま りうなだ れて しま ったこ4

人 は半分飲 み残 した グラ スをあ とに ロ
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ピー を通 って ホテル を出 たが 、皆 の視

線 を浴 びてい るよ うな気 が してな らな

か った。 キ ャンプ を張 った所 まで帰 る

道 が暗か ったの はせ め て もの幸 いだ っ

た。 『だめ だ ったな。』 教会 員 であ る

こ とを伏 せ てお こ うと言 い出 した少年

が、 緊張 をほ ぐそ うと して言 った。 そ

れ に対 して、男の 人に話 しか け られ た

少年 が答 えた。 『だけ ど、僕 たちに ま

だ良識 が残 っているとすれば、この経験

を最 良 の教訓 にす るこ とが で きる よ。』

で は ここで もうひ とつの事例 をあげ

てみ よ う。 それは故 チャー ル ズ ・W・

ニブ レー副管長 が語 る ジ ョセ ブ ・F・

ス ミス大 管長の経験 であ る。皆 さんの

中の若 い長 老 た ちに とって ため にな る

話 で ある と思 う。

故 ジョセ ブ ・ブ イー ルデ ィング ・ス

ミス大管長 の父親 で あ り、同 じ く教会

の大 管長 にな った ジ ョセブ ・F・ ス ミ

スにっ いて、ニ ブ レー兄弟 は次 の よ う

に語 ってい る。 ス ミス大管長 か ら聞 い

た話 の 中で彼の勇気 と忠誠 を表 わす も

の に次 の よ うな逸話 が ある。 それ は18

57年 の秋 に、ハ ワイ諸 島の サ ン ドイッ

チ島 での伝 道 を終 えて帰 る ときの こと

で あった。 ス ミス大管長 はロサ ンゼル

スを経 由 して、当時 『南 の ルー ト』 と

呼 ばれ て いた道 を通 って帰還 した。 同

じ年 に ジ ョンス トンの軍隊 が ユ タに向

か ってお り、 自然 の勢 い と して、 モル

モ ン教徒 に対 す る悪 感 【青が高 ま り、一

種 の興奮状 態が感 じられた頃 であった。

彼 を含 む小 さな幌 馬車隊 が南部 か リフ

ォルニ アで少 し歩 を進 め て野営 した と

ころ、反 モル モ ン運動 の荒 くれ共 が馬

に乗 ってキャンプ地 にお しかけ、呪 った

り、のの しっ左 り、出会 い次第 「モルモ

ン教徒」 は皆殺 してやるとおどしていた。

ジ ョセブ ・F・ ス ミスは まず この襲撃

者 に直面 しなけれ ばな らなか った。 あ

る兄弟 た ちは、彼 らが来 る と聞 くと、

用心 深 く峡 谷 を下 って姿 をか くし、彼

らが過 ぎ去 るの を待 った。 これ らの男

た ちが馬 に乗 って きた と きジ ョセ ブ ・

F・ ス ミス は、キ ャ ンプか ら少 し離れ

た所 で キャ ンプフ ァイヤー の た き木 を

集め て いた。彼 も男 た ち を見 た とき最

初 、ほか の兄 弟 た ち と同 じように、木

木 の間 にか くれ る所 を捜 し、逃 げ よう

とした。す る と次 の よ うな考 えが心 に

起 こ った、 「私 は なぜ彼 らの前 か ら逃

げ なけれ ばな らないの だ ろ うかdそ

う心 に考 えて、彼 は大胆 に腕 に木 を一

杯 か か えなが らキャ ンプフ ァイヤ ーの

方 へ歩 い て行 った。 彼 が木 を地面 に置

こう とす る と、拳 銃 を若 い長 老 に向 け

なが ら、酔 っぱ らった悪漢 に しか 口に

で きない よテな呪 いの言葉 を口に し、

かた っぱ しか ら 「モル モ ン」 を滅 ぼ し

てや る とわめ いて いた暴漢 の一 人が、

大声 で 「お前 もモル モ ンか」 と荒 々 し

く聞 いた。

一瞬 の ため らい も見せ ず
、悪 漢の 目

を見 つめ なが ら、 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ

スは大 胆 に答 えた、 「そ うだ。正真正

銘 徹底 したモル モ ン教徒 だd

大 胆 に、何 の恐 れ る様子 もな く答 え

たの で、荒 くれ男 は武 器 をお さめ、 い

さ さかあわて て この宣 教師 の腕 を とっ

て こつ言 った。

『お前 は本当 に気持 の いい男 だ
。若



ぞ

いの 、握 手 しよう。 自分 の信 条 をは っ

き り言 える男 に会 えて嬉 しい よ。』(ジ

ョセブ ・F・ ス ミス 「福 音 の教義 」 第

1巻P.6)

ア ブ ラハ ム ・リンカー ンは、「分 かれ

た家 は立 つ こ とが で きない」 とい う句

で よ く知 られ る演説 を して、彼 の高 い

人格 を人 々に示 した。 ジ ョン ・ウェス

レー ・ヒル は、 その著 「神 の人、 アブ

ラパ ム ・リンカー ン」の 中で次の よう

に書 いて いる。 「リンカー ンは合衆 国

上 院議 員の指 名 を受 けて演説 の草稿 を

書 いたが、 それ は自主独 立 の精 神 と一

度定 め た 目的 は あ くまで追求 す る態度

をよく示 していた。…… この演 説1は 『分

かれ た家 は立 つ こ とがで きない』 とい

な

う句 で よ く知 られ てい る。その中には、

『半 分奴 隷 で半分 自由』の状態 では合

衆 国 は存 続 し得 ないとい う歴 史的 な宣

言が含 まれ てい た。 リンカー ンは友 人

の ジェ シー ・K・ デ ュボイ スに次 の よ

うに語 ってい る。

『私 は分 かれ た家 は立つ こ とがで き

ない とい うこ とにっ い て書 い た部分 を

あなた に読 ん で聞 かせ なか った。 それ

はあなた が必 ず その部 分 を変 え るよ う

求め るこ とを知 って いたか らであ る。

私 は決 して変 えない と心に決めていた。

意識 して あの句 を加 えたので あ る。 そ

して ことによってはあの句 と共 に滅 んで

もよい と考 えていた。…… あの句 を除

いて勝 つ よ りは、演説 にあの句 をも り

込 んで敗 れる 方 が よか ったの であ る。』

(肋7α んα卿Lゴ ηC・Zη一Mα π ・ノG・d

「神 の 人
、ア ブラハ ム ・リンカー ン」

ニ ュー ヨー ク、 ロン ドン、G・P・ プ

ッ トナ ムズ ・サ ンズ1927年P.151)

リ ン カー ンに とって あの 「半 分奴 隷

で半分 自由」 とい う表現 を演 説の 中 に

残 す に は実 に大 きな勇 気 が 必 要 で あ

った。 彼 は野心 を抱 いて いた。上院議

貝 にな るこ とに よって大 統領 の地位 に

近 づ くこ とが可能 であ った。 しか し当

時の政 界の空 気 は、 まだ彼 の見解 を受

け入 れ る用意 がで きてい なか った。 問

題の言葉 を含 めれ ば、上 院議i員の席 は

彼の手 に入 りそ うに もなか った。 そ し

て事実 リンカー ンは敗 れ 牟。 この こと

を彼 は よ く知 って いた。 しか しそれで

も自分 の確 信 と一致 した行動 を とる勇

気 をもっていた。彼 の進 路 は上 院 の門

を く ぐらなか ったが、幸 い後 に大統領

の地位 を通過 す る ことにな ったの で あ

る。

J・ ル ーベ ン ・クラー ク ・ジュニア

副管長 も高潔 の 人であ った。 まだ若 い

ときに短期 間ユ タ州 シー ダー シテ ィー

にあ るステー ト・ノーマ ルカ レッジを

管理 した ことが あ った。彼 は この大 学

に並 々な らぬ関心 を持 つ にい た った。

「零年 後…… 大学 か ら要 請 され た資金

を提供 す る よう州議 会の議 員 たち に働

きかけ て欲 しい と頼 まれ た。

それ に対 し彼 は、手紙 で10万 ドル も

の要請 を支持 す るこ とは で きない と、

きわめ て率 直 に説 明 した。

彼 は こう言 ってい た。率 直 に言 って

あな たがたは あ まりに も多額 の金額 を

求 め てい ます。

私 は この 件 を慎 重 に 検 討 しま した

が、 あなたが たが要 求 して い る支 出金

を認 め るよ う各代表 者 に働 きか け るこ

とは、 ど う考 え て もで きない相 談 であ

ります。……

10万 ドルの考 え を捨 て て、5万4千

ドル を 目標 にす る とい うの な ら、非力

なが ら最善 の協 力 を惜 しまな いつ もり

です。 しか し、 あ くまで高額 を目差す

とい うの な ら、私 は黙 ってみて いま し

ょう。 これ は本 気 で申 し上 げ ているの

です。

この手紙 に見 られ る率 直 さ は、 クラ

ー ク副管 長の長 い経歴 を通 じて
、 人 と

交渉 す る ときの顕著 な特 徴 であ っ，た。

彼の言葉 にはお世 辞 が全 く見 られなか

ったが、彼の率 直 で誠 実 な態 度 を知 る

人 々は、 クラー ク副管 長 を非 常 に信頼

したので あった。彼 の 口か ら出 る言葉

は本 当 に心 でそ う考 えてい るこ とであ

る と信 じる ことがで きたか らであ る，」

(デ ビツ ド ・H・ ヤー ン ・ジュニア

yo槻gR励 θη 「若 きルーベ ン」 ブ

リガム ・ヤ ング大 学 出 版部 、P.113、

114)

神 権 者の皆 さん、 も し私 たちが皆 キ

ンボール大管長 や ナサ ン ・エル ドン ・

タナー、 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス、アブ

ラハ ム ・リンカー ン、 あ るいはJ・ ル

ーベ ン ・クラー ク ・ジュニ アの ように

勇気 の ある、高潔 な人格 をそな えてい

れ ば どんなにす ば ら しい こ とであ ろ う

か。主 は私 た ち主 の神権 を持つ者 にそ

れ を期待 してお られる。

私 た ちが この高 潔 とい う大切 な徳 を

よ く考 え、・身 につ け る こ とがで きる よ

う、神 の助 け を求 め 、へ りくだ って イ

エス ・キ リス トのみ名 に よ り祈 りを捧

げる もの であ る。 アー メン。
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1974年10月5日(土)総 大会の神権 部会に'おける説教

L]の 上 の あ か り

若いア ロン神権者 を訓練す るア ロン神権指導者 への呼 びかけ

は教会の各地で若いアロン神権者

私
に会 い、彼 らを観察 す る ことにより

強 い感銘 を受 け、彼 らの姿 に驚嘆 して

いる。私 は、ち ょうどあなたが たの よ う

な年齢 の人 々で、著 しく献身 的 な若 者

が どこにで もい るこ とを発 見 した。彼

らは、神 の息子 として寄せ られ た信 頼

に答 えるため に何 で もす る人 であ り、

神 のみ名 を立 派 に尊厳 を もって引 き受

け るため には何 もの をもい とわ ない人

であ り、期待 され る模範 とな り、期待

され る行 動 をす るために は どん な犠牲

を も払 う人 であ る。

私 は少 し前 外国の あ るステー キ部大

会 に出席 していて、 その ような青 年 に

出会 った。土 曜の午後 ステー キ部 長会

との会 合が終 わろ う として いた ときで

あった。部 屋の ドア をノ ックす る音 が

聞 こえた。 ステー キ部 長が ドア を開 け、

一通 の封書 を受 け取
った。 手紙 の宛名

は私 になってお り、伝道 に出 るため に面

接 を受 け る青 年 を紹 介す るものだった。

ス テー キ部長 会 との会合 が終 わ る と

す ぐに私 は その青年 を部 屋 に招 き入れ

た。波 の風 さいを見 て私 は驚 いた。 こ

れが伝 道 に行 くよ う推薦 された 人で あ

るとは どう して も信 じられ なか った。

洋服 はよれ よれに な ってお り、 ひげが
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H・ バ ー ク ・ピー ター ソ ン

伸 びてい た。 さ らに きつ いタバ コのに

お いが し、手 には何 かペ ーパ ーバ ック

の本 を丸 めて持 って いた。 この人 に主

の業が務 まるの だろ うか 、私 はそ う思

った。

ところが次 の瞬間 であ った。彼 は私

の方べ 歩 いて きて私 と握 手 した。 その

青年 の 目を見 て、私 は電 撃 に打 たれた

よ うに強 い衝撃 を受 けた。彼 は普 通 の

若者 とは違 ってい たの だ。 あの外見 に

もか かわ らず 、特別 な人物 であ った。

私 たちはすわ った。 そ して彼 は 自分 の

こ とにっ いて話 し始 め た。 まず最初 に

身 な りが きちん として いな いこ と と、

あわて てやって来 た こ とをわ びた。家

か ら13時 間 バ スに乗 って来 て、 た った

今下 車 したばか りであ る と言 った。 そ

して もしよけれ ば また1時 間後 にバ ス

に乗 って、再 び13時 間バ ス に揺 られて

家 に帰 りたい、 とい うの であ った。

私 はそれ を聞 い て、1こ とのつ じっ ま

を合 わせ るこ とが で きた。洋服 が よれ

よれで、 ひげ がイ申びて いる理 由がわ か

った。 タバ コの にお いが したの も彼の

せ いで はな くて、'バスに長 時間 閉 じ込

め られで いた ため で あ った。 また もう

ひ とつ の こ とを発 見 した。 彼 が手 に し

て いたあのペ ーパ ーバ ックの本 はモル

モ ン経 だ った。 それ も何度 も何 度 も読

まれ よ く活用 され た、何物 に も替 えが

たい よ うな貴重 な代物 だ ったのである。

彼 は続 いて、3年 前 に若 い教 会貝 と知

「り合 いにな
った ことが きっかけで教会

に加 わ った こ とを説明 した。彼 には、

若 い教 会貝 の姿 が特 別 な もの に映 った

ら しい。 ところが両 親 は教 会 に入 りた

いな ら入 って もよい と許可 を与 えた も

のの 、会 員 にな った ら もうこの家 に帰

って こな くて もよい、 もう息子 として

一 緒 に住 ませ るわ けに はいか ない
、 と

警告 した。

彼 がバ プテ スマ を受 け る と、父親 は

その言葉 どお り、裏 口 を開 けて もう二

度 と帰 って くるな、 と言 ったので あっ

た。青年 は家 に帰 らなか った。友 だ ち
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の所 に行 って一緒 に住 んだ。 そ して過

去3年 間働 きなが ら学校 へ通 い、伝 道

に出 るため に2千 ドル(約60万 円)蓄 え

たの で あった。 「お願 い です 、伝 道 に

行 かせ て下 さい。」彼 は言 った。 ほかの

何 をおいて も彼 は伝 道 に出 たか ったの

で ある。 み た まは 「よろ しい」 と教 え

てい た。 このよ うに して彼 は主 の僕 と

して全地 をか けめ ぐる1万8千 人の雄

々 しい軍 団 に加 わ ったので ある。

神 の神権 者 として なすべ き ことを行

な うの に、何 の ち ゅうち ょも しない人

々が た くさん い る。 まっす ぐな道 か ら

そ らせ よ うとす る人 々に囲 まれ て いて

も、正 しい こ とを、期待 され てい るこ
ぬ

とを着 実 にで きる人が大勢 い る。.伝道

す るこ とは正 しい ことであ る と認 め 、

何 とか方法 を探 り出 して宣教 師 にな っ

て い くあなたが たの友 が数 多 くい るの

で あ る。

新 しい学期 が始 まったばか りであ るσ

残念 なが ら皆 さんの 中 には、今年度 の

学校生 活の 中で、 た とえ間違 ってい て

も皆の す る ように して しま う人 が何 人

か出 るだ ろ う。間違 ったこ とを正 しい

方法 でで きるわけ はな いこ とを、理 解

で きな い人 も何 人か い るだろ う。

若 い兄 弟 の皆 さん、私 たちは皆現 在

全 地 をお おってい る壮大 な戦 いの戦列

に加 わ ってい るの であ る。神権 を持 つ

兄 弟 た ち とサ タ ンの軍 団の戦 い に。戦

い は正 に今起 こって い る。毎 日何 人 も

の人 が霊 的 に傷 つ いた り、死 んだ り し

て い る。私 たちの死傷者数 を見 る とが

く然 とす る こ とだろ う。戦 い で生 き残

るの は いつ も強 い者 で あ るこ とは、注

目す べ きこ とで あ る。

神権 の ために戦 う本 当 の戦 士 を見分

け るの は、 それ ほ どむず か しいこ とで

は ない。 あ らゆ る所 で そうい う戦士 に

出会 うか らであ る。彼 は、 日曜 日に映

画 に行 こう と誘 われ た り、週 日に低俗

な映画 を見 に行 こう と誘 わ れた りした

ときに、僕 は行 か ない と断 われ る人で

あ る。(そ うい った映画 を見 よう とい

う誘 いにかか って はな らない こ とを彼

は知 ってい る5)ま たいか なる ときであ

ろ う とわいせつ な本や雑誌 、写真 を見

だ り、話 を聞 いた りしな い人 であ る。

日曜 日に釣 や水泳 、 ボー ト乗 りに誘 わ

れて も断われ る人である。また人が 「ち

ょっ との んで ご らん」 とビー ルや タバ

コをほんの1杯 あるいは1本 勧 めて も、

「僕 はのみ ませ ん」と言 える人 であ る
。

ζの勇気の あ る戦士 は同時 に人 が行 か

ない と言 って も、僕 は行 くと言 って神

権会 、日曜学校 、聖 餐会 、セ ミナ リー、

イ ンスティテユ ー トに出席 し、人 が し

た くな い と言 って も什分 の一 を納 め 、

毎 日祈 りを捧 げ る人 であ る。 そ して人

が行 か ない と言 って も伝 道 に出 る人で

あ る。

残 念 なこ とで あるが、私 た ちは同時

にサ タ ンの い まわ しい破 壊の業 を助 け

る人 を毎 日の ようにそ こここで見か け

るだろ う。彼 ら.もす ぐ見分 け るこ とが

で きる。彼 らは勇気 に欠 け てい る。何

か正 し くないこ とに直面 して断 わ らな

ければ な らな い ときに、精神 力が不 足

す るので あ る。

しば ら く前 、 そ う、 この春 の学期末

の こ とで あ るが、 こ こ米国西部 の ある

町 であ る高等学校 の卒 業式が行 なわれ、

卒 業生 の ため に あち こちでお祝 いのパ

ー テ ィーが開 かれ た
。 しか しその中 に

悪 質 なパ ー テ ィーが ひ とつ まぎれ こん

で 行 なわれ た。 それ は本当 に悪 いパー

テ ィー であ った。 ある家 でわ いせつ な

映画 が上 映 されたの であ る。 そんな こ

ととは露知 らず 、末 日聖徒 が何 人かそ
'

の 家 に入 っていった。映画 が始 まって、

低俗 な場面 が映 し出 され る と、末 日聖

徒 の一 部 は立 ち上 が って家 を出 て行 っ

たが、 その まま家 の 中に と どまってい

る者 もいた。

家 を出 よ うと した者 は、戸 口の所 で

着 いた ばか りの友 人 に出会 い、映画の

中味 を説明 して中 に入 らない ように勧

め た。 それ で一部 の者 は一緒 に立 ち去

ったが、心 の弱 い者 は その まま入って、

心 を汚 され 、サ タ ンの力 に影響 され る

の に まかせ て しまったの であ る。

.主 の前 に正 し くあ るため に必要 な こ

とは何 で もす る人が確 か に存在 す る。

神権 を持っ こ とに は特別 で重要 な意 味

があ り、尊重 すべ きこ とで ある と心 か

ら信 じて い る人 が多数 い る。

兄 弟の皆 さん、主 か ら認 め られ るた

め に しな けれ ばな らない ことは、すべ

てそれだ けの価値 があ る と申 し上 げた

い。正 しいこ とをす るの にか らか われ

た り、笑われ た りす るこ とがつ らいこ
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とを承 知 で こう申 し上 げ るの であ る。

皆 と反対 の こ とをした り、友 だち と違

、ったふ る まいをす るこ とは人 か ら歓 迎

されない こ とが 多い。 あな たがた若 い

兄弟 たちが この難 関に出会った ときに、

主が あな たがた を祝 福 し、力づ けて下

さる ように祈 ってい る。

また ワー ド部 の監督会 や支部長 会 の

皆 さん に申 しあ げたい。 自分 の家庭 を

除 けば、最 も大 きな、そ して重要 な神

権 の責任 は、ア ロ ン神権 者 に対 す るも

ので ある と信 じて い る人 々がた くさん

い る。兄弟 た ちよ、何 の ち ゅうち ょも

しな いです べ きこ とを し、教 会 にお け

る奉仕の時 間の大部分 をワー ド部 また

は支部の若 い人 々 と共 に過 ごす こ とに

あて てい る人 々が あな たがたの 中に い
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る。 皆 さん も私 たち と同様 、若 い人 々

の 中 に とけ込 んでい くときに彼 らが特

別 な活気 を持 ってお り、霊 的 に躍動 し

ていて 、ア ンモ ンの2千 人の若 い息子

た ちに比較 で きる力 をそな えてい るこ

とがわ か るだ ろ う。私 たちは週末毎 に

教 会の数 多 くの スデー キ部 で これ らの

若 人 を見 るこ とがで きる。

同時 に各地 で監督 会の立 派 な兄 弟 た

ちを目にす るこ とで あろ う。彼 らは管

理 人 としての 自分 の責任 をわきまえて、

メル ケゼ デ ク神権定 員会 の指 導者 にそ

の指導者 と しての召 しを遂行 させ 、彼

らが率先 してすべ ての家庭 に神権 者 を

送 るよ うに導 いてい る。私 たちは この

活動 をホーム テ ィーチ ング と呼 ん でい

る。 これ は神 権 が活動 して いる姿 であ

る。

監督会 は、主 のみ た まに よってア ロ

ン神 権定 員会 の会 長会 を選 んでい る。

彼 らは教義 と聖約9章 を読 んで理 解 し

てい る。慎 重 に考慮 した後 に、定員会

の役 員の名 前 を主 の前 に出 して承認 を

求 め、 それか ら両 親 または少年 たちに

話 すの であ'る。.

そ して監 督会 の兄弟 たちは、定 員会

会長 会 に召 され る若 い兄弟 をて いねい

に正 し く召す 。決 して電 話で召 した り、

廊下や玄 関先 で しな いで、 ワー ド部 の

ア ロ ン神権 会長 として、監 督室 で召 す

の であ る。'

・この よ うにす る監 督会 は
、正 し く召

され訓練 され たア ロン神権 定員会会長

会 の経験 が少年 の人生 に とって、 また

教会 の将 来 に とって どんな意味 を持 つ

か を見通 せ る人 々で あ る。管理役 員、

ワー ド部 監督 会 か ら正 し く神権 の原則

を教 えられて いる今 の若 い メルケゼデ

ク神権 の指導 者 が、10年 、20年 後 に ど

の ような存在 にな ってい るか を考 えて

いただ きたい。

こういった監督 会 はす ぐ見分 け るこ

とがで きる。す ば ら しい若 者 を毎週 神

権 の原則 に基づ いて正 し く指導 してい

るか らで あ る。彼 らは 日曜 日に必 ずア

ロ ン神権 定 員会の会 合 に出席 している。

そ して神 権会 の時 間 には、ア ロ ン神権

定員 会の会長 を 「会長 さん」 と呼 ぶの

であ る。

主 か ら託 され た第一 の責任 がア ロン

神権 に関す るもの で あ ることをわ きま



えて い る監 督会 は、例 外 な く一 見 して

す ぐわ か る。彼 らは万一 他 の こ とがで

きな くて も、 ア ロン神権 者 と若 い女性

に関す る仕事 が とどこお ってはな らな

い ことを知 ってい る。 この責任 は必ず

果 た さなければならないのである。彼 ら

はこの神 か ら信 頼 を託 されて行 な う管

理 人の責任 に どれ くらい応 じ、果 た し

たか を主 に答 え る日が来 るこ とを知 っ

てい る。

兄 弟 たち よ、ステー キ部 の ア ロン神

権委 員会 で委 員長 の責任 に ある こ とが

何 を意 味す るか知 ってい るステー キ部

長 も、 す ぐに見 分 け が つ く。 この よ

うな ステー キ部 長 の行動 を観察 す るこ

とも興 味深 い こ とで あ る。 スデー キ部

長 は この委 員会 の委 員長 をつ とめ るが、

副 ステー キ部 長 や高等評議 員 の仕 事 を

取 り上 げ るわ けで はない。 自分 が委員

長 に な るこ とに よってそれ だけ委員会

の仕事 に関心 を寄 せ るこ とがで きるの

であ る。 関心 を抱 くようにな るだ けで

はな く、 ステーキ部委 員会 の他 の立 派

な兄 弟 た ち と手 をたず さえて働 くこと

に よって、 ア ロン神権 プ ロ グラ ムに よ

く参 加 す るよ うにな るの であ る。

彼 は、父親 が息子 を導 くの を助 け る

に は、 メルケゼ デ ク神権 定 貝会の指 導

者 とア ロ ン神権 定 員会の指 導者 が手 を

っ なが なけれ ばな らない こ とを知 って

いる人 であ る。 また、長老定 員会 会長

と執事 定貝 会会長 、 そ して父親 を正 し

く訓 練 し、彼 らに動 機 を与 えてやれば、

決 してサタ ンとの戦 いに負 け るこ との

ないチー ム とな って 、少年 の 人生 を守

るこ と も知 ってい る人 であ る。

この ような ステーキ部 長 は、若 い女

、性 も若 い男性 同様 大切 な存在 で あって

救 いを受 け なけれ ばな らない ことを知

って い る。 そ こで ステー キ部長 は、ス

テー キ部 の若 い女 性 デ ィレク ター に、

いつ で も直接会 う用意 が ある こ とと、

自分 が若 い女性 を対象 と したプ ログラ

ムの直接 の責任 者 であ るこ とを知 らせ

るの であ る。

兄弟 た ち よ、今 私 た ち力芝行 な ってい

.る こ とを もっ と立派 に果 た し、今 の 自

分 よ りも もっとよい人 になる方 法 がた

'く さんあ る ことを考 えていただ きたい。

私 たちは老若 を問 わず神 権 を持 ってい

るが 、それ は、 もし救 い主 が私 たち と

同 じ立場 にあれば果 たす と思 われる同

じ方法 で義 務 を遂行 す るため の権能 で

あ る。私 たちの持つ権能 は、主 が行使

され るよ うな態度 で使 うための もの で

ある。主 な らこの ような執事 定員会会

長 にな られ るだ ろう と思 われ る会長 に、

また教 師 にな るの であ る。 また祭 司 に

なっ て、主 が とられ るよ うな態度 で伝

道 に出 る準備 をす るの であ る。 同様 に

救 い主 ヵミ同 じ職 に召 され、責任 壷持 た

れれば この ようにされ るだろ フとい っ

姿 をめざ して、長老定 員会 会長 、監督 、

副監督 、 またはステー キ部長 の召 しを

果 たすので あ る。

さ らに大切 な こ とは、私 たちの神権

が救 い主 な らこの よ うな父親 、息子 、

または兄 弟 にな られ るだ ろう と思 わ れ

る存 在 に なるための権能 で あ る、 とい

うこ とであ る。

兄弟 の皆 さん、私 た ちが神権 者 とし

て立派 に責 任 を果 たせ るか どうか は、

私 たちの生 活 のあ り方 にか か って い る

こ とを考 えていただ きた い。私 たちが

み た まに よって導 か れ るな ら、私 たち

が持 って いる神権 の権能 は、神権 の力

とな り、 その 力は生 活 をよい方 向 に向

かわせ 、少年少女 、 その両 親 の生 活 の

中 に奇跡 を起 こさせ るで あろ う。『

争 いが絶 えず、問題 の 多い この世 界

に、大 きな入物 が、平和 を作 り出す 人

人が現 われ るだろ う。 荒れ た海 を鎮 め

るこ との で きる人が 出現 す るだ ろ う。

立派 な生 活 を営 み 、山の上 のあか りの

よ うな、 また嵐 の 日の燈台 の ような存

在 にな る人 が出 るだろ う。 人が力 と導

き を求 めて慕 う人 物 が出 るだ ろ う。あ

な たが たは周 囲の 人に対 してその よう

な希 望 の光 に なれ るので あ る。特 にあ

な たが たの す ぐ身近 な人 々 に対 して。

最 も明 るい光 、最 も澄 んだ信号 は、

最 も清 い器 か ら出 るこ とを覚 えてい た

だ きた い。主 の導 きと力をいただいて、

私 た ちが 自分 の生活 を洗 い清め純粋 な

もの とす る こ とがで きる ように祈 って

い る。私 の兄 弟 た ちよ、神 が確 か に生

きてお られ るこ とを証 した い。私 は神

が天 にい ます こ とを知 って い る。神 か

らいた だいた神権 を尊重 で きるよう、

神 の祝 福 をイエ ス ・キ リス トのみ名 に

より願 い求 め る。 アー メ ン。
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最 も価値あることは

人 々 をわれ に導 き､父 の御 国 に休 ま.んこ とな り(教 義 と聖約156)

私たちの宗教

の｢か な め石｣

岡町ワード部

牧 瀬 十 二 郎

｢モ ル モ ン経 は地上 で最 も正確 な書物 で あ り､私 たち

の宗教 の かなめ石 で あって人 がそめ教 えに従 って最 も神

に近づ くこ とので きる書物 であ る。｣

(ジ ョセブ･ス ミス)

人 は 自分 の好 きな こ と､関 心 や興 味 の あ るこ と､ま た重

要 視 して い るこ とな どを して い る とき､ま るで別 人 の よ う

に生 き生 き して い る もので す6

私 に とって｢モ ル モ ン経｣に つ いて その真実性 を証す る

ときが正 に その とき と言 え ま し ょう。 この とき私の心 は熱

く燃 え､口 は雄 弁 にな ります。｢モ ル モ ン経｣に つ いて の

知識 をあ らいざ らい使 って あ らゆる角 度 か ら証 した り､話

した り､レ ッス ン した りす るこ とは大 きな喜 びです 。 そ し

て最 後 にな って｢モ ル モ ン経 は真実神 様 のみ言 葉 であ りま

す 。 また私 たち末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教会 のrか なめ.

石 』 で あ り ます｣と 証 す る とき､言 葉 に尽 く し難 い感 動 を

おぼ え るの です。 この確 か な証 を私 に人生 の宝 として恵 ま

れた天父 な る神様 にへ りだ って感謝 します。

私 に とって｢モ ルモ ン経｣に つ いて の証 は､単 にモ ルモ

ン経 の真実 性 につ いての証 という だけ でな く､モ ルモ ン教'

徒 としての宗教 生活 の｢か なめ石｣と して私 の 人生 の あ ら

ゆ る部分 を調和 させ るため に不 可欠 の もの です し､指 針 だ

と も言 えます。 そ して この証 は私 の信仰 の あ り方 に比例 し

て成長 して現在 の確 固 とした ものにな った こ とは明 白です。

｢悔 改 め｣が 十 分 にで きな い とき
､戒 め に不承 不承 従 って

い る と､き､現 在 の証 はあ りませ んで した。私 が現在 の証 を

得 る契機 とな ったのは､バ プテ スマ後 しば ら くして大神権

を受 け､末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト教会 にすべ て を捧 げ､

神 の王 国建 設 に殉 じよ うと決心 した ときで した。 この決意

は大 きな恵 みで した。心 に平安 が訪 れ､こ の世 の あ らゆ る

面 に対 して心 が動 じな くな り道 が見 えて きま した。聖典 に

つ いて も､末 日聖徒 の教義 につ いて も知識 は質 量 ともに拡

大 され聖霊 の証 が あった と信 じて い ます。

あ る 日｢モ ル モ ン経｣の アル マ 書 を読んでいて､今 まで何

回か読 ん でい た個 所 なの に初 め て読 んだ とし か思 えな い深

い感 動 をおぼ え､夜 を徹 して読 ん で しま った こ とがあ りま

した。 ただ聖典 を読 むだ けで な く末 日聖 徒 の教義 を体 系的

に学 び､モ ル モ ンの神 権者 ら し くな らなけ れば な らな い と

い う自覚 と､こ の｢モ ルモ ン経｣と い う書 物 は重大 な こ と

･を秘 め てい る とい う初 め ての発 見 で した。 それか ら｢モ ル

モ ン経｣に つ いて の関 心 が心 か らの もの とな りま した。

宣教 師 が初 め て｢モ ル モ ン経｣と い う書 物 の起源 を話 し､

証 をした ときは ただ夢 の ようで､､ま だ 自分 とは無縁 の こと

で した。 それ は この末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教 会が唯一

.真 の神 の教 会 であ るとい う証 が確 かで なか っ たこ とに もな

ります。 それ まで キ リス ト教 と言 え ばカ トリック とプ ロテ

ス タ ン トで､ま たその教 えは聖 書 と形式化 され た常 識 か.ら

一歩 も抜 け でてい ない と考 えて いた私 は ､宣 教 師 を通 じて

宣べ られ た メ ッセ ー ジが大 きな疑 問 とな って渦 ま くの をお

ぼ え ま した。

この 日の出来 事 が今 までの疑 いの心 をうその ように吹 き

飛 ば して くれ たの です。 さ らに｢モ ルモ ン経｣に っ いての

証 は､各 神 権組 織 や補 助組 織 での レ ッス ン､活 動 での強 い

自信 とな り､神 の代理 人 にふ さわ しい確 信 を持 つ こ とが で

きた ど思 い ます。 この教 えを宣 べ るため教会 の どんな責任

で も喜 んで 引 き受 け よ う とい う決意 に もな り､日 常 生 活の

物 の見方､考 え方 な ど末 日聖徒 と しての私 のすべ ての面 に

この モル モ ン経 の教 えは波及 して きま した。進学､就 職､､

結 婚 と末 日聖徒 の若 人 が雄 々 しくな るため の3つ の関 門 を

無事通 過 した現 在 を省 み て､こ の｢モ ル モ ン経｣こ そ私 た

ち末 日聖徒 イエ ス･キ リス ト教会 の教 えの｢か なめ石｣で

あ る とは っ き り証 で きます。人 はだ れで もモ ロナ イの 言葉

(モ ロナ イ書 第10章4節)に 従 え ば この書物 の真実 性 に気

がつ きます 。 また この書物 の教 え に従 えば この末 日聖 徒 イ

エ ス･キ リス ト教 会 は真 の神 の教 会 であ る こ とが わか るで

し ょう。末 日聖 徒 イエ ス･キ リス ト教 会 の教 え に従 えば私

た ちは永遠 の生 命 を受 ける こ とも証 で き ます。 この証 は私

た ちの地 上 の生活 を豊 か にす るため の原動 力 なの です。

主の み名 に よ り証 します 。ア ー メ ン。
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最も価値あることは

それ か ら6ヵ 月間､私 た ちの家族 が揃 って この末 日の世

に回復 され た真 の神 の教 会 に加 え られ ま した こ とを日々感

謝 してい ます。今 私 は､天 の王 国 が地球 に降 りる準備 が朝

夕進 んでい る ことを感 じとるこ とが で きます。 天の神権 の

鍵 は確 か にこ･の教 会 にあ り､イ エ ス･キ リス トの権 能 によ

り､永 遠 の結婚､結 び固め､ま た祖 先 の､何 よ りも私 たち

を生 み愛 し育 そて くれた実父 のバ プ テスマ が神殿 の 中で確

実 に行 なわれ､そ 乳 は天 で も認 め られ るこ と､そ して父 が､

霊 界で今の この時 間 に もイエスの福 音 を受 け入 れ て ぐれ､

私 が父 と逢 い喜 び合 う 日も､真 近 い こ とを信 じることが で

きます。神 の前 にお いてすべ ての 人類 が永遠 の中 で平 等 で

あ るの はす ば らしい こ とです。

永遠 の生 命の 中で､日 々私 たち家 族 が 自 由 に生 きる こ

とが で き､ま た 限 りない 祝 福 と平 安 の 中 に暮 らす こ とが

で きるこ とを感謝 してい ます 。寂 しい､悲 しい私 び と りの

神 では な く､全 人類 を愛 し､償 い､救 われ る神 を求 め得 た

こ とを。 それ は､天 父 の御 独 り子 イエ ス･キ リス トであ る

こ とを証 い た します。神 が､今 も全世 界の人 々 に導 き教 え

る よう選 び た もうた予言 者 スペ ンサ ー･W･キ ン ボールの

声 に従順 に従 う ことを誓 い ます。 この喜 び あふれ る福音 が

北 の果 て まで も届 きます よ うに､ふ た りの息子 が神 を見つ

めて進 み､伝 道 の召 しにあずか るこ とが で きます よ うに､ま

た正義 を愛 す る心 温か い多 くの隣 人が末 日に進 み出 た神 の.

王 国 に導 かれ ます ように､毎 日毎 日､一 刻一刻 祈 り続 けて

お ります。

この証 のすべ て をイエ ス･キ リス トの聖 いみ名 に よ りて

いた しま した。 アー メ ン

羅

纒 ノ 『われ は汝の前 に
､悌 誓

道 を備 うべ し』

名古屋支部
渇 堀 田 徹

仏教 の思 想 に育 て られ た私 に とっ て､｢安 息､日 を憶 えて

これ を聖 とせ よ｣と モーセ に言 われ た主 の戒 め は大 きなチ

ャ レンジで した。

教会 員 とな って この問 題 で幾 度 とな く二者択一 を迫 られ

｢二 人の主 人 には仕 え るこ とが で きない｣こ とを
､こ れ で

もか､こ れ で もか と知 らされ た私 は､安 息 日を守 るため に

自分 で仕 事 を始 め るこ とに決意 しました。 そ して仕事 を始

め る準備 の ため に収 入 の ないま ま走 りまわ りま した。妻 と

子供､そ れ に私 の母 の生 活 も自分 の双 肩 に かか ってい ま し

た。,兄弟姉 妹 の助 け.と､な けな しの金 をは たいて小 さな仕

事場 をつ く り､電 気 の 自動 オープ ンを備 え､か つ て一度 も

経験 した こ ζ郵ない 自然 食晶 のパ ン犀 にな ったの で した。

電 気 設計 か らパ ン屋 に!イ ー ス ト菌 な ど見 た こ ともない

私 に うまくパ ンが焼 け るはず はあ りませ ん で した泊 い粉 に

まみ れて､苦 心 惨胆 した挙 句､で き上 がっ たの は､化 物 の よ

うなパ ン､'蜂 の巣 の よ うに孔 々ち けのパ ン､真 黒 に炭 の よ

うに な った こげ たパ ン。 そ んなパ ンが一度 に ドサ ッとオー

ブ ンか ら顔 を出す と前途 は全 く真 暗 に思 えま した。 そ んな

とき､｢あ なた､焦 らな いで〃失敗 して も当 り前 の お仕事 だ

か ら､だ って一 度 も経験 の ない あな たです もの6で も､あ

なた な らき っとで きる と思 うわ｣と 優 し く慰 め､落 胆 しか

か っていた傷 口 をいや レて くれた妻。 この妻 の愛 糞､私 は

忘 れ る こ とがで き ませ ん。支部長 は私 の家 を訪 れ て石 の よ

うなパ ンを･｢僕 は この固 いの が好 きだ｣と 言 って くれ たの

を忘 れ るこ とが で きませ ん。今 もペ ンを走 らせ なが ら人 々

の こうした愛に とめ どもな く流 れ落 ちる涙 を禁 じ得 ませ ん。

こう して､私 の パ ンは､お 店 に並 び､お 客様 が は じめ て

手 に取 り､お 金 を払 って下.さ.っ た とき の喜 び､私 のパ ンが売

れた ときの喜 び は 到 底 表 現 で きる もの で はあ りません。

ち ょう どこの頃､支 部 の教 会堂 の建 築 が追 い込 み にな って

お り､あ る 日支 部長 か ち電話 で少 し資金 が不足 して いるこ

とを告 げ られ ま した。 しか し､私 の家 には その とき､も う.

お金 が あ りませ んで した。やが て3ヵ 月後 に生 まれ来 る子

の ため に用意 したお産 の 費用 を除 いて は… …。妻 との相談

の結 果 は､こ の お産 の準備 金 を建築 資金 に しよ うどい うこ

とに な り､す ぐに銀行 に行 き支部 長 の とこ ろにその お金 を｢

持 って行 き ました。 それ か ら3ヵ 月後､'神 の み もとか ら霊

の子 は肉体 を宿 って､予 定通 りク リスマ スの次 の 日に無事

にや って参 りま した。不 思議 な こ とに､一 銭 もない はずの

私 の家 にはあの 日納 め た建築 資金の お よそ2倍 以上 の お金

が あ り､妻 の お産の 費用 に不 足 す る どころかな お余 りあ る

程 で した。｢も し､汝 ら わ が 命 令 を守 らばわれ は汝の前 に

道 を備 うべ し… … か くて､汝 らは導 く者 わ れな る ことを知

るな りd(1ニ ー フ ァイ17:13)か くて私 と妻 は導 く方 が

主 で あ るこ とを身 をもって知 ったの であ ります。
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